




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　夢の中の幼い鴉からすはいつも喉のどの渇かわきを覚えていた。

　容よう赦しやなく照りつける太陽と、消えない陽炎かげろう。乾かわいた瘦そう軀くに熱風が吹ふきつけ、ひび割れた赤土には己おのれの翼つばさよりも黒い影かげが落ちる。帝てい国こく軍に蹂じゆう躙りんされた故郷に残っているのは見み渡わたす限かぎりの奇き岩がんと失望だけで、ほかはなにもない。

　それでも帰りたかった。あの男から翼を取り戻もどし、空を翔かけて帰りたい。

　西の最果ての地、デュシス・エンドへ。










「──、……」

　背の傷きず痕あとが痛んでオリビエは目を覚ました。バトラーの宿舎は夜の静せい寂じやくに包まれ、風に揺ゆれる新緑のかすかな葉音だけが聞こえてくる。

　宿舎の部屋はすべて同じ造りで、出窓がひとつと、広いとは言い難がたい空間に寝しん台だいとクローゼット、天てん井じように触ふれるほど高い本ほん棚だな、机と椅い子すが備えつけられている。しかしこの部屋の出窓だけ鍵かぎがない。『鍵など無用だ』と言う竜りゆうが金属製のそれを握にぎり潰つぶしてしまったからだった。オリビエはサイドテーブル代わりにしている丸椅子へ手を伸のばし、金色の懐かい中ちゆう時計を取る。

　時刻は午前二時五十七分をさしていた。

「また、かよ……」

　昨夜と同じ、半はん端ぱな時間と疼とう痛つうに思わず独り言ごちてしまう。

　四年間なんともなかったのに。真冬のある日を境に、背に残るふたつの傷痕が痛みだし、真夜中に目が覚めることが増えていった。オリビエは鴉の一族だから深い睡すい眠みんを短時間とれば充じゆう分ぶんだが、最近は毎晩のように痛みに苛さいなまれて熟じゆく睡すいできていない。

　医師兼けんバトラーのジュストに処方してもらった鎮ちん痛つう剤ざいが効かなくなってきている。結社の紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた蓋ふたを閉めることすら億おつ劫くうだった。そのまま懐中時計を手放して出窓に背を向け、深い溜ため息をつく。

　見るのは十八歳の春まで過ごした故郷の夢ばかりで、オリビエは幼い鴉に戻り、また喉の渇きに苦しんでいた。でも、それでいい。長く帰郷が叶かなっていないデュシス・エンドを、そこに棲すむ同どう胞ほうたちを思わない日はなかった。細く開けた窓から入ってくる夜風は若葉の瑞みず々みずしい香かおりを含ふくみ、心地ここちいい冷たさをしているのに、目を閉じるだけで灼しやく熱ねつの奇岩地帯がまぶたに浮うかぶ──。

　広大な土地と海洋を保持するアルカナ・グランデ帝国には、人間のほかに〝魔ま物もの〟が存在する。海には人魚や魔ま海かい獣じゆうが、森と山さん岳がく地帯には一角獣ユニコーンや魔鳥が、夜の闇やみには吸血鬼ヴアンパイアや淫いん魔まや名もない魔物たちが数多あまたと棲せい息そくしていた。

　そしてそれらの頂点に君臨するのが竜であり、ほぼ同等の位置に、強い魔力と知ち恵えを持つ魔女がいる。竜と魔女はともに魔物たちを統とう率そつし守護する絶対的存在だった。

　だがこれは遥はるか昔の話──現在、魔女は世界から姿を消し、竜の一族は絶ぜつ滅めつ寸前に追いやられ、多くの種族も激減の憂うき目に遭あっている。オリビエが生まれるよりずっと以前に、デュシス・エンドは荒あれ果てて奇岩地帯と失望が残るだけとなった。

　すべての元げん凶きようは〝魔ま物もの狩がり〟にある。約半世紀前に産業革命を興おこし、莫ばく大だいな資産と強大な軍事力を手にしたアルカナ・グランデ帝国は魔物との共存共栄の道を完全に棄すてた。魔物狩りは、人ならざる存在に世界の統治者の座を奪うばわれることを恐おそれた人間が生み出した、身勝手極きわまりない法令だった。

『人類の進歩を阻はばむ魔物を殲せん滅めつせよ』──政府の一方的な宣言のもと、帝国軍は魔物狩りをさかんに行い、強きよう襲しゆうされた魔物たちや、彼らを守護する竜と魔女は恐るべき速さで生存数を減らしていった。海は血の色に染まり、陸には魔物の死し骸がいが延々と連なるその惨さん烈れつを極めた光景は、現世にあらわれた地じ獄ごくのようであったという。

　やがて二十年以上に及およんだ動乱の果てに、竜だけが魔物狩りを免まぬがれることとなった。

　最強位にして最後の魔女・ジゼルが命を賭として創立した結社〝ドラゴンギルド〟によって。

『ドラゴンギルドの竜を狩かったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅めつ亡ぼうする』──生しよう涯がいに一度きりの呪のろいを紡つむぐため、己の心臓に短たん剣けんを突つき立てたジゼルは、竜母神ティアマトーと並んで伝説と化した。彼女が命と引き替かえに遺のこした不ふ朽きゆう不ふ滅めつの呪いは三十年余が経たった今も帝国軍と政府の人間を脅おびやかしている。

　ドラゴンギルドは組織形態を結社としたが帝国軍の末まつ端たんに位置づけられ、竜の一族がアルカナ・グランデ帝国に隷れい属ぞくすることで魔物狩りは収束に向かうと思われた。しかし政府と帝国軍は竜を殺せなくなった憤ふん懣まんを竜以外の魔物たちに向けた。結果、ドラゴンギルドという組織の誕生が魔物への弾だん圧あつを激化させたのである。

　東方レト・ルー・ヴァニアは人間に擬ぎ態たいした吸血鬼の一族が守り、北ほく端たんフェンドールには厚い氷雪があった。帝国軍は南西部と魔海域を中心に魔物狩りを間断なく実行した。

『竜ハ、ドラゴンギルドニ守ラレ、世界最強ノ魔物デアル誇リヲ忘レタ。魔物タチヲ守護スル使命ヲ怠リ、人間ドモニ阿おもねッテイル』──海底帝国の統治者であり人魚の一族の長であるエンプレス女帝の激げき怒どは理解できる。だが魔物狩り激化の標的になったのはデュシス・エンドだと、オリビエは今も思っている。

　世界最強を誇ほこる竜が帝国の軍士に成り下がったことを、若い魔物たちは憤いきどおり、年老いた魔物は嘆なげいていた。魔物狩りで両親と兄弟姉妹を亡なくし、棲み処かを失なくしたオリビエはそれらを見聞きしながら、老ろう齢れいのグリフィンや鴉のもとを転々として育った。

　デュシス・エンドに生まれた魔物は帰巣本能が強い。魔物狩りから逃のがれ〝最後の庇護区サンクチユアリ〟と呼ばれるレト・ルー・ヴァニアを目指す魔物らの中には、枯こ死しした大地に留とどまりつづける魔ま狼ろうやグリフィンや鴉を笑う者もいた。

　帝国軍に蹂躙されても、灼熱と飢うえと渇きに苦しんでも、それでもオリビエは一族発はつ祥しようの地を棄てられない、離はなれたくない。

「痛、──」

　同胞である数多くの大だい蛇じやが自じ尽じんへと追い込まれたのは二週間前のことだった。

　その無念は如何いか許ばかりだっただろう、彼らを思うと傷痕の痛みが強くなる。

　大蛇の一族はあの男に忠誠を誓ちかっていたが、最後は故郷へ戻ることを望んだはずだ。亡なき骸がらをデュシス・エンドへ連れ帰ることができなかった己の非力さを恨うらんで、疼痛に耐たえる。

　オリビエは十八歳の春から二十二歳になった現在まで四年間もドラゴンギルドで過ごしてしまった。いつ戻れるだろう。否いな、果たして帰郷は叶かなうだろうか──。

「………」

　遠くからサイレンの音が聞こえてオリビエは懐かい郷きようの念を消し、まぶたを開いた。出窓に背を向けたまま焦こげ茶ちや色の瞳ひとみだけを動かして意識を研とぎ澄すます。

　──竜たちが強ごう盗とう犯を捕つかまえたか？　今夜の強盗犯も……間ま違ちがいなく人間だ。

　大蛇の一族を使し役えきした末に切り捨てたあの男は、今度はより廃はい棄きしやすい人間を操あやつって事件を起こさせているに違ちがいない。

　春先から晩春にかけて帝てい都とを騒さわがせた〝要人連続殺人事件〟。

　就任して間もないレンヴィートル陸軍元げん帥すいはサージェント法務将校に命じ、将校や政府の高官ばかりが殺害されるこの事件の調査にあたらせた。犯人像がつかめず事件は長引き、そのあいだドラゴンギルドは夜間警固を強しいられたが、サージェント法務将校が粘ねばり強く調査をつづけてアンバーたち土竜ゲノムスが能力を発揮する。

　やがて事件はレンヴィートル元帥の私室で起き、大蛇の──魔物の犯行という衝しよう撃げき的な真実を露ろ呈ていして幕を閉じた。

　ギルドに保護された多くの大蛇がみずから命を絶ってもそれで済むはずがなく、帝国に住む誰だれもが今度こそ魔物は一いつ匹ぴき残らず狩り尽つくされると考えただろう。しかし不気味なほどに政府も帝国軍も動きを見せなかった。

　オリビエはわかっている。あの男が大蛇たちに自尽を選ばせ、陸軍元帥の権力を以もつて帝国軍を抑おさえつけ、アンバーの存在を巧たくみに利用して情報操作を施ほどこしたのだ。だから『魔物による要人殺害』の大事変が『ドラゴンギルドの新入り竜が若き元帥を死守した』という美しい武勇譚たんにすり替えられ、帝国軍は大規模な魔物狩りを実行することができなかった。

　そして要人連続殺人事件の落着からわずか十日後、帝都と周辺都市の有力者が殺害されて金品を根こそぎ奪われる事件が二件同時に発生する。この〝強盗殺人事件〟は最初の事件から六夜連続で起こり、ドラゴンギルドの竜はふたたび夜の街の警けい邏らに駆かり出されていた。

【連続強盗殺人事件はまたも魔物どもの仕し業わざか？】──ゴシップ好きのタブロイド紙はそのような記事を書き立てたが、竜たちが捕とらえて帝都警察へ引き渡わたした十数人の強盗犯は全員が人間だった。巨きよ大だいな犯罪組織のようで、現行犯を逮たい捕ほしても翌夜には類るい似じの強盗殺人事件が発生する。アルカナ大たい帝ていの長女・マリーレーヴェの成人祝賀式典が間もなく執とり行われるため、帝都警察はなんとしても事件を完全解決させなくてはならなかった。

　オリビエが一昨日おとといに読んだ新聞には【犯罪学の専門家が説く。先の要人連続殺人と今回の連続強盗殺人は性質がまるで異なるもの】と載のっていた。だが、しかし──。

　──前の事件も今度の事件も同じだ……全部あいつが仕し掛かけてる。

　おそらく、あの男はもっと多くの将校と高官を殺すつもりだった。しかし予定より早くサージェント法務将校に気づかれたのだろう。

　あの男はまだ直接手を下さない。大蛇たちを使って要人を消し、今度は人間を操って有力者を殺害している。金品を盗ぬすませているのは大衆の目を欺あざむくためだ、真の目的ではない。

　帝都警察が公表した被ひ害がい者しやの中には周辺都市の市長が三名も含まれていた。

　将校、政府の高官、市長──あの男は空席となった要職に同胞を就つかせるのではないだろうか。推測はできても、オリビエには証しよう拠こを得る方法や打つ手が皆かい無むだった。

　このままでは取り返しのつかないことになる。時間が差し迫せまり、焦しよう燥そうばかりが募つのる。

　あの男が直接手を下すときは、人間と魔物、狩る者と狩られる者の立場が逆転するとき──。

「……！」

　ふいに竜りゆうの濃のう厚こうな匂においがしてオリビエは急ぎ俯うつぶせた。顔をクッションに埋うめて眠ねむったふりをする。

　四年も同じことをつづけていれば嫌いやでもわかる。カツ、という音は長靴ロングブーツの踵かかとが出窓の木き枠わくにかかる音だ。人型のときでも十五テナー（約二百センチ）の体たい軀くと長い脚あしを持つ竜は出窓から一歩半で寝しん台だいに片かた膝ひざをつく。

　寝台が軋きしんで、シャツの中に大きな手が入ってくる。乳ち首くびをコリッと引っ搔かかれて眠ったふりをしていられなくなる。

「やめろっ、──ガーディアン！」

「起きてるならおかえりのキスくらいしろよ、深夜の任務を終えて帰き還かんしたのに労ねぎらいもなしか？　俺の美しい鴉からすは相変わらずつれないな」

「ふざけんな……やりたいなら夜間警固終わったその足で娼館に行きゃいいだろうがっ」

「娼館？　懐なつかしい。久しく行ってないのはおまえが一番よく知っているだろう？」

　カチャカチャとベルトの外れる音がする。シャツと下着を剝はぎ取られ、あらわになった尻しりに硬かたくて熱いものが触ふれた。ガーディアンは尻の丸みを撫なでまわしてつかみ、後こう孔こうに大量の先走りを塗ぬりつけながらすぐ挿そう入にゆうしてくる。

「やめろって、言って、──あっ！　あぁぅ……」

　言葉とは裏腹に、快楽を篤とくと教え込まれた窄すぼまりがあっという間にほころんで竜の陰いん茎けいを吞のみ込む。オリビエに長い性器の根元までを咥くわえさせたガーディアンは満足げに吐と息いきをついた。

「おまえはつれないが中は甘えてきている。感じるだろう？」

「知る、か。……抜ぬけ、っ」

「あぁ、ほら、今オリビエのいやらしい粘ねん膜まくが俺のペニスに絡からみついてきた。たまらないな。この差異ギヤツプは本当に病やみつきになる──」

　ガーディアンとの関係は、オリビエがドラゴンギルドで働きだした日に始まった。

　この誑たらし竜が口説いてきたのは当時のオリビエにとって好都合だった。しかし今は誘さそいに乗ったことをひどく悔くやんでいる。関係を解消したい。否、解消しなければならない──。

「中に、出す……なっ」

「それは冗じよう談だんでも許さない。おまえは俺のものだ」

「あ、う」

　ぱんっ、と叱しかるように腰こしを叩たたきつけられる。濃厚な精液がどくどくと注ぎ込まれる感かん触しよくにオリビエは細身を震ふるわせた。

「オリビエ……」

　ガーディアンはいつも、一度射精してから軍服を脱ぬぎ捨て、時間をかけてオリビエを愛あい撫ぶする。名を呼ばれながら背の傷きず痕あとに執しつ拗ように口づけられるのが嫌だった。しかし向き合えばキスとセックスが長くなる。オリビエは毎夜どうしたらいいかわからなくなる。

「くっ……。や」

　背後から茎くきをあやされ、傷痕を優やさしく吸われて快感と罪悪感に苛さいなまれた。堪こらえきれず身体からだを捻ひねり、裸はだかの厚い胸むな板いたに手をつく。ガーディアンはその瞬しゆん間かんを逃さない。腰をつかまれて向かい合う体勢にさせられた。

「あ！　んんっ……」

　ぐちゅん、と抜けかけていた陰茎を突つき入れられる。赤くなった先せん端たんから精がプシュッと飛び出し、ガーディアンの引き締しまった腹を濡ぬらした。

　竜は濃のう度どの高い精液を大量に放つが、鴉の雄おすは小水に似た薄うすい体液を小刻みに出す。水みず鉄でつ砲ぽうのような動きをするオリビエの性器をガーディアンは飽あきもせず愛めでる。

「淫みだらで愛らしい射精だ。ずっと見つめていたい。もっと漏もらせ、オリビエ」

「うる、せぇ、っ……ぁあ、あ」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる風竜シルフイードを睨にらみつけたのも束つかの間、指で先端の小孔をいじられて、またピュッ、ピュッと精液を射出してしまった。

　傷痕が痛むことを知っているガーディアンは大きな手でオリビエのうなじを支え、背に負担がかからないようにして性交する。抽ちゆう挿そうが激しくなっていく。

「あっ、いや、だっ……ぁ、あっ……！」

「翼つばさは、例の場所にないのか？　どこにある？　思い出したことをすべて言え」

「は、ぅっ……知ら、ね……ぇ」

　行こう為いの最中に『翼……取り戻、す……』と口走ってしまったのは約二週間前のことだった。鴉の翼を捜さがしつづけているガーディアンがそれを聞き逃のがすはずがなく、こうして夜ごとオリビエを追い上げ、訊たずねてくるようになった。

「忘れた、って……言ってる、だろ」

　オリビエはドラゴンギルドに潜せん入にゆうしたときから軽度の記き憶おく障害を装っている。

　誰一人として疑っていないが、この風竜だけは噓うそだと勘かんづいていた。それでも記憶が戻もどっていないふりを貫つらぬく。

「鴉の黒翼は俺のものだ。必ず見つけ出す」

「あ、あ……っ、ガーディ、アンっ──」

　いつ終わるとも知れないガーディアンの性愛行為が始まった。ぐしゅっ、ぐしゅっ、と水音を立てて長いペニスが出入りを繰くり返す。結合部から全身に行き渡る強きよう烈れつな快感に、オリビエは紅あかい唇くちびるを嚙かむ。

　オリビエの背に鴉の翼はない。黒翼はあの男が──ネロ・フーリオ・レンヴィートルが持ち去った。

　十八歳の春まで過ごしたデュシス・エンドはいつも乾かわいた熱風が吹ふいていた。

　灼しやく熱ねつの奇き岩がん地帯の中心には魔ま狼ろうの最上位アルフアであるネロが立っていた。

　オリビエは彼に、みずから翼を差し出したのだ。










「ガア、ガアッ。起きろオリビエ」

「………。起きてる」

　オリビエはいつも、竜の重みから解放されて目を覚ます。寝台にガーディアンの姿はなく、温ぬくもりの跡あとと風竜の残り香がだけが隣となりにあるのが常だった。

　行為後の気だるさを撥はねのけて上体を起こし、皺しわだらけのシャツを纏まとって寝台を出る。昨夜のガーディアンの激しい律動によって寝台から落下したのだろう、蓋ふたが開いたままの懐かい中ちゆう時計は床ゆかに転がっていた。拾い上げ、止まっていないことを確かく認にんする。

　時刻は午前五時十二分をさしていた。

　サイドテーブル代わりの丸椅い子すに置いている煙草たばこの紙箱とマッチ箱を手に取る。紙巻き煙草シガレツトを咥え、マッチを擦すって火をつけると、狭せまい室内はすぐに甘ったるい薫かおりで満たされた。

「おはよう……」　>>>♥

「腹減った」

「朝飯あるか？」

　ガーディアンが全開にした出窓にやってきた二羽のカラス──否いな、二匹ひきの魔ま物もの・ロージとセスは同じ一族で歳としも近い。彼らは脚に小型の通つう信しん筒とうを携たずさえている。常時、二十匹ぴきほどの鴉からすが入れ替かわりで帝てい都とに逗とう留りゆうし、ネロとオリビエをつなぐ伝書役を担になっていた。

　そして、ドラゴンギルドの機密情報を報告書にして通信筒に入れ、定期的に密告しているオリビエは──ネロの息がかかった諜報員スパイだ。

　オリビエは十八歳になった冬、ドラゴンギルド潜入をみずからネロに志願した。

「ガア、ガア、腹減った」

　ロージとセスが止まっている出窓の木枠には竜の長靴の跡がある。シガレットを咥えたオリビエは手で靴くつ跡あとを払はらい、ビスケットを適当に割って置きながら言った。

「なんだよ、最近カラスの鳴き真似まねばっかして」

　姿形は似ていても、オリビエたちはカラスとは違ちがう。言葉を操あやつり、魔鳥と有ゆう翼よく人とふたつの形態を持ち、偵てい察さつを得手とする鴉の一族である。太古は黒くろ猫ねこの一族と並んで魔女の眷けん族ぞくだったと聞いた。ドラゴンギルドへの潜入を頑かたくなに許さなかったネロが最後に首を縦に振ふったのは、オリビエに鴉特有の偵察能力を見み出いだしたからだと思う。

　セスたちは太い嘴くちばしでビスケットを砕くだき、「ククッ」と笑った。

「真似じゃねえ、おれたちはカラスだ、完かん璧ぺきに擬ぎ態たいできてる。残飯漁あさりもお手の物」

「残飯漁りしたって帝都の奴やつらはカラスを殺さないんだぜ？　カラスが〝肇ちよう国こくの三美神〟の使いだからとか、なんとか。デュシス・エンドじゃ何万匹もの鴉を狩かったくせしてよ」

「完璧な擬態はいいことだけど、デュシス・エンドに帰ったら人型になれよ。じゃねえと変容のしかたを忘れて本当にただのカラスになっちまう」

「へいへい」

「わかったわかった」

　今のオリビエは魔鳥に変容できない。翼の切断は自分で決めたことだが、ふたつある形態の片方を失うのは想像以上に心こころ許もとないものだった。

「ネロさまに報告書は？」

「五日も空くなんて珍めずらしいな」

「悪い、最近やたら仕事が忙いそがしくて。春から夜間警固もつづいてる、し──」

　そこまで言って、はっとなる。書く気が起きなかったというのも理由のひとつだが、ネロへの密告行為とバトラーの仕事、優先度が完全に逆転し、それを口にしてしまった。

「ネロは怒おこってるか？」

「いや、怒るというよりは」

「寂さみしがってたような」

　双ふた仔ごであるロージとセスの息の合った返事に、オリビエは心の中で首をかしげる。数多あまたの人間や同どう胞ほうですら殺あやめる非道な魔狼と、寂しがる男の姿が結びつかなかった。

「大きな溜ため息ついてたぜ」

　ネロに怒いかりや不ふ審しんを抱いだかせるのは絶対に避けなければならない、多くの大だい蛇じやを使い捨てにしたあの男は鴉も躊ちゆう躇ちよなく殺す。己おのれの動きひとつでロージやセスたちが危険にさらされてしまう。オリビエは煙草を灰皿に押しつけた。

「報告書を作るから今夜また来てくれないか」

「わかった。じゃあな、密みつ偵ていだって気づかれんなよ」

「四年ばれてないからって油断は禁物だぜ」

「ああ。ロージもセスも気をつけろよ。みんなにも伝えてくれ」

　互たがいの正体が露ろ見けんしないよう願い合うのは毎日のことだった。双仔を見送ったオリビエは準備を急ぐ。

　熱いシャワーを浴び、下着を穿はいて皺ひとつないシャツを着ると、結社の紋もん章しようが刺し繡しゆうされたリボンタイをきゅっと結んだ。まっすぐの黒くろ髪かみは櫛くしで梳すかなくても乾けばおのずとさらさらになる。靴くつ下したとスラックス、制服を身につけていき、黒色の革かわ靴ぐつを履はく。

　懐中時計をウェスト・コートのポケットに入れ、手帳とハンカチと白い手て袋ぶくろをテール・コートのポケットに入れたオリビエは、〝偵察を得手とする鴉の一族〟から〝ドラゴンギルドのバトラー〟の顔になって自室を出た。

　部屋は宿舎の二階と三階に五つずつあるが、離り職しよく率が高いため十部屋が埋うまったことは一度もないという。みっつ隣の部屋の扉とびらを叩たたくと寝ぼけまなこのエリスが顔を出す。

「オリビエ、おはよー。もう用意できるから待ってて、絶対に置いて行かないでね」

「わかってる、先に行ったことなんか一回もねえのになんで毎日それ言うんだよ。シャツ着る前に顔を洗え。手袋とハンカチ忘れんなよ。準備できたら三階な」

「ウン、わかった、ありがとー。手袋、ハンカチ、手袋……」

　つぶやきながら扉を閉める素す直なおなエリスはまだいい。厄やつ介かいなのは、相当な変わり者の中ちゆう堅けんバトラーである。オリビエは階段を駆かけ上がった。

　ノックをせずに扉を開けることは失礼にならない。「昔のナインヘルの巣より散らかってやがる」とぼやきながら狭い床を埋めるがらくたを跨またいで寝しん台だいに辿たどり着くと、最初から大声を張り上げて肩かたをガクガク揺ゆらす。

「レスター！　起きろ!!」

「はい」

　絡から繰くり人形みたいな動きで上体を起こし「はい、起きました。おはようございます」とはっきり挨あい拶さつするレスターはまだ熟じゆく睡すいしている。働きだしたころはよく騙だまされたが今は見み抜ぬけるようになった。

「寝ね言ごと言ってねえで起きろって」

　常に洒しや々しや落らく々らくとしていてなにごとにも頓とん着ちやくしない先せん輩ぱいバトラーだが睡すい眠みんへの執しゆう着ちやくだけは凄すさまじい。短時間の熟睡で事足りるオリビエには理解しがたいものだった。

　そうこうするうちにエリスが加勢にやってくる。二人がかりで「おなかすいたーっ、早く！」「置いて行くぞ！」とわぁわぁ言いつづけ、完璧に身なりを整えたレスターと三人で食堂へ向かう。

　午前六時の厨ちゆう房ぼうが賑にぎやかなのは毎日のことだった。カウンターに並べられた料理の中からポリッジとサラダ、焼きたてのパンをトレイに載のせる。

　食堂には竜りゆうのための広いテーブルが五卓たくとバトラー用の細長いテーブルが一卓あり、それぞれ自由に座って食事をとる。いつも決まったテーブルに陣じん取どり、バーチェスと並んで座るガーディアンがもう片方の空いた椅子に腕うでをかけて言った。

「隣に座れよ、オリビエ」

「いらねえ。間に合ってる」

「つれないな」

　歓かん楽らく街とバトラーの宿舎、別々の場所で過ごす夜があった過去も、ガーディアンの好きな性愛行こう為いに耽ふけり、狭い寝台で一いつ緒しよに眠ねむるようになった今も、こうして同じやりとりを毎日のように交かわしてきた。

　午前七時から脱だつ衣い室で朝の打ち合わせが始まる。室内に並べた猫ねこ脚あし椅い子すに座るオリビエの隣りん席せきに誰が腰かけたのかは、視線を向けなくてもわかった。

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、土竜ゲノムス、風竜シルフイード、雷竜ヴオルト──竜母神ティアマトーの息子たちは五種類に分けられ、そのうちシルフィードは気まぐれな性格を持った美男子が生まれると聞く。ガーディアンも然しかりで、彼はサリバンと双そう璧へきをなす超絶の美竜だった。

　風を編むための長い鉤かぎ爪づめと、金色に煌きらめく豊かな鬣たてがみ。緑色の[image: 鱗]うろこは兄竜のサリバンよりも濃こくて深みがある。アルカナ神話に登場する英雄神のような精せい悍かんな美び貌ぼうと完璧な肉体。あふれる色香は、隣となりに座っている今も噎むせそうなまでに強烈で、それらを使ってどれほどの魔物や人間を誑たらし込んできたのかオリビエには想像がつかなかった。

　筆頭バトラーが入室すると、全機の竜の行動予定が書かれた【任務地一覧】の用紙が配られる。自分の名を探すより先にガーディアンの欄らんを確かく認にんする癖くせを直したいのにままならない。

　──今夜は遠えん征せい地に駐ちゆう留りゆう……。

「おまえ、ナインヘル担当じゃないか。こんな日に限って遠征とはな」

　隣でガーディアンが小さな溜め息をついた。

　ナインヘルが担当バトラーを放ほうって自分の巣へ帰ることは周知の事実で、オリビエが彼を担当する日、ガーディアンは任務を終わらせて予定時刻よりもかなり早く帰き還かんする。そうしてオリビエにつきまとい、なにかと茶々を入れてくる。担当する竜が早々に巣へ帰ったからといってバトラーの仕事が終わるわけではないのだが。

　任務地へ向かう竜たちを見届けギルドじゅうを掃除して、防護服の点検を念入りにおこなった午後三時四十分──。帰還したナインヘルを洗せん浄じようし、脱衣室に先まわりして出で迎むかえる。

　竜の一族に着衣の習慣はなく、軍服を着ることを嫌いやがり、ガーディアンたちは隙すきあらば全ぜん裸らになろうとする。殊こと更さらに嫌けん悪おし、十五年間も拒きよ絶ぜつしつづけたナインヘルが軍服を着用するようになったのは、ひとえにアナベルの功労だ。袖そでを通してくれるだけでもありがたいので締しめつけるような着せかたはしない。癖のある黒髪をタオルで乾かわかしながら訊たずねる。

「メフィストの様子を見に飼育小屋へ行かねえか。たまにはいいだろ？」

「絶対に行かねえ。あいつ昨夜もおれの巣で寝ねたんだぞ？　怖こわい夢を見ただの寂さみしいだの、いちいちびーびー泣きやがって」

「ははっ、そうだったのか」

　アナベルと過ごすようになってわずか一年半、ナインヘルは大きく変わった。ガーディアンと出で逢あってしまったオリビエが変わるのも当然なのかもしれない──。

　巣へ帰るナインヘルを見送り、掃そう除じ道具を持って飼育小屋へ向かう。磨すりガラスでできた扉を開けると、件くだんのメフィストが待ちかねたとばかりに全速力で走ってきた。

「おりびえっ、だっこして」

「掃除が終わったらな」

「だめ！　いまじゃないと、だめなの！　だっこー！」

「げぇっ……待て、わかった、わかった」

　大きな金の瞳ひとみに涙なみだを浮うかべて叫さけぼうとするから、慌あわてて掃除用具を置き、幼生体の両りよう脇わきに手を差し込む。メフィストは孵ふ化かしたころに比べて重くなり、オリビエは「ふんっ……」と気合いを入れないと抱き上げられなくなった。

　両りよう腕うでで包むなり、ちびは涙を器用に引っ込めて、ぎゅっとしがみついてくる。

　こいつ泣き真似まねしやがった──オリビエが赤い[image: 鱗]うろこに覆おおわれた尻しりをポンと叩くと、メフィストは「ヮ、ヒャ」と頓とん狂きような声を出して驚おどろいた。

「おしり、ぺちっ。どして？」

「噓うそ泣きなんかするからだ。……ったく、いつ覚えたんだよ。すぐ雄お叫たけびあげようとすんな。おまえの泣き声には強い魔ま力りよくが宿ってんだ、小っこい魔物や人間の鼓こ膜まくが破れちまう。レスターやテオやエリスが痛い思いするの、嫌だろ？」

「ウン、いや。れすたー、てお、えりす、いたいの、ぜったいだめ」

「じゃあ、でかい泣き声を出すのは我が慢まんな」

　平たくなった[image: 鱗]を優やさしく撫なでると、メフィストは「おりびえー」と嬉うれしそうに言って顔をぐりぐり押しつけてくる。

「めふぃすとね、おりびえのにおい、だいすきよ」

「そりゃ光栄なこった。自分の匂においって自分じゃよくわからねえよな、鴉からすの匂いしてるか？」

「すごくあまい、におい。がーでぃあんと、おなじにおいするの」

「──そう、か……」

　それはガーディアンに覚えさせられた紙巻き煙草シガレツトの薫かおりだ。

　大きな瞳を糸のように細めたメフィストはまた「おりびえー」と名を呼び、すんすんと鼻を鳴らす。少し成長した彼が以前にも増して甘えるようになったのは、アンバーがこの春に飼育小屋を出たのが寂しいからだろう。

　それはほかの幼生体も同じみたいだった。そっと背に触ふれてくるものがあって振ふり返ると、水色の[image: 鱗]を持つ幼生体がくっついていた。

「オリビエー」

「フェアリー？　なんだ？　メフィストの真似か」

　はにかんで「ウン……」と微笑ほほえむフェアリーは凄まじく可愛かわいらしい。この儚はかなげで美しいオンディーヌの幼生体に何度心を射い貫ぬかれたか知れなかった。

　オリビエは、火竜の卵が孵化したことを限界まで遅おくらせてネロに報告した。本当は報告したくなかった。幼生体を攫さらえと命じてくるかもしれない。そんなの絶対に駄だ目めだ──思わず力を込めて抱だきしめると、メフィストは「キャーア」と喜びの雄叫びをあげ、抱き返してくる。加減を知らないサラマンダーの幼生体の力は物もの凄すごく強い。

「痛ててて！　折れる、折れる！」

　ドテッと尻もちをつき、メフィストとフェアリーに加えて駆かけ寄ってきたジェイドまでもがキャッキャッと騒さわぎだす。

「やめねぇかっ。ジェイドもフェアリーもでかくなった自覚あんだろ？　メフィスト、おまえめちゃくちゃ怪かい力りきなんだぞ、加減しろっての」

「かげん？　じぇいど、かげんて、なーに？」

　悪戯いたずら好きのジェイドは悪い笑え顔がおをして「もっと、ってことだよ」と言った。

「わかった！　めふぃすと、かげんする！」

「おいジェイドっ、てめぇ……！　ぅ、ぎゃあ──」

　幼生体たちの強暴な抱ほう擁ように骨が限界を叫びかけたとき、「えいっ」という明るい声が聞こえて、身体からだから重みが消えた。

　オリビエと同じくらいの背せ丈たけになったフェアリーを軽々と持ち上げたのは、まっすぐの赤毛とそばかすが可愛らしい土竜ゲノムスだった。

「アンバー、助かったぜ」

「ねぇねぇオリビエ聞いてっ。レリィが来たの」

「サージェント閣下が？」

「リーゼと執しつ務む室で話してる。それでね、お茶どうしようって思って」

「言いにきてくれたのか、ありがとう。ティーセット出してくる。ここ任せても大だい丈じよう夫ぶか？」

「うんっ、お掃除しとく！」

「掃除は俺がするから置いといてくれ、卵を抱いて散歩を頼たのむよ。卵はいつごろ孵かえるんだろうな？　孵る前日にはファウストとリシュリーさまを呼びたいよな」

　拾った掃除用具をベンチに寄せ「孵化に立ち会えなかったらファウストの奴やつめちゃくちゃ暴れそうじゃねえ？」と話したが、なぜかアンバーはそれには答えず、別のことを口にした。

「……ねえ、オリビエ元気になった？」

「ん？　元気になったって、なんだ？」

「だって、この前……泣きそうな顔、してたから。ぼく心配で心配で……」

　オリビエは静かに息を吞のむ。この前というのは、サージェント法務将校とアンバーが乗る馬車を見送った約一週間前のことだろう。要人連続殺人事件が解決していたにもかかわらず、アンバーのことが心配でならなかったオリビエは『夜は外に出たら絶対にだめだ』と言ってしまった。ごまかしきれたと思っていたが、聡さとい彼は察知している。

「ありがとうなアンバー、俺ァいつも通りだ」

　ネロから解放されたアンバーを二度と巻き込みたくない。さらさらの赤毛を撫でて言う。

「あんまり急いでお兄さんにならなくたっていいんだぜ」

「うん……、えへへ」

　にこにこ笑うアンバーと手をつないだフェアリーが「オリビエ、わたしも……」と額を寄せてくる。

「おれも」

「めふぃすともー」

　ジェイドの頭と、兄竜りゆうの背によじ登るメフィストの額もせっせと撫でて飼育小屋を出た。

　最初は重くて運びづらかった銀製のティーセットも今ではすっかり扱あつかい慣れた。執務室の扉とびらをノックし、「どうぞ」という返事を待って入室する。

「失礼します」

　応接セットのソファに座る筆頭バトラー・リーゼは、年季の入ったパイプを咥くわえていた。

　ローテーブルを挟はさんだ向かいのソファに座るサージェント法務将校が「よう、オリビエ」と笑顔で片手を上げてくる。オリビエは、分け隔へだてなく接してくれる法務将校に辞じ儀ぎをしてローテーブルにティーセットを置いた。

　孔雀緑ピーコツクグリーンの軍服とマントを纏まとう彼の正体が吸血鬼ヴアンパイアであることを、ネロに報告していない。

　オリビエは幸運に恵めぐまれ、アンバーが幼生体から成体へ変化するという極きわめて稀まれで素す晴ばらしい瞬しゆん間かんに立ち会うことができた。あの日、飼育小屋でリーゼとサージェント法務将校が〝レンヴィートル陸軍元げん帥すい〟について長く語っていて、オリビエは離はなれた場所から内容をすべて聞き取ったが、ネロに伝えていない。

　もうなにも報告してねえな──心の中で自じ嘲ちようしながら、しかしそれを表情や態度に出さず、法務将校のティーカップに紅茶を注ぐ。

「ありがとう」

　軽度の記き憶おく障害を患わずらい、冷れい徹てつで、ギルドと帝てい国こく軍とのやりとりにいっさい興味がない──四年かけて築いてきたオリビエ像はリーゼや同どう僚りようや竜たちは当然のこと、幼生体やサージェント法務将校にまで浸しん透とうしている。疑うことなど一瞬もない彼らはオリビエが給きゆう仕じをするあいだも会話をつづけた。

「マリーレーヴェ王女の成人祝賀式典まであとどれくらいだったっけ？」

「二週間だ。帝てい都と警察がうるさいか？」

「ああ。なにがなんでも式典までに犯罪組織を叩たたき潰つぶしたいんだろう。応おう援えん要よう請せいが毎日来る」

「帝都警察がギルドに応援要請するのは、昨夏、ゲルベルト元中将が起こした連続猟りよう奇き殺人事件──バイロン王の一件以来か」

「腹立たしい話だ。あの一件で帝都警察の威い信しんはガタ落ちしたのに、ギルドを踏ふみ台にしてちゃっかり信しん頼らいを回復させ、それっきりだ。先の要人連続殺人事件もサージェントが調査してるという情報をつかんだ途と端たんに高みの見物を決め込んだ。そして今回、手に負えないと早々に判断してまた我が社を巻き込みやがった」

「まぁまぁ、気持ちはわかるが協力してやれよ。そりゃあ祝賀式典前に片づけておいたほうがいいに決まってる。なにしろ筆頭バトラーが初めて招待された式典なんだし」

「おまえが陛下に余計なことを言ったからだろうが」

「リーゼは前に『陛下は、ベルグマンの爺じじいを再起不能にした俺に感謝状をよこすべきじゃねえか？』って言ってたろ？　それを提案したまでさ」

　サージェント法務将校は悪戯っぽく笑い、リーゼは苦虫を嚙かみ潰したような顔をして、注いだばかりの紅茶をズズゥ……と啜すする。

　創立して三十年余、ドラゴンギルドが王家の式典に参列したことは一度もなく、式典の警固すら許可された事例がない。アルカナ王家は世界最強の魔ま物もので組織された結社を敬遠し、両者の関係は非常に希き薄はくであることがうかがえる。

　しかし、かつて第四王子であり、現在はドラゴンギルドの支社の責任者となった、フェンドール公こう爵しやくリシュリー──突とつ如じよ、一角獣の血に目覚めた彼の件でアルカナ大たい帝ていはリーゼに大きな借りを作った。〝祝賀式典に招待〟という形で義理を立ててはどうかとサージェント法務将校が提案、帝国軍と政府は猛もう反はん対たいしたが、大帝は筆頭バトラーを式典に招待する。同どう伴はん可能な竜は一機のみと聞いた。サリバンが行くだろう。

　オリビエはなにを見聞きしても表情を変えない。この四年間で自然と身についた。

「失礼します」

　執務室を出ると、焦こげ茶ちや色の瞳ひとみを巡めぐらせてひとけがないことを確かく認にんし、気配を殺す。

　諜ちよう報ほうの癖くせが身体に染しみついて離れない己おのれを冷れい笑しようしたくなった。

　もう立ち聞きする必要などない、したくないと思うのに、報告ペースを戻もどさなければネロに疑念を持たれてしまう。その疑念は鴉からすの一族の死に直結していた。

　高い聴ちよう力りよくを持つ鴉は、集中すれば距きよ離りや壁かべがあっても会話を明めい瞭りように聞き取ることができる。今夜に報告書を書くと約束したオリビエは耳をそばだてた。

　──今日、祝賀式典の警固会議でレンヴィートルと会った。

　──大だい蛇じやの一族を追って奴の私室に突とつ入にゆうした、あの夜以来か？

　──ああ、半月ぶりくらいだな。今日は珍めずらしいことに、会議に三人の王子も臨席していた。若い元帥を気に入ったようだ、アゼル殿でん下かたちが陛下に願い出て、現在レンヴィートルは王子らの軍事学の教師をしている。

　──殿下たちのほうから？　レンヴィートルから近づいたのではなく？

　──そうだ。特に第三王子のエウリック殿下が奴を甚いたく気に入っていてな……レンヴィートルをマリーレーヴェ王女の夫にすればどうだなどと言いだした。

　──ばからしい。

　──もちろん陛下は一いつ蹴しゆうされた。……が、殿下たちの様子……気に入るというよりは崇すう拝はいに近い。短期間でああも変わるものか？　おかしい。

　──奴がなんらかの魔ま力りよくを使ったのかもな。

　──可能性はある。仮説を立てて以来、俺はレンヴィートルが魔物としか思えなくなってしまった。あのヘーゼルの瞳、魔物や人間を洗脳する魔力を持っていたとして……存外、身近にいる種族かもしれない。

　──王子たちと親密になってるのは確かに気になるな。いつでも手にかけられる距離にいるということだ。奴との接せつ触しよくをすべて断たち切ったのは早計だったか……。殿下たちのこと、しばらく注視しておいたほうがいいと思うぜ。

　──そうしよう。少しでも様子が違ちがったときはすぐ報告する。

「……!!」

　銀のトレイに、瞠どう目もくする己の顔が映った。

　思いもよらない情報に心臓がドッ、ドッ、と早はや鐘がねを打つ。

　リーゼとサージェント法務将校はネロの正体が魔物と勘かんづいている──。

　ネロが陸軍元帥に就任して約二か月が経たったが、彼らはいつ、なにを根こん拠きよに察知したのだろう。あの男が魔ま狼ろうの匂においを漏もらすはずがなく、竜であるアンバーでさえ『おとなしい、人間だった』と言っていた。オリビエは今一度、扉の向こうの声に集中する。

　──リーゼがマリーレーヴェ王女と会ったのは、かなり前だろう？

　──そうだな、十年ほど前に挨あい拶さつしたっきりだ。まだほんの子供だった。

　──美しくなられたぞ。リーゼもサリバンも必ず目を奪うばわれる。王家の者には非常に珍しい倹けん約やく家で華か美びな服装を好まず、黒や紫し紺こんのドレスをよく着用されているんだが、それが殿下の美び麗れいさを一層際きわ立だたせるんだ。そしてなにより、聡さとい。陛下が惜おしみなく愛情を注がれているのもうなずける。

　──倹約家で黒いドレスって、魔ま女じよじゃねえか。

　──それ絶対に陛下の前で言うなよ。確実に殺されるぞ……俺は助けないからな。

　二人の会話は、人を寄せつけない冷れい淡たんなアルカナ大帝がマリーレーヴェ王女をどれほど溺でき愛あいしているかに移ったが、そこに有益な情報はないと判断したオリビエは音をいっさい立てず足早に去った。







　飼育小屋に戻って幼生体たちを寝ねかしつけ、アンバーの夕食に付き合い、夜間警固に送り出した夜。オリビエは自室で報告書を書いていた。

　当然としてきた報告が、ひどく難しい。迷っては何度も書き直す。魔物と勘づかれていると伝えるべきなのに、書きたくない。それを伝えたところでネロが止まるとは思えず、反対に計画を急ぐかもしれなかった。

　報告書の最初の四文字を綴つづることが苦痛でならないが、これまで必ず記されていた四文字が消えればあの男はオリビエの変心に気づく。

　俺は本当に未熟で救いようのないばかだった──四年前の浮うかれた己に激しい苛いら立だちを覚えながら、機械的に〝Ｄ・ｅ・ａ・ｒ親愛なる〟と綴る。迷った末、書くことができたのはわずか三行だけだった。





親愛なるネロへ

今日、サージェント法務将校が来社した。

ネロが三人の王子の教師になったと筆頭バトラーに報告。

しばらく王子たちの様子を注視するとのこと。






　出窓を開け、夜空へ向かって手を振ふると、ロージとセスがすぐにやってくる。通つう信しん筒とうの蓋ふたを外して紙し片へんを入れた。

「待たせてごめん。ネロに渡わたしてくれ。塒ねぐらまで気をつけて帰ってくれよ」

「おう、任せとけ」

「オリビエ、またな」

　カラスに擬ぎ態たいした彼らがアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群へ飛んで行くのを見守り、窓を閉める。

「……、っ！」

　途端に激しい痛みが背を走ってその場に蹲うずくまった。

　罪悪感が強くなるほどに傷きず痕あとの痛みも増していく。

　リーゼやジュストたちや竜りゆうの兄弟を欺あざむき、そしてガーディアンを裏切っているという凄すさまじい罪悪感に苛さいなまれるようになったのは、真冬に起きた歴史的大事変を──〝帝国軍による竜の卵の改造〟をネロへ報告したことがきっかけだった。あの男が寄よ越こしてきた返事の、その想像を絶する悍おぞましい内容にオリビエはかつてない恐きよう怖ふを覚え、傷痕の疼とう痛つうと自責の念に囚とらわれつづけている。

　のろのろと立ち上がって鎮ちん痛つう剤ざいと睡すい眠みん導入剤を水で胃に流し込み、シャツと下着だけになって寝しん台だいへ潜もぐり込んだ。今夜ガーディアンが遠えん征せい地に駐ちゆう留りゆうすることをありがたく思う。部屋に来られたら、行こう為いの最中にまた余計な言葉を口にしてしまいそうだった。

「ガーディアン……」

　今夜は来ないと安あん堵どしているはずなのに、寂さみしさと心細さから名を呼んでしまう。

　傷痕の痛みは消えないまま睡眠導入剤が効いてくる。

　昨夜と同じように故郷の夢を見るのだろう。

　オリビエが生まれたのは十二月だった。その日もデュシス・エンドには乾かわいた熱風が吹ふき、魔物たちの悲鳴が響ひびいていた──。







　　　　[image: †]




　孵ふ化かして間もない鴉の雛ひなが耳にしたのは、親鳥の愛情が籠こもった鳴き声でも兄姉の元気な鳴き声でもなく、帝てい国こく軍が次々と放つ大たい砲ほうの轟ごう音おんだった。

　あまりにも小さくて軽い雛鳥は爆ばく風ふうに煽あおられて遠くまで吹き飛び、大おお蜥蜴とかげの背にぽとりと落ちる。一寸先も見えない土つち煙けむりの中を命いのち懸がけで逃にげる彼女は、雛鳥を振り払はらわずにいてくれた。

「鴉の坊ぼうや、しっかりつかまって！　ここを抜ぬけたらきっと助かる！」

「ウン。あり、がと……、──わぁっ」

「きゃあぁっ！」

　そのときまたドンッ、ドォン……！　と爆ばく音おんが轟とどろいて砂さ塵じんが舞まい上がり、巨きよ大だいな岩石や夥おびただしい魔ま物ものの死し骸がいが乱れ飛ぶ。悲鳴や怒ど号ごうが八方から聞こえてくる。

「アルファをお守りしろ！」

「グリフィンと魔狼はネロさまの盾たてになれ！　なんとしても砲ほう弾だんからお守りする！」

「私にかまうなっ、全力で駆けろ！　心臓が破れても走れ!!」

　雛鳥を背に乗せて逃げてくれた優やさしい大蜥蜴とはそれきり会うことはできなかった。

　皆みなからネロと呼ばれているのは榛はしばみ色いろの美しい毛並みを持つ魔狼だった。ネロはぐったりした狗いぬ鷲わしや大蛇を拾い上げて背に乗せ、雛鳥も乗せて、仔こ狼おおかみを咥くわえて疾しつ風ぷうのように駆ける。狗鷲と大蛇はネロの背で息絶えた。雛鳥は榛色の獣じゆう毛もうに埋うもれてじっとしていた。

　灼しやく熱ねつの大地に棲すむ魔物たちには種族を越こえた結束があるから、家族全員を亡なくしても独りぼっちになったことはない。オリビエという名は鴉からすの一族に決めてもらった。しかし先週オリビエを守ってくれた同どう胞ほうが翌週には遺い骸がいとなって赤土に横たわっているという恐おそろしくて悲ひ惨さんな光景が、デュシス・エンドには当然のように存在していた。

　オリビエは、夜は枯かれた大樹で鴉たちとともに眠ねむり、昼はネロの肩かたで過ごし、ネロがいないときは老ろう齢れいの魔物のもとを訪ねるようになる。

　幼い鴉の瞳ひとみには魔狼やグリフィンが山みたいに大きく映ったけれど、年老いた彼らの身体からだは瘦やせ細り、乾かん燥そうした獣毛には古い土がこびりついていた。

「みな、ずいぶん縮んでしもうたな。昔は竜と同じくらい大きいグリフィンも居おったんだよ」

「りゅう？　じいちゃんは、りゅうをみたことあるの？　すごいや！」

「古くからの友だった。もう会うことはないがね……」

　御お爺じじや御お婆ばばはオリビエに多くの話を聞かせてくれた。

　デュシス・エンドには四季を問わず乾いた熱風が吹く。だがかつては小さな沃地オアシスが点在し、周囲には柑かん橘きつをつける樹木が立ち、長い旅をつづける魔物や人間の重要な中ちゆう継けい拠きよ点てんであったという。魔女たちが雨雲を連れてくることもあれば、水竜や風竜が気まぐれに訪おとずれて小川を生んだり瑞みず々みずしい緑風を吹かせたりすることもあった。

　赤い大地の治者である魔ま狼ろう、そしてグリフィン、狗鷲、鴉、大だい蛇じや、大蜥蜴、多種多様の魔ま獣じゆうや魔鳥たちは、悠ゆう久きゆうの時を経て進化と適応を繰くり返し、一族発はつ祥しようの地に寄り添そってきた。

「ここの環かん境きようは確かに厳しいが、決して厳げん酷こくなだけではなかった。竜や魔女の力を少し借りながら、自然を大切にして生きてきたというのに」

　自然との調和が保てなくなったのは約半世紀前、アルカナ・グランデ帝国が産業革命を興おこし人間が過か剰じような科学力と軍事力を手にしたときだった。

　突とつ如じよ始まった魔ま物もの狩がりは瞬またたく間に帝国全土へ広がり、数えきれないほどの魔物が狩られ、魔物たちを守る竜は個体数を三十以下まで落とし、魔女に至っては生存数が一となった。

　最後の魔女ジゼルの死、彼女の命を礎いしずえに創立された結社ドラゴンギルド、現存するすべての竜がジゼルの息子むすこのもとに集結する。

　ドラゴンギルドの誕生によって激化した魔物狩りと、その標的となったデュシス・エンド。

　かつて大空を自由に飛び、すべての魔物の守護者であった竜は、帝てい都とに巣を作り軍服を纏まとうようになる。魔物たちの助けを乞こう声は帝都へ届かない。

　やがて竜の守護は望むに値あたいしない幻げん影えいとなり果てた。

　年老いた魔鳥や大蛇たちは嘆なげき、若い魔狼やグリフィンらは激しく憤いきどおる。

「竜の一族が……誇ほこり高き魔物の統とう率そつ者が……帝国軍の軍士などに落ちぶれるとは」

「魔女さえ生きていてくれたら──」

「ドラゴンギルドは人間に阿おもねりデュシス・エンドを見捨てたんだ！」

　帝国軍に蹂じゆう躙りんされたデュシス・エンドからはオアシスが消え木々はことごとく立ち枯がれて、奇き岩がん地帯が残るだけとなった。繰り返される魔物狩りから必死で逃のがれても地じ獄ごくのような渇かわきと飢き餓がに苦しめられた。

　誰だれもが失望し、全種族絶ぜつ滅めつという悪夢に囚とらわれたとき、魔狼の一族にネロが誕生する。

　榛色の毛並みとヘーゼルの瞳を持つ仔狼は生まれ落ちた瞬しゆん間かんから魔狼の最上位アルフアだった。彼にはデュシス・エンドの治者に相応ふさわしい品格と才幹が宿っていた。

　魔狼の一族は生後十年で成体になり七十年ほど若さを保つ。そして、生き物の精神こころを掌しよう握あくする〝魅み了りよう〟の魔力はアルファだけに授さずけられる稀け有うな力だった。ネロは生後六年で単身デュシス・エンドを出て水と食物を調達し、魔物たちに与あたえ、生きる気力を失っていた同胞を鼓こ舞ぶする。

「死ぬな、私は必ず魔物のための新時代を築いてみせる。だから絶対に死んではならない。なんとしても生き抜き、その命を私に預けてほしい」

　生後六年の魔狼の体格は成体と変わらないが人型になれば十二歳の子供だった。デュシス・エンドの魔物たちは榛色の髪かみをなびかせる少年に強きよう烈れつに惹ひきつけられた。

　孵化した日に魔物狩りで家族全員を亡くしたオリビエは、水を飲めなくなった家族を思って喉のどの渇きを限界まで耐たえてしまう。それに気づいたネロが駆けつけて水を飲ませてくれるようになった。魔狼の大きな体たい軀くで日ひ陰かげを作り、幼い鴉たちを強烈な太陽光から守ってくれた。

「ネロさまは救世主だ……魔物の新世界を創生するために魔王さまが遣つかわされた。ネロさまは必ず魔物たちを救うてくださる」

　御爺や御婆はそう言って静かに泣く。ひび割れた赤土に落ちた涙なみだがすぐに消える様子を、オリビエはよく眺ながめていた。

　終わらない魔物狩りによって荒あれ果てたデュシス・エンド。いつも乾いた熱風が吹く灼熱の世界。その中心に立つネロに、オリビエは強い憧あこがれを抱いだいた。

　早朝に単身で外へ出て夕暮れに帰ってきていたネロは、やがて数日のあいだ戻もどらないようになる。行き先も、なにをしているのかも教えてもらえない。数匹ひきの魔狼を伴ともなって出かけるときもあるのに、オリビエがついていくことは許してくれなかった。

　オリビエはネロの帰りを待ち、戻ってきた彼に飛びついた。

「ネロ！　おかえり！」

「ただいまオリビエ。待たせてごめん」

「離はなれろ、アルファは疲つかれておられるのだぞ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。時間の許す限りこの仔このそばにいたいんだ」

　オリビエが七歳になったとき、ネロは十三歳でとうに成体になっていた。魔狼は鴉を背に乗せて駆ける。魔物の中で最も駿しゆん足そくの魔狼は疾風に姿を変えることもできた。

「わぁっ、はやい、はやーい！」

「ふふっ……落ちないようにね」

「ぜったい落ちない！　だってネロの毛がふわふわだから！」

　榛色の美しい獣毛がデュシス・エンドの夕ゆう陽ひを受けて黄金こがね色みたいになる。

　岩山の頂へ駆かけ登るとネロは人の姿になり、有ゆう翼よく人に変容したオリビエを抱き上げた。

　何度も一いつ緒しよに見てきた景色は、いつも同じだった。

「岩ばっかりだね」

「そうだね……」

　見み渡わたす限りの奇岩が炎ほのおの柱のように赤くなり、一様の方向に影かげを伸のばす。オリビエは会ったことがない竜りゆうを捜さがして空を仰あおぐ癖くせがついていた。真っ赤な空を見上げて訊たずねる。

「ねえ、ネロ。竜はどこを飛んでるの？」

「竜は魔女と一緒に絶滅したよ」

「じゃあドラゴンギルドってなに？　魔狼のにいちゃんや大蛇のねえちゃんたちが話してる」

「ドラゴンギルドは巨大な檻おりだ。あそこにいるのは竜じゃない、帝国の家か畜ちくだよ」

「かちく？」

　言葉の意味がわからなくて、視線をネロへ移す。

　魔狼のアルファは美び貌ぼうを歪ゆがませ、オリビエには見えないなにかを睨にらみつけていた。

「中ちゆう枢すうから壊かい滅めつさせなくては意味がない。帝国軍とアルカナ王家は私がやる。誰か、ドラゴンギルドの中枢破壊を託たくせる者は──」

「ネロ？」

　ヘーゼルの瞳に、黒こく翼よくを持つ少年の姿が映る。

「オリビエ。私は、魔ま物ものが隠かくれたり怯おびえたりすることなく思うまま生きられる時代を作るよ。皆みなのために……オリビエのために。有翼人の姿で自由に大空を翔かけられる日が来る」

「ここを出て、いっぱい空を飛んだら、すぐ帰ってきていい？」

「もちろん。オリビエは必ずデュシス・エンドに帰ってきて……私のために」

　怖こわい顔をしていたネロが柔やわらかな微び笑しようを向けてくれる。それが嬉うれしくて、オリビエは「うんっ」とうなずいた。

　ネロは行動範はん囲いを広げ、異国まで行くようになる。頻ひん繁ぱんに帰ってくる魔狼のアルファの周囲はいつも魔物でいっぱいだが、オリビエを一番近くに置いてくれるのは変わらなかった。

　幼いころからネロのそばにいて御爺や御婆の話を聞いてきたオリビエは成長するとともにデュシス・エンドを取り巻く事情を理解していく。魔物の統率者としての竜は絶滅したことも、ドラゴンギルドが邪じや魔まな存在であることも、ネロが言った〝帝てい国こくの家畜〟の意味も。

　年老いた魔物は「魔王さまが来臨された」ばかりを口にしてネロを崇すう拝はいし、魔鳥や淫いん魔まは恋こい慕したい、若い魔狼やグリフィンは「ネロさまのためなら命など惜おしくない！」と目の色を変えて狂きよう信しんする。

　オリビエは違ちがう。崇拝でも狂信でもない。恋こいがどんなものかも知らない。雌めすの鴉からすはとびきり美しいけれど、番つがうことに興味が湧わかなかった。ネロの役に立つには、故郷のためになにができるか、オリビエの頭の中はそれだけでいっぱいだった。幼くして魔狼の一族の長となり、荒れ果てたデュシス・エンドを支えつづけてくれる強いネロに、純じゆん粋すいに憧れていた。

「なんで鴉は……俺はこんな小さくて弱いんだ……」

　外へ出て水や食料を調達し、乾かわきと飢うえに苦しむ同どう胞ほうたちを助けたい。ネロが生後六年で始めたことがオリビエは十四歳になってもできず、歯は痒がゆさばかりが募つのる。

『誰か、ドラゴンギルドの中枢破壊を託せる者は──』

　ネロの言葉が、ずっと心を占しめていた。魔物の時代を築こうとする彼のために多くの同胞が集つどっているが、未いまだ誰もドラゴンギルドに潜せん入にゆうできていない。

　オリビエが十六歳になったころ、断続的に行われている魔物狩りが止やむときがあった。理由はわからないまま魔物たちは歓かん喜きし、魔物狩りが再開されるまでの束つかの間の静せい寂じやくを過ごす。

　オリビエは、何台もの装そう甲こう車が通った赤い大地を歩き、装甲車から落ちた後写鏡バツクミラーの破は片へんを拾った。

　十七歳の秋──。毎日、有翼人の姿に変容し、鏡で己の唇くちびるを確かく認にんしては色がついていないことに溜ため息をつく。紅あかい唇は雄おすの鴉だけにあらわれる特とく徴ちようで、成体となった明確な証あかしだった。

「十八になるのが先かな、唇が紅くなるのが先かな。どっちでもいいから、早く」

　長いあいだ心に決めていることを早くネロに伝えたい。

　秋が過ぎ、冬が来て十八歳になった朝、唇が紅く染まった。オリビエは後写鏡の破片を捨てて魔狼の砦とりでへ走っていく。

「ネロ！」

〝レイヴンブラッド〟と呼ばれる紅い唇を見たネロは笑え顔がおで駆け寄ってくれた。

「オリビエ、素す晴ばらしいよ。成体になったんだね。美しい紅だ……」

「うんっ。ネロ聞いて。俺、ドラゴンギルドに潜もぐり込むよ。それで、中からめちゃくちゃにしてやる！」

　喜んでくれると思ったのに、目の前の美しい顔がみるみる怖くなっていく。

「ばかなことを言うなっ」

「え……。なんで……？」

「あの檻にきみを遣やるはずがないだろうっ。私のそばにいなさい」

「そばにいられるのはネロが帰ってきたときだけじゃないか。俺はなんの役にも立ってない」

「役に立つなど、そんなことはどうでもいい。オリビエがそばにいなかったら、私は……どうなる……」

「ネロ？」

「きみの唇が紅く染まるときをずっと待っていた。待ち焦こがれたよ。ようやく成体になったのに、オリビエは私のそばを離れるというのか？」

　なぜネロが泣きそうな表情になったのか、言葉の意味も、オリビエにはわからなかった。成体になるときをずっと待っていながら、なぜデュシス・エンドのために働くことを許してくれないのだろう。

　世界に二匹といない魔ま狼ろうの最上位アルフア。ネロに認められたい、強い彼の力になりたい。その一心で手を握にぎりしめる。

「俺だって成体になるまですごく我慢した！　俺はネロの役に立ちたいんだ！」

「少し、時間を取ろう。きみは気持ちを落ち着かせる必要がある」

「なんだよそれ、──待ってよネロっ」

　どれほど訴うつたえても首を横に振ふられるばかりだった。ただのわがままと思われたのだろうか、ネロは避さけるように異国へ行ってしまう。

　帰りをひたすら待ち、ドラゴンギルド潜入を志願しては撥はねつけられて、冬が終わり春になった。諦あきらめるつもりなど少しもないオリビエはデュシス・エンドに戻もどってきたネロを捕つかまえ、大量の植物や食料を広げた。

「これは……？　こんな纏まとまった量をどうやって入手した？」

「俺が冬のあいだに集めたんだ。デュシス・エンドからは出てないよ。これを同胞たちに配る。俺だって働けるよ、ネロと故郷のために」

　口で言ってばかりでは伝わらないと考えたオリビエは、行動で示した。デュシス・エンドから出ていないことも重要で、勝手な行動はしないことを知ってほしかった。

「ネロだって、偵てい察さつが得意な鴉の一族の誰だれかをドラゴンギルドに潜入させたいと思ってるだろ？　俺、絶対に上手うまくやってみせる！」

「翼はどうするつもりだ？　帝てい都とで有翼人の姿になれば一いつ瞬しゆんで狩かられるんだぞ」

　指し摘てきされるとわかっていたが、初めて向けられた荒あらい語気に押し黙だまってしまう。それが諦めたように見えたのか、ネロはいつもの柔らかな笑顔を見せた。

「オリビエは私の帰りを待っているだけでいい。それがなにより私の力になるのだから」

　翼のことに言げん及きゆうされたときの返事はとっくに決めていた。

　ヘーゼル色の瞳ひとみをまっすぐ見み据すえ、紅い唇を迷いなく動かす。

「翼はここに置いていく。ネロが持っていて」

　驚きよう愕がくのあまり身体からだを震ふるわせたネロは、オリビエの決意と覚かく悟ごがどれほど強固か感じたはずだ。一歩、踏ふみ出して言いきる。

「俺に『ドラゴンギルドの中枢破壊』をやらせてほしい」

「どうしてそれを知っているんだ……？」

「俺が小さいとき、一度だけネロが言ってた。夕ゆう陽ひで真っ赤になった奇き岩がんたちを見ながら。憶おぼえてない？　俺は一瞬だって忘れたことなかったよ」

　ネロは目をかたく閉じて思案する。黙だまって待つ時間は静かで、長く感じられた。

　やがてまぶたを開き、オリビエを見つめてくる魔狼の瞳には、ひとつの決断が宿っていた。

「……わかった。ドラゴンギルドへの潜入と破壊をオリビエに託たくす。きみだから託せる」

　そこから何度も話し合いを重ねた。魔ま物もの狩がりに遭あったと見せかけること、生おい立ちや過去を穿せん鑿さくされないよう、また、目的を察知されないよう軽度の記き憶おく喪そう失しつを装うこと。伝書役の鴉を帝都に逗とう留りゆうさせ、常に連れん絡らくを取り合うこと──。

「焦あせったり急いだりしてはいけないよ。疑われたら実行できなくなる。信用を得たぶんだけオリビエが動きやすくなるからね。なにをどうするかは檻ギルドの内情を熟知してから決めよう」

「うん。信用されてから思いきり裏切ってやる。そのほうがダメージ大きいよね」

「帝国の家か畜ちくになった奴やつらの中には愚かで御ぎよしやすい竜りゆうもいるだろう。中枢破壊の方法はいくらでもある」

　魔物たちの新時代を築くための語らいは尽つきることがなかった。

　竜を見つけるために、ネロは魔狼になってオリビエを背に乗せ、デュシス・エンドと魔女の森の中間地点へ駆かける。オリビエは生まれて初めて故郷を出た。竜が通るのを一日中待ち、諦めて帰ることを繰くり返した。

　竜は碌ろくに飛べないくらい弱くなったのではないだろうか。そう思いはじめた八日目の昼中──オリビエは、雲ひとつない蒼そう天てんに緑色の光を見た。ネロが低い声を出す。

「来た。シルフィードだ」

「シルフィードって……、風の竜……？」

　それはまるで彗すい星せいのように光の尾おを引いて、恐おそろしいほどの速さで近づいてくる。ネロはオリビエを抱だきしめたまま放そうとしない。

「ネロ、早く。竜が飛んで行っちまう。また八日も待たないとだめになる」

　急せかしてやっと動きだすことを不思議に思った。

「いつも想おもっているよ、私のオリビエ。きみの羽根を入れた手紙を送る、それがギルド潜せん入にゆう終しゆう了りようという大切な合図だ。必ず私自身がオリビエを迎むかえに行く。そのあとは二度と放さない」

「手紙……約束？」

「そう。私とオリビエだけの約束だよ」

　美しい魔狼の、切なさを湛たたえた顔が近づいてくる。ネロの唇は紅い唇に接近して止まり、オリビエの額に触ふれた。

「俺、がんばる。ネロの力になってみせるから」

「わかってる……わかってるよ。オリビエも、私が行くのを待っていて。そう遠くない、魔物たちの新時代を開くその日に迎えに行く」

　別べつ離りの寂さみしさは一瞬だった。このときオリビエはネロの役に立てるという希望と喜びの只ただ中なかにいた。

「オリビエ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ネロ」

　だから次の瞬しゆん間かん、めりめりと腱けんの裂さける音が身体じゅうに響ひびいて背に激痛が走っても、つらくはなかった。

「うぅっ……!!」

　ネロが躊ちゆう躇ちよしないよう絶ぜつ叫きようを嚙かみ殺す。

　キァ───……黒こく翼よくがあげた痛切な悲鳴はオリビエにしか聞こえていない。

　離はなれたくないと嘆なげきながら、鴉からすの翼が背から離れていく。

　すでにネロの姿はない。オリビエはその場に倒たおれ込んだ。

　ドォン───！　と爆ばく発はつ音がひとつ鳴り、黒こく煙えんが立つ。

　それは確実に竜に気づかせるため、魔物狩りを装うための爆ばく裂れつ弾だん。そしてネロとオリビエが上げた、帝てい国こく軍とドラゴンギルドへの報復の烽火のろしでもあった。

　ネロの策略に陥おちいったことにも気づけない愚おろかな竜が降下してくる。ドスン、と地じ響ひびきがした。

「おい、しっかりしろ！」

「はあっ、はあっ……ううっ、熱いぃ……！」

「鴉からすの一族だな!?　俺に涙なみだを乞こえ！」

　耐たえられないほど熱い。烈れつ火かに焼かれる錯さつ覚かくに陥る。なぜ涙を乞えと言ってくるのか、意味がわからなかった。

　初めて見る竜は巨きよ大だいで美しくて、ひどく恐ろしかった。熱いのに身体が震え、呼吸がままならなくなり朦もう朧ろうとしてくる。

　長い鉤かぎ爪づめの生えた前まえ脚あしに包まれた。ぬるつくそれが己おのれの血液だと気づく。

「翼……！　翼はどこだっ！」

　竜は怒いかりの声をあげながらあたりを見み渡わたした。近くに放置されていないと判断したのか、「くそっ！」と叫さけんで飛ひ翔しようする。凄すさまじい速さで飛んでいるのがわかった。大きな前脚に包まれていても、指の間から強い風を感じる。

「死ぬなっ、軍人などに命を遣やるな！」

　たかが鴉一いつ匹ぴきに、なぜ竜は躍やつ起きになっているのだろう。

　嗅かぎ慣れない匂においがして、大おお粒つぶの水すい滴てきに頰ほおを打たれる。それが驟しゆう雨うということに気づいたころ竜が着陸した。耳が聞こえにくい。誰かがオリビエに触れてくるのに遠くから声がする。

　──血!?　この仔こどうしたの!?

　──魔物狩りだっ、こいつしかいなかった！　翼を捥もがれている！

　──なんて酷ひどいことをっ……ガーディアン、涙を落としてあげて！　この仔の翼は!?

　──あたりを捜さがしたが見つからなかった！

　──そんな……今ならなんとか手術できそうなのに。

　竜の前脚に包まれたままうつ伏ぶせにされる。背にぱたぱたと落ちてきたものは、雨あま粒つぶではなかった。見えないけれど不思議と感じられる。美しくて清らかなものだった。激痛と熱が引き、震えが止まる。

「え……？　──痛く、ない。なんで、っ」

「背中の傷は塞ふさがったよ。けど、興奮も錯さく乱らんもしてるから、少し眠ねむろうね」

　やけに甘い声がはっきりと耳に届く。

　ずぶ濡ぬれの髪かみや身体が気持ち悪い。まぶたを開いたオリビエが最初に見たのは、眼鏡の奥の、左右で色の異なる瞳だった。瞳の持ち主が人間でないことは匂いでわかる。一見では雄おすか雌めすか判別できないほど綺き麗れいなその魔物がオリビエの腕うでに注射針を刺さしてくる。

「なに、するっ──」

「大丈夫、ここはドラゴンギルド。きみが怖こわいと思うものはなにも入ってこないよ」

　甘ったるい声に誘さそわれるように、オリビエは眠りの淵ふちに落ちていった。







「………」

　目を覚ましたそこは白い天てん井じようと壁かべでできた部屋だった。

　オリビエが横おう臥がしている寝しん台だいも白く、ツンと鼻び腔こうをつく薬品の匂いがする。どれだけ眠ったのか、なぜ知らない場所で眠っているのかもわからず、焦って上体を起こした。

　乾かわいた黒くろ髪かみがさらさらと揺ゆれる。身につけている白色の単衣は背の部分が開き、うなじにリボン結びがあった。

　すぐそばの丸椅い子すに座っているのは、オリビエの腕に注射針を刺した魔物だった。アプリコットオレンジの髪を揺らし、にっこりと微笑ほほえむ。

「気分はどう？　どこか痛いところはない？　背中とか、頭とか。眩暈めまいはしてないかな」

「な、い……」

「よかった。ここはドラゴンギルドの医務室だよ。僕はジュスト。魔物専門の医師兼けんバトラーをしてる。きみは鴉の一族だね、名前を言える？」

「う、……っ」

「怖い思いしたよね、混乱するよね。でも大丈夫だよ、もう誰だれも襲おそってこないから安心して」

　なぜ自分がドラゴンギルドなどにいるのか、一いつ瞬しゆんわからなくなって混乱する。記き憶おくが飛んだのは痛みが想像以上に激しかったせいだろうか。

　でも、大事な理由と目的はすぐ思い出すことができた。軽度の記憶喪失を装い、翼を失なくしたことで同情を誘い、ドラゴンギルドに潜せん入にゆうする──ネロと何度も確かく認にんした段取りを思い起こしながら唇くちびるを動かした。

「──オリビエ、です」

　ジュストはサイドテーブルに置いている乳にゆう鉢ばちと乳棒を手に取ったりポットの湯を注いだりしながら「綺麗な名前だね」とまた微笑み、大きめのティーカップを手て渡わたしてくる。

「オリビエ、これ、気分を落ち着かせるお薬とたっぷりの蜂はち蜜みつが入ってるよ。ゆっくりでいいから全部飲んでね」

　なにも口にしたくなかったが疑われたくないので言われた通り飲む。液体はわずかなとろみがあって毒々しいほど甘い。ジュストは立ち上がって壁に設置された伝声管へ向かった。

「ボス？　鴉ちゃん、目を覚ましたよ」

　誰かに短い報告をしたジュストはふたたび丸椅子に座り、眉まゆをひそめてオリビエの背にそっと触れてくる。

「翼……残念だったね……。ガーディアンが──オリビエをここに連れてきた風竜シルフイードの名前ね、あの仔が言ってた、近くを捜したけど落ちてなかったって。もっとよく捜せば見つけられたかもしれないけど、オリビエの救命を優先したって」

　捜しても絶対に見つからない。オリビエの半身である鴉の黒翼はネロとともにある。

「ガーディアンの判断は正しかったよ。出血量が多すぎて、あと少し遅おくれてたら危険だった」

「ありがとうございます。でも、どうやって大おお怪け我がを治してくれたんですか？」

「ガーディアンが治したの。彼の〝涙〟でね」

「あ……」

　竜の血は猛もう毒どく、涙は薬、精液は永遠の若さの源──アルカナ・グランデ帝国に生きる者が必ず耳にする伝承を思い出す。後者ひとつは噂うわさに過ぎないが、前者ふたつは魔物なら誰でも知っている事実だった。

　竜はみずから落らく涙るいすることが許されず、人間に頼たのまれても涙は出ず、魔物に乞われて初めて涙を流すとネロに教わった。あの緑色の竜が──ガーディアンが『俺に涙を乞え！』と言った意味を理解する。

　医務室の白い引き戸がガラガラッと勢いよく開いて、一人の若い男がつかつか歩いてくる。

　仕立ての良いテール・コートとウェスト・コートを着用しアスコットタイを結んだ男は、ジュストの「オリビエだよ」という声にうなずき、片眼鏡をカチャリと鳴らした。

「俺の名はリーゼ。ドラゴンギルドの筆頭バトラーだ」

　こいつが、檻ギルドの主──驚きよう愕がくしたオリビエは見開いた目を向けてしまう。

　最強位にして最後の魔女・ジゼルの息子むすこ。十八歳でドラゴンギルドの責任者となり、約三十年のあいだ檻の番人をしている──ネロに教わった情報からオリビエが想像していた中年の男とはまるで違ちがっていた。二十一、二歳に見えるこの若者が本当に筆頭バトラーだとしたら、なぜ歳としを取っていないのだろう。

　腕を組んだリーゼは淀よどみない早口で言った。

「魔ま物もの狩がりに遭あったそうだな。ガーディアンがおまえを発見したとき帝国軍はすでに撤てつ収しゆうしていたそうだ。当然おまえは見ただろう。小隊か中隊か、それとも大隊だったか？　装そう甲こう車の数は？　陣じん形けいの種類は？　指揮官の顔は確認できたか？」

「そ、そんなの……わからない……」

　ぴんと吊つり上がった菫すみれ色いろの瞳ひとみに射い貫ぬかれたようになる。ここまで事細かに訊たずねてくる者がいるとはネロもオリビエも想定していなかった。

「もうっ、怖くて悲しい思いした仔に一度にいっぱい訊ききすぎだよ。ボスの悪いクセ」

　ジュストの言葉に助けられる。すぐにでも記き憶おく喪そう失しつを装ったほうがいい。オリビエは眉み間けんに皴を刻み、片手を頭に添そえた。

「ところどころ……思い出せない、です」

「すごく怖い思いをして、翼つばさも失くしたんだ、記憶障害が出てもおかしくないよ。無理に思い出さないほうがいい。あと半日くらいよく眠って、精神的にも回復したら帰れるよ。ねえ、ボス、竜に送らせてもいいでしょう？」

「ああ。かまわん」

「あのっ……」

　このまま帰されたら、決意を以もつて翼を断たった意味がなくなってしまう。オリビエは焦あせって言った。

「か……帰る場所が……、ありません。──ここで、働かせてください」

「ほう」

「家族みんなが……魔物狩りで、……こ、殺された、ことは、憶おぼえてます。棲すみ処かが、ないことも」

　シーツを力いっぱい握にぎりしめる。十八年間ほとんど口にしなかった事実を言葉にすると、悲しみと怒いかりが込み上げてきた。鴉からすの一族とともに眠る大樹はあっても、両親と兄弟姉妹を喪うしなったオリビエに定まった棲み処はなかった。

　真っ白な医務室に沈ちん黙もくがおりてくる。

　やがてリーゼが「ふむ」とつぶやいた。顎あごに手をあてがわれ、上を向かされる。

「白い肌はだに……、艶つやのある見事な黒髪だな。東洋じゃあ〝烏からすの濡れ羽色〟って言うんだぜ。それと、この紅あかい唇」

「僕も綺麗だなって思ってた。鴉の一族の雄だけにあらわれる〝レイヴンブラッド〟だね」

「そうだ。久しぶりに見る。紅玉ピジヨンブラツドを凌しのぐ美しさからそう呼ばれるようになったとか。魔女が好む色だ」

「ジゼルお祖母ばあちゃまは魔術で髪を真っ赤にしていたんでしょう？」

　ジュストの声にリーゼはうなずき、ニッと笑う。

「いいだろう。明日から働け。うちの従業員はみんな、おまえみたいな魔ま性しようがかった別べつ嬪ぴんが大好きなんだ」

「──は、はいっ。ありがとうございます！」

　思いかげず潜入成功の瞬しゆん間かんはあっさり訪おとずれた。あまりにも上手うまくいきすぎて、歓かん喜きと興奮で声が震ふるえてしまう。でもそれも憐情を誘さそえたようだった。オリビエのことを微み塵じんも疑わないジュストが眉を吊り上げる。

「だめ、無理させられないよ。一日はゆっくり休まないと」

「医者が言うならしかたない。宿舎と制服一式貸たい与よはジュストが面めん倒どう見てやれ。仕事は明後日あさつてからレスターに教えさせる」

「イエス・サー。ふふ……ボスありがと。そうと決まればみんな早く寝ねよう。夜の一時三十分をまわってる」

「えっ……」

　壁かべ掛かけ時計を見て驚おどろく。カーテンの外が暗いのはわかるが、宵よいの口だと思っていた。時間経過の感覚がおかしくなっている。

「ごめんね、今夜はこのまま医務室で寝てね。明日バトラーの宿舎に移ろう。レストルームはあの扉とびらを開けたらすぐだよ。おやすみ」

　ジュストはオリビエに横たわるよう促うながして明かりを消し、先に扉へ向かったリーゼを追いかけて医務室を出て行った。

「………」

　真っ暗な部屋で、親密そうな二人の会話が完全に聞こえなくなるときを待つ。

　カチ、カチ、と秒針の音だけが響ひびくようになってからオリビエは寝しん台だいを出た。

　冷たい床ゆかを踏ふんだ途と端たん、転てん倒とうしかけてシーツに手をつく。

　身体からだがぐらついたのは翼がないせいだろう。でもまったく悲しくない。カーテンと窓を開け、ここが二階だと知る。広い庭があり、岩がん壁ぺきに豪ごう奢しやな部屋が埋うまっているのが見えた。明かりが漏もれている窓はない。

　──ドラゴンギルドは人間は当然のこと、魔物でも安易に侵しん入にゆうできない造りになっているはずだ。同どう胞ほうを呼ぶ前に、周囲を充じゆう分ぶんに確認するんだよ──。

　気が物もの凄すごく急せいているけれど、ネロの指示をしっかり守って行動した。

　真夜中の庭には昆こん虫ちゆう、野の良ら猫ねこ、雀すずめに加えて、駒こま鳥どりや鼠ねずみに擬ぎ態たいした魔物が眠ねむったり餌えさを探したりしている。小さくて非力な魔物は出入りを許されているようだった。

　ネロみたいな冷静さと慎しん重ちようさを持っていたいオリビエは、かなりの時間をかけてあたりを凝ぎよう視ししてから、夜空を旋せん回かいする二羽のカラスに手を振ふった。カラスに擬態した同胞は待ちかねたとばかりに急降下してくる。

「ロージっ、セス！」

「オリビエ、やったな！　無事で本当によかった！」

「血まみれでぐったりしてるおまえを見たとき肝きもが冷えたぜ」

「心配かけてごめん！　でももう大だい丈じよう夫ぶだ。さっそくネロに報告書を届けてほしい」

　同胞と合流できたことで心細さが吹ふき飛んだ。ロージとセスを肩かたに乗せたオリビエは机の抽斗ひきだしを片かた端はしから開けていく。ペンとノートを見つけ、ノートを一枚ちぎった。

「書き出しはずっと前から決めてたんだ。〝親愛なるネロへ〟──どう？　いいだろ？」

「ククッ」

「親愛なる！　最高だな」

「笑うなよ、大事なことなんだからさ」

　オリビエもロージもセスも高こう揚ようが抑おさえられない。伝えたいことが多すぎて、文章を纏まとめるのに苦労した。





親愛なるネロへ

ドラゴンギルドに潜せん入にゆうできたよ！　簡単すぎて、記憶喪失のふりしても、誰だれも疑わなくて、ちょっとびっくりしてる。でも成功して当然だね、だって全部ネロの言う通りにしたんだから！

背中の怪け我がもすっかり治ったから心配しないで。俺、忘れてたけど、竜りゆうの涙なみだは万ばん能のう薬やくだった。それを使って治ったんだ。あと、筆頭バトラーは二十歳はたちくらいに見える。なんでだろう？　これから理由を探さぐっていくね。またすぐ報告書を届けるよ。待ってて！






「よしっ、できた！」

「ははは！　長えなぁ」

「こりゃ報告書じゃなくてお手紙だな」

　双ふた仔ごの鴉にからかわれて、むっとする。重要な情報をどれだけ端たん的てきに書くか、それも勉強していかなければならない。セスの脚あしに付いている通つう信しん筒とうに紙し片へんを入れながら訊いた。

「これ、いつネロに届く？　明日か？」

「いや。ネロさまはオリビエが無事だったことを確かく認にんしてすぐ異国へ出発した」

「みんなで中なか継つぎして届けるんだ。三、四日はかかる。でも、ネロさまもオリビエのことが心配でしかたないと何回も言ってたし、できるだけ早く届けるぜ」

「そうか……。ありがとうな。無理して飛ぶなよ、魔ま物もの狩がりに気をつけて。みんなにも伝えてくれ」

「おう！　オリビエも絶対に密みつ偵ていだってばれんなよ！」

「ばれたらすぐ逃にげろ、おれたちがなんとかするからな！」

　ロージとセスが夜の闇やみに溶とけ込んでいくのを見送り、窓とカーテンを閉めて寝台へ入った。

　興奮が極限まで達していて眠れない。明日からの行動を思い描えがこうか、それとも手始めに医務室付近だけ探たん索さくしようか──。

「……？」

　激しく高揚しているのに、なぜかまぶたが開けていられないほど重くなる。急に強い眠ねむ気けがやってきたことを不思議に思いながらオリビエは目を閉じた。







　光の矢が頰ほおやまぶたを刺し激げきしてくる。

　目を覚ましたオリビエは真っ白な空間に驚いて跳はね起き、ここが潜入先の医務室だということを思い出した。

　壁掛け時計が午後二時四十分をさしていることにまた驚く。いつ魔物狩りに遭あうかわからないデュシス・エンドの魔物が、ましてや鴉が半日以上も眠り込むなんて起こり得ず、医務室へ入ってきたジュストに慌あわてて言い訳をしてしまった。

「すみませんっ……、俺、いつもはこんな寝ないのに、なんで」

「あはは、蜂はち蜜みつ入りのお薬がよく効いたんだよ。気分も落ち着いてるし頭もすっきりしてるでしょう？　オリビエおなかすいてない？」

「あ……。はい、少し……」

「食堂でポリッジとフルーツもらってくるね、ちょっと待ってて」

　確かに眠る直前の強い興奮は治まり、翼つばさを断たったときの激痛や錯さく乱らんもあまり記き憶おくに残っていない。顔を洗って手洗いを済ませ、ジュストに用意してもらった軽食をとったあと、患かん者じや用の単衣を脱ぬいでシャツとスラックスに着き替がえる。

　これまで背が大きく開いた衣服しか着てこなかったから、シャツを身につけるという行こう為いには違い和わ感かんがあった。もう翼はないのだと、あらためて知らされたような心持ちになる。

「これ、明日から着る制服ね。テール・コートとウェスト・コート、リボンタイ、手て袋ぶくろ。携けい持じ必ひつ須すの懐かい中ちゆう時計。あとは手帳、ペン、ハンカチ。下着と靴くつ下したとタオルも何枚か入れておいたよ、この籠かごもオリビエのものだから使ってね」

「ありがとうございます」

　靴下と革かわ靴ぐつを履はいて大きな籠を抱かかえ、ジュストのあとについて医務室を出る。

　建物の内部を満たす嫌いやな臭においは竜のものだ。オリビエは噎むせそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。

「階段をおりたらエントランスホールがあって、右側にラウンジとその奥に食堂、左側のつきあたりに脱だつ衣い室があるよ」

「脱衣室って……なんですか？」

「竜とバトラーの仕事部屋のことをそう呼んでるんだ。今は食堂と脱衣室の場所がわかってたら大丈夫。ここから先がバトラーの宿舎だよ」

　通された部屋には縦長の出窓がひとつと、寝台、天てん井じように触ふれるほど高い本ほん棚だな、机と椅い子すがあった。オリビエがクローゼットに制服を吊つるすあいだ、ジュストは机や棚たなに薄うすく積もったほこりを払はらってくれる。

　この部屋の出窓からも中庭が見おろせた。窓ガラスに細かな水すい滴てきがついている。目覚めたときは晴れていたが今は雲が広がりつつあった。

「朝の七時から脱衣室で打ち合わせが始まるよ。それまでに制服に着替えて、食堂で朝食を済ませてね。五分前に脱衣室へ入れば充分だから」

「はい。……ジュストさん、今から少し中庭を歩いてもいいですか？」

「うん、いいよ。ボスには僕から伝えておくね。竜に会っても驚おどろかないで。あの仔こたち警けい戒かい心しんが強いから、オリビエのほうから挨あい拶さつして、明日からバトラーとして働くことも伝えてね。竜はギルド内では人型をしてるけど、背が高いし角もあるから簡単に見分けがつくよ」

「わかりました」

　一いつ緒しよに部屋を出て飴あめ色いろの大階段をおり、エントランスホールでジュストと別れ、オリビエは中庭へ向かった。

　手入れの行き届いた広い中庭には甘い香かおりが漂ただよう。黄色や桃もも色いろ、白や紫むらさきの花々が咲さきこぼれ、見上げれば樹木が黄緑色の若葉を伸のばしていた。

　でも、美しい風景を愛めでる気にならない。木や草花の名がなんなのか、ひび割れた赤土の上で育ったオリビエにはわからなかった。水滴を纏って咲く花々のわずか一部でもデュシス・エンドにあったなら、御お婆ばばや御お爺じじや幼生体は喉のどを潤うるおすことができるのに──そのような思いばかり浮うかんでくる。

　幼生体のころのオリビエは本当に小さくて、年老いた魔ま狼ろうやグリフィンが山みたいに見えた。彼らの乾かん燥そうした獣じゆう毛もうには古い土がこびりついている。石ほどに硬かたくなったそれらを取り除くのは、幼い魔鳥たちの大事な役目だった。

『オリビエは上手に取ってくれるねえ』『ありがとう、おかげで身体からだが軽くなったよ』──御爺や御婆が必ず褒ほめてくれたことを思い出して微笑ほほえんだオリビエは、そのあとすぐに一いつ瞬しゆんだけ身を強こわ張ばらせた。

　──魔鳥に……鴉からすに戻もどれなくなってる。

　翼を捥もいだせいだろうか。魔鳥と有ゆう翼よく人と、ふたつの形態に変容できて当然のはずが、身体が術すべを忘ぼう却きやくしてしまっていた。しかしたとえ変容できたとしても、両りよう翼よくがない鴉は目も当てられぬほど痛ましくて哀あわれだろう。

　魔鳥の姿を失なくしたことは、怖こわくはないがひどく残念だった。魔狼の御婆やグリフィンの御爺に付着した硬い土を砕くだくのも、獣毛を梳すくのも、鴉の嘴くちばしがちょうどよかったから。

　故郷に残した老ろう齢れいの同どう胞ほうを思うオリビエのもとに、霧きり雨さめが音もなく落ちてくる。

　嗅かぎ慣れない草くさ熱いきれと、噎せ返るような花か香こう。

　オリビエは空を見上げ、紅あかい唇くちびるを嚙かんだ。

　──こんなにも簡単に雨が降るのか。

　昨日、緑色の竜によってドラゴンギルドへ運ばれたときも大おお粒つぶの雨が降っていた。デュシス・エンドは一年に三度降れば多いほうで、皆みなで歌ったり踊おどったりしながら雨が止やむまで浴びつづける。

　でもここでは雨が降っても誰だれ一人ひとりとして騒さわがない。

　広い中庭にオリビエしかいなくて、あまりにも静かで耳鳴りがする。

　朧おぼろげな空も、奇き妙みようなものに見えた。デュシス・エンドの天空にある色は強きよう烈れつなまでの紺こん碧ぺきと朝夕の炎ほのお色いろ、金銀の星を纏まとう濃こい夜色、そして魔物狩りのときに立つ猛もう煙えんの純黒だけで、オリビエは曖あい昧まいな色の空をほとんど見たことがない。

　まるで異世界に独りだけ取り残されたようだった。

　潜せん入にゆうできたばかりなのに、デュシス・エンドが恋こいしくなる。

　──がんばるって決めただろ。

　己おのれに言い聞かせて鼓こ舞ぶする。帰巣本能を押し殺した。そして、ネロが望む『ドラゴンギルドの中ちゆう枢すう破は壊かい』をいずれ必ずオリビエの手で──。

　灰かい白はく色しよくの空を仰あおいで細かな雨あま粒つぶを頰に受けていると、一いち陣じんの風が吹ふいた。色とりどりの花びらが舞まい上がる。

「……っ？」

　オリビエしかいなかったのに、いつの間にあらわれたのだろう。

　離はなれたところにベンチがあり、誰かが脚を組んで座っていた。人間の姿をしているが、バトラーの制服ではない。心臓がどくんと跳ねる。

　竜りゆうだ──。

　手招きをされたが、ためらっていたらまた風が吹いた。意思を持っているかのようなその風に背を押され、歩かされる形で近づいていく。

「気分はどうだ？」

　余よ裕ゆうの含ふくまれた低い声だった。初対面なのにそのようなことを訊たずねる竜は、おそらく一いつ匹ぴきしかいない。

「もしかして……、──ガーディアン？」

「そうだ」

　銀灰色の軍服を着た竜は、目を瞠みはるほどの美び丈じよう夫ふだった。癖くせのある金髪ブロンドと、立派な角。座っていても身長が十五テナー（約二百センチ）近いのがわかる。

　長いまつげに覆おおわれた金色の目の中心には縦長の瞳どう孔こうがあった。同じ形状の瞳ひとみを持つ魔物はデュシス・エンドにも多くいて見慣れているのに、ぞくりとする。ガーディアンの瞳に宿っているものがなんなのか、わからない。

　竜は警戒心が強いと聞いたが、警戒したのはガーディアンではなくオリビエのほうだった。しかしジュストの指示通り、自分から挨拶をする。

「助けてくれてありがとう。俺は、オリビエっていう」

「怪け我がは完治しただろう？　大量に落らく涙るいしたからな。軽度の記き憶おく障害を発はつ症しようしているとジュストから聞いたが」

「うん。ところどころ思い出せないけど大だい丈じよう夫ぶ。俺、明日からここで働くんだ」

「ほう……、みずから檻おりの中に入ってくるとは」

　ガーディアンは驚いていたが、オリビエはもっと驚いた。竜がドラゴンギルドのことを〝檻〟と言うとは思いもよらなかった。

　昨日、躍やつ起きになったり怒ど鳴なったりしていた巨きよ大だいな竜からは想像できないほど、ガーディアンは落ち着き払っていて、組んでいる脚あしをゆっくりほどく。

　檻とはどういうことだろう。それを訊ねたかったのに、竜はさらに妙みようなことを言った。

「ギルドに棲すむということは、俺のものになるということだな？」

「意味わからねえ。帰る場所がないからだ」

　大きな手が伸びてきて腕うでを取られ、引き寄せられる。全力で抗あらがってもまったく敵かなわない。

「いきなりなにしやがる、放せ！」　>>>♥

「この美び貌ぼうからは想像できない口の悪さだ。嫌きらいじゃない」

　オリビエは本気で苛いら立だっているのにガーディアンは楽しんでいた。余裕の笑えみをこぼし、オリビエを簡単に自分の脚に座らせる。腰こしに腕がまわってきて、唇をなぞられた。

「なんっ、だよ」

「〝レイヴンブラッド〟か。美しい色をしていたんだな。ここに連れてきたときは唇に色がなかった」

　もしかしたら心配してくれているのかもしれない──一瞬でもそう思ったオリビエが愚おろかだった。

「雄おすの鴉だけにあらわれる婚こん姻いん色……いやらしいな」

「は……？」

「紅い唇をさらして、いつでも媾こう合ごうできます、したいですと誘さそってるようなものだろう？」

「誘ってる？　なんだよコウゴウって。意味のわからないことばっか──」

「媾合とは魔ま物ものや動物が交こう尾びすることだ。交尾なんて俗ぞくっぽい言いかた、俺はしないがな」

　腰にまわっている腕が下がり、なぜか尻しりに触ふれてくる。急に纏わりついてきた妖あやしい空気から逃のがれられない。耳元でささやかれた。

「俺が好きなのは甘美な性愛行こう為いだ。わかるか？　俺の生せい殖しよく器をおまえの尻の孔あなに入れて、何度も突ついてこすり上げ、泣いて善よがるおまえに射精する」

「なっ……!?」

「オリビエもしたいだろう？　紅い唇がそう誘ってきている」

　顔が一気に熱くなる。ガーディアンが歌うように口にした言葉があまりにも卑ひ猥わいで脳が上手うまく処理できない。ぞっとするほど整った顔が間近に迫せまる。

「美味うまそうな唇だ。食はんで、舐なめて、思いきり吸いたくなる」

　肌はだが粟あわ立だって、ガーディアンは即そく座ざに言葉通り動くと魔物の直感がした。大きな手が伸のびてくる。顎あごをつかまれたら終わりだ。オリビエは座らされている竜の脚からずり落ちてしゃがみ、ガーディアンの長ちよう軀くをすり抜ぬける。

　そうして脇わき目めも振ふらず走りだした。

「なんだよあいつ！　なんなんだよっ……！」

　ガーディアンの「フフッ」という笑い声が完全に聞こえなくなっても足を止めない。エントランスホールを抜け飴あめ色いろの大階段を駆かけ上がって自室に飛び込むと内うち鍵かぎをかけた。

　急いで出窓のカーテンを閉め、その場にずるずるとへたり込む。

「最低だ。──ネロ……」

　やはりネロの言う通り竜は帝てい国こくの家か畜ちくに成り下がった。

　会って数分のうちに交尾の話をするなど低てい俗ぞくで無礼にも程ほどがある。助けられた礼は伝えた、もういいだろう。そもそもこれはネロが綿密に立てた計画であり、ガーディアンに助けてもらったという認にん識しきもなければ恩義も感じていない。

「………」

　荒あれた呼吸が整って顔の熱が冷めると、卑猥な言葉の数々よりも〝檻〟のほうが印象に残った。

『ほう……、みずから檻の中に入ってくるとは』──ガーディアンが言った〝檻〟はドラゴンギルドのことで間ま違ちがいない。なぜあの竜は檻と言ったのだろうか。そこにドラゴンギルドの中枢破壊の糸口があるかもしれないと思うと、どうしようもなく気になった。

『帝国の家畜になった奴やつらの中には愚かで御ぎよしやすい竜もいるだろう。中枢破壊の方法はいくらでもある』──ネロはなんでも見通している。ガーディアンが愚かかはまだわからないが、利用できるか探さぐる価値はあるように思われた。

　オリビエは椅い子すに座って机に向かうと、結社の紋もん章しようが箔はく押おしされた手帳を開いて紙を一枚ちぎり、ペンを持った。





親愛なるネロへ

明日から働くよ。情報をどんどん集めて報告していくね。

それと、さっそく使えそうな竜が見つかったんだ。すごいだろ？

理由はまだわからないけど、ギルドを「檻」って言ってた。

ギルドに守られてるくせに不満でもあるのかな？　もし本当にそうだったら、こいつにギルドを破は壊かいさせるのもいいかもしれない。

検討してみて。俺はうまく操あやつれるかどうか、隙すきを探ってみる。






「よし、昨夜のよりは纏まとめられた。……たぶん」

　昨夜ロージとセスに託たくした報告書はまだネロに届いていない。わかっていながら、逸はやる気持ちが抑おさえられずに書いてしまった。

　陽ひが落ちるのを待って出窓を開け、恐おそる恐る中庭を見おろす。霧きり雨さめは止やんでいて、当然だがガーディアンの姿はなかった。夕ゆう闇やみ色の空へ向かって手を振る。部屋にやってきた二匹ひきの同どう胞ほうにオリビエは驚おどろいた。

「ライラ？　サリュ？　なんでいるんだ、危ないだろ」

　彼女たちは何度も魔ま物もの狩がりを切り抜けてきた優ゆう秀しゆうな鴉からすだが、まだ成体になっていない。帝てい都とのカラスに擬ぎ態たいするには身体からだが小さすぎる。脚に付けている通つう信しん筒とうが重たそうだった。

「わたしたち、オリビエの力になりたくて」

「ネロさまにお願いして、お手紙を届ける係にしてもらったの」

「そうだったのか。ありがとう、嬉うれしいよ。でも心配だ、この報告書を同胞に渡わたしたらデュシス・エンドに帰るんだよ」

「えっ……どうして？」

「もうオリビエのところに来ちゃだめなの？」

「そんなことない。もう少し大きくなったら……成体になったらまた手伝ってくれ」

　くっついてくるライラとサリュをしばらくのあいだ優やさしく撫なでて、報告書を託す。

　その日、オリビエは夜が深くなっても起きていた。

　支給された金色の懐かい中ちゆう時計は午前一時五十分をさしている。結社の紋章が彫ちよう刻こくされた蓋ふたを、パチ、パチ、と開けたり閉めたりする。

『手紙を送る、それがギルド潜せん入にゆう終しゆう了りようという大切な合図だ。必ず私自身がオリビエを迎むかえに行く』──ネロの言葉や約束の手紙を思い出せば、憎にくいドラゴンギルドで働くことも苦ではない。むしろ早く働きたかった。竜りゆうとバトラーたちを欺あざむき、外部の者は知り得ないあらゆる機密事じ項こうを抜き取ってネロへ迅じん速そく且かつ正確に伝える。それが偵てい察さつを得手とする鴉の一族に生まれた、己おのれの存在意義だ。

　黒こく翼よくは失ったけれど、翼以上に価値のある使命を与あたえられた。

　ここで長く過ごすことになってもかまわない、檻ギルドの内情を熟知し、選せん択たく肢しを増やし、その中から最も効果的な破壊方法をネロに決めてもらう。

　約束の手紙が届いたのちにネロが迎えにきて、オリビエは彼の手を取る。振り返ったそこにドラゴンギルドは存在せず、瓦が礫れきの山やまだけがある──気持ちの高ぶりを抑えられないオリビエは、その風景を何度も思い描えがいて夜を過ごした。







　午前六時四十五分──。

　深い睡すい眠みんを短時間とり、制服に着き替がえて部屋を出る。

　朝食は必要ない。飴色の大階段をおりると左手のつきあたりにひときわ大きな扉とびらが見えた。あれが脱だつ衣い室だろう。エントランスホールで竜やバトラーに会うのが面めん倒どうなので足早に廊ろう下かを進む。

　重じゆう厚こうな扉を開けて中へ入ろうとしたオリビエは思わず立ち止まり、息を吞のんだ。

「なんだ、ここ……？」

　ジュストから『竜とバトラーの仕事部屋』という説明を聞き、簡素で薄うす汚よごれた部屋を想像していたが、まるで違ちがう。

　脱衣室は、入るのに躊ちゆう躇ちよするほど広くて豪ごう奢しやだった。

　床ゆかには色いろ鮮あざやかなモザイクタイルが敷しき詰つめられ、壁かべや柱は焦こげ茶ちや色のウォールナット材が惜おしげもなく用いられている。陶とう器き製の大きな洗面台と真しん鍮ちゆうの蛇じや口ぐちが等とう間かん隔かくに設置されていた。

「おはよう、オリビエ。好きなところに座っていいんだよ」

　ジュストや竜たちがあらわれて、優美な猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座る。

　午前七時ちょうどにリーゼが脱衣室に入ってきた。

「今日からバトラーが一名増える」

　リーゼに促うながされて立ち上がり、「はじめまして」と辞じ儀ぎする。過去や故郷の様子を穿せん鑿さくさせないために、記き憶おく障害を強調して言った。

「オリビエと言います。種族は鴉です。魔物狩りに遭あって翼を捥もがれました。記憶も少し失なくして昔のことをはっきり思い出せません。でも普ふ段だんの生活に問題はないです、よろしくお願いします」

　記憶障害もそうだが、魔物狩りに遭って翼を捥がれたという言葉に思いのほか効力があり、同情と憐れん憫びんの視線が面おも白しろいほど集まった。

　手て緩ぬるい奴ばっかりだな──オリビエは閉じた紅あかい唇くちびるに力を込めて失しつ笑しようを嚙かみ殺す。

　配られた書類には【任務地一覧】とあった。竜の任務内容や発着スケジュール、担当バトラーが記き載さいされたそれを見ながらリーゼが打ち合わせを進めていく。

「ほか確かく認にん事項あるか？　なければ解散する。各おの々おの現場で──」

「待て」

　聞いたことのある声にどきりとする。皆みながガーディアンのほうを向いた。

「その鴉は俺が拾ってきたんだ。俺に付けろ」

　予想していたのか、ジュストは苦笑して、ほかの竜やバトラーたちがざわつきだす。

　リーゼはあきれた表情でクリップボードに視線を落とし、そこに挟はさまっているであろう【任務地一覧】を確認して言った。

「好きにしろ。──解散。各々現場で業務に入れ」

　リーゼが脱衣室を出て行った途と端たん、オリビエは身長が十五テナー（約二百センチ）ある竜たちに囲まれてしまった。

「レイヴンブラッドだー、綺き麗れいだなぁ」

「まっすぐでさらさらの黒くろ髪かみも素す敵てきだね、鴉の仔こに多いの？」

　固まっているとガーディアンが肩かたを抱だいてくる。

「離はなれろ、俺の鴉だ。美しいだろう？」

　なにが俺の鴉だ、そんなわけあるか──反論したいのに声が出せず、ガーディアンの手も振ふり払はらえない。ガーディアンによく似た、恐ろしいほどの美男子が長い三つ編みを揺ゆらして顔を近づけてくる。

「紅くて艶つや々つやで美味おいしそうな唇。ねえ、舐なめていい？」

「ふざけるなっ、許すはずがないだろう！」

「えー、なんで？」

　落ち着き払っていたガーディアンが急に怒おこりだし、サリバンも真顔になって屈かがめている身を戻もどす。わけがわからなくなったオリビエの頭上で、同じ色の[image: 鱗]うろこを持つ竜は言い合いをした。

「一回ぺろってするだけだよ、それのなにがだめなの？　前はきみとぼくでしょっちゅう共有してたじゃない」

「共有など今さらだな、魔物狩りが始まる前の話だ。こいつのレイヴンブラッドに触ふれることは断じて許さない。──サロメも、東洋の人形みたいだからって手を出すなよ。兄弟にもう一度言っておく。この鴉は俺だけのものだ」

「もういいよっ、ガーディアンのケチ！」

　サリバンはぷいっと顔を背そむけ、サロメと呼ばれた銀ぎん髪ぱつの水竜は残念そうに「はい……」とつぶやき、土竜のバーチェスが巨きよ体たいを寄せてきて「膝ひざに座らせるくらいはいいだろ？　俺とおまえの仲なんだし」と真しん剣けんに言う。

「くだらねぇことで本気の喧けん嘩かすんな！　早く出動準備しろ！」

　バトラーの誰だれかが怒ど鳴なってようやく竜たちは散らばっていった。

　ガーディアンが脱ぬいだ軍服を渡してくる。肩や腕うでに煌きらめく深緑色の[image: 鱗]。いっさい隠かくさないから裸はだかの中心を見てしまった。通常の状態とは思えない大きさに驚き、慌あわてて目を逸そらす。

「オリビエ、おまえは俺の担当バトラーだ。俺が帰き還かんするまでに聞いておけ。〝バトラーは、竜の要望は断らない〟ってな」

「なんだ……それ」

　そう言い返すのがやっとだった。ガーディアンは鼻歌でも歌いだしそうなほど上じよう機き嫌げんで、みっつ並んだアーチ型の出入り口へ向かい、姿を消した。

「なんなんだよいったい……」

　軍服を抱かかえて立ち尽つくしたのも束つかの間、次はもじゃもじゃ頭のバトラーが背後に立っていてびくりとする。身長は十四・一テナー（約百八十八センチ）ほどだろうか。長ちよう軀くなのにひどい猫ねこ背ぜだった。

「どうも。私はレスターと言います。リーゼさんよりオリビエの教育係を仰おおせつかりました」

「人間っ？　なんで人間なんかがドラゴンギルドにいるんだ!?」

「さして驚おどろくことではありません。現在勤務しているバトラー七名のうち三名が人間です。理由はそれぞれ」

「あんた……じゃない、レスターはどうして」

　レスターはレンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げ、「人間社会の水が合わなかったもので」と言った。

「困っていたところに求人広告を見つけたのです。【バトラー募ぼ集しゆう。魔ま物もの人間不問】の一文と、あとは電話番号だけ記載されていました。なにぶん竜相手ですから業務はいささか厳しいですが上司がサタンと呼ばれるまでに無敵であることと宿舎および食堂完備と給きゆう与よ面で満足しています。ほかに質問はありますか？　なければ業務に入りましょう」

「………」

　オリビエのうしろを通りながら「こいつ仕事できるけどめちゃくちゃ変わり者だからな」とささやいてくるのは、先ほど竜りゆうたちに怒鳴っていたテオだった。

「よろしくお願いします……」

　脱衣室の説明を受けてガーディアンの軍服を片づける。

「竜には軍服一式とサーベルが支給され、バトラーには制服一式と懐中時計が支給されます。これらは着用厳守です。着用のしかたはそれぞれ自由になっていきますがオリビエは初日ですし、きちんとしておきましょうか」

　制服を完かん璧ぺきに着たつもりだったが、レスターに白い手て袋ぶくろを嵌はめた指で手の甲こうをトントンと叩たたかれ、さっそく指し摘てきされてしまった。オリビエはテール・コートのポケットに突つっ込んだままの手袋を取り出し、嵌めながら室内を見まわした。

　広い部屋には談話用のゴブラン織りのソファに、大きな振り子時計、給茶のための小さなかまどまである。壁と同色の大おお棚だなには大小さまざまのタオル、香こう油ゆや香水の瓶びん、櫛くしや歯ブラシが収められていた。そのほかにも大型の鏡、軍服を吊つるすラック、アイロン台まで──すべてドラゴンギルドで働く竜のためだけに用意されたものだという。

「本格的に忙いそがしくなるのは竜が帰還する午後からです。それまでに敷しき地ち内をまわりましょう。まずは飼育小屋へ」

「飼育小屋？　なにを飼ってるんだ？」

「飼ってはいません。三機の幼生体が過ごしています」

　脱衣室を出て、さらに建物の外へ出る。ドラゴンギルドはアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群を支える岩山の裏側、その断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきにあるとネロから聞いていたが、敷地は想像以上に広く構造も複雑そうで、全体像はすぐにつかめそうにない。

　歩くレスターの淡々とした説明をすべて憶おぼえるつもりで聞いた。

「竜の主な任務は大規模な人災の鎮ちん静せい、火山噴ふん火かや竜たつ巻まきなど天災時における人命の守護、鉱毒・煙えん毒どく類の回収および浄じよう化か、超ちよう大おお型がた物資の輸送などです。竜には任務遂すい行こうの代だい償しように〝巣〟を与あたえるほか、趣しゆ味み嗜し好こう・遊ゆう戯ぎ・地位・名めい誉よ・議会での発言権・金のすべてが保障されます」

　ネロが言っていた『帝てい国こくの家か畜ちく』は揶や揄ゆや嘲あざけりではなく、事実ではないだろうか。人間の守護が優先で、人間の真似まね事ごとをしている。

『竜さまはね、自由に大空を飛び、大地や火山や海との調和を保って、魔物たちを守ってくださっていたんだよ』──御お爺じじや御お婆ばばから聞いた、魔物の統とう率そつ者の姿とはまるで違ちがっていた。

「現在ドラゴンギルドには成体の竜が十一機と幼生体が三機います。当社では竜のことを『一いつ匹ぴき』ではなく『一機』と数えます。これはギルドの創立者である魔女ジゼルが決めたことで、うっかり『一匹』と言うとリーゼさんが怒おこりますので気をつけてください。こちらが飼育小屋です」

　オリビエが見上げた建物は磨すりガラスで造られており、「小屋」という言葉からは想像できないほど大きい。陽光が降り注ぐ室内には多種多様の樹木や草花が咲き、岩場や人工と思おぼしき清流まで配置されていた。

　レスターのあとについて白い石いし畳だたみの小道を進んでいると、三匹びきの──否いな、三機の小さな竜が気づき、近づいてくる。

「あれが、幼生体……」

　幻げん想そう的で愛らしい姿に惹ひかれたのは一いつ瞬しゆんだった。

　身体からだの大きさも年ねん齢れいも異なるが、同じ幼生体であることに変わりない。ライラやサリュたちが命いのち懸がけで魔ま物もの狩がりから逃にげているとき、竜の幼生体は楽園みたいなこの場所でのうのうと過ごしているのかと思うと、腹立たしかった。

　後ろ手を組んだレスターが幼生体に向かって言う。

「今日からみなさんと遊んでくれるバトラーです。ご挨あい拶さつしましょう」

「ふーん。きれいな仔こだな。なんてなまえ？　おれはジェイド」

「オリビエだ。よろしく」

「は、はじめまして、こんにちは。ぼくはアンバーといいます。鴉からすさん、いい匂におい……」

　琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]を持つアンバーは三匹の幼生体の中で最も大きい。最も小さい幼生体は今にも泣きそうな様子でレスターの片脚あしにしがみついていた。アンバーが声をかける。

「フェアリー？　ごあいさつは？」

「や……、レスター……」

「はい。抱だっこですね」

　レスターはわざわざ手袋を外してテール・コートのポケットに入れ、慣れた動きで幼生体を抱き上げる。一瞬前まで泣きかけていたフェアリーはとても嬉うれしそうにしてレスターの長軀に尾おをくるんと巻きつけ、首くび許もとに顔を埋うめた。

　どうやらフェアリーはオリビエのことが嫌きらいらしい。オリビエも幼生体たちのことが気に食わないから、ちょうどよかった。

　飼育小屋での作業を教わってほかの施し設せつを巡めぐる。レスターが最後に入ったのは食堂だった。

「昼食の時間は特に決まっていません。各おの々おの空いた時間でとるのが通例です。少し早いですが昼食をとりましょう」

　カウンターから好きな料理を取り、席に着く。

「フェアリーのことを悪く思わないであげてください。あの仔はとても繊せん細さいなのです」

「俺はべつに……なにも」

　顔や態度に出したつもりはなかったが見み抜ぬかれている。ぼうっとした雰ふん囲い気きを前面に出しているのにレスターは妙みように鋭するどい。

「フェアリーは初対面の者と距きよ離りを置きたがりますが、気にせず粛しゆく々しゆくと作業をおこなっていれば、じき慣れて自分から近づいてきます。リーゼさんいわく、竜は孤こ独どくでありながら警けい戒かい心しんが強いという非常に厄やつ介かいな魔物です」

「孤独ってなんだ？　世界最強の魔物って言われてるくせに？」

「世界最強故ゆえではないでしょうか。長い時を独りで生き、完全な純血種を保持するため一代で死んでいく彼らは一機残らず孤独です。竜たちは抱えきれない孤独をぶつけられる相手と判断すると異様な執しゆう着ちやくを見せ、その者を束そく縛ばくし支配し、所有します。執着、束縛、支配、所有──これらは凄せい烈れつな孤独を抱えて生きる竜特有の行動様式です」

　ぞっと背筋が寒くなる。レスターの淡たん々たんとした声が、いっそ不気味さを搔かき立てた。

「予あらかじめ得ておいた知識に則のつとって対応すれば問題ないでしょう。ごく稀まれに大問題に発展することもありますが」

「どっちだよ……」

「竜もそれぞれ異なった性格を持っていますから」

「ガーディアンはどんな奴やつだ？　きょ、今日、初めて竜を担当するだろ、予備知識ってのがあると助かるな、って」

　ドラゴンギルドを「檻おり」と呼んだあの竜に利用価値があるか探さぐりたい、諜報員だと察知されてはならない──それらを意識しすぎて声が上うわ擦ずってしまった。レスターはなにも気にかけずミートパイを食べ終えてミントコーディアルのソーダ割りを飲む。

「彼は年長組で、任務をそつなく遂行し予定時刻通りに帰き還かんする優ゆう秀しゆうな竜です。自由であることを誰だれよりも強く望み、ギルド創立当時はリーゼさんと頻ひん繁ぱんに衝しよう突とつしていたと聞きました。現在は諍いさかうことはありませんが、自分の巣よりも歓かん楽らく街で過ごすほうが多いです。そうしてギルドとの距離を保っているようです。まぁそれも竜それぞれなのでかまわないと私は思います」

「自由を望む……？　どういうことだ？　竜はギルドに守られて好き勝手に生きてるんじゃねえのか」

「確かに気まぐれでわがままで好き勝手しますがそれは社内においてのみです。帝国軍の軍士となって以降、竜は真の意味での自由を失なくしました。彼らは行動を制限されており、任務以外でギルドを出るときは〝私用発着願〟を事前に提出する必要があります。事前許可も得ずバトラーも付けずに単独で行動する竜はギルドの守護から外れ、魔ま物ものとして狩かられます」

「竜が……、狩られるのか？」

「はい。創立からの数か月、自由を求める竜が相次いでギルドを脱だつ退たいし、全機狩られたと聞きました。無念でなりません。帝国軍は竜が無許可で単機になるところを狙ねらっています。私たちバトラーは竜に任務を遂行させるために存在し、彼らのためだけに業務を行い、〝免めん状じよう〟の役目も担にないます。ギルドの外へ出る竜にバトラーが同行さえすれば狩られるのを阻そ止しできますから」

　働きはじめてわずか半日。ネロへ報告すべき情報は、一枚の紙では足りないほど大量となった。竜の一族が現在も魔物狩りに脅おびやかされているという事実を知る魔物はいるだろうか。少なくともデュシス・エンドにはいない。

『ほう……、みずから檻の中に入ってくるとは』──そう言ったガーディアンが今も自由を強く望んでいるかは不明だが、ギルドと距離を置いていることは知れた。

　考えを巡らせているとレスターがトレイを持って立ち上がる。

「少し、付き合ってもらえますか？」

　食堂を出たレスターがのんびり歩いて向かったのは、事務室の隣となりの、妙に奥行きだけがある細長い部屋だった。

　扉とびらはなく、出入り口の木き枠わくに【竜りゆうの立ち入りを禁ず】と書かれた古いプレートが打ち付けられている。室内にはみっつの丸椅い子すと玩具おもちやみたいな流し台があり、壁かべを四角く刳くり貫ぬいて作った棚たなには色や形の異なるコップや茶葉が置かれていた。

「どうぞ、中の椅子に座ってください。ここはバトラーの休きゆう憩けい室で、年季の入ったプレートはリーゼさんが作ったそうです。そのうち猛もう烈れつに忙いそがしくなりますが休憩は必ず取るようにしましょう。みなさん個人のコップや紅茶や珈琲コーヒーを置いています。オリビエもそうしてください」

　出入り口の木枠に凭もたれたレスターがテール・コートの内ポケットをごそごそ探る。慣れた手つきで紙箱からシガレットを一本出して咥くわえ、マッチで火をつけた。

　重じゆう厚こうで苦い薫かおりにオリビエはゴホッと咳せき込む。

「ところでオリビエは今朝、食堂に来ませんでしたね」

「食欲がなかったから」

「リーゼさんは食事を抜くことを甚いたく嫌います。バトラーは体力仕事ですので」

「食わなくても働ける」

「いけません。あなたが朝食を抜くと教育係である私がリーゼさんに注意を受けます。明日から毎朝、食堂へ連れて行きますよ」

　めんどくせえ──オリビエは心の中で舌打ちをした。







　午後三時の脱だつ衣い室には帰還した竜と、彼らの世話をするバトラーがいた。

「バトラーの主たる業務は、任務から帰ってきた竜たちのオーバーホールと洗せん浄じようです。そのほか、竜の巣の掃そう除じや給きゆう仕じは当然のこと、議会出席の同行、葉巻や馬車の手配、アフタヌーン・ティーやチェスの相手、ディナーの同どう伴はん、小説の朗読まで多た岐きにわたります。竜たちはとても気まぐれです。バトラーは彼らの要望を断ってはいけません」

「要望……？」

『オリビエ、おまえは俺の担当バトラーだ。俺が帰還するまでに聞いておけ。〝バトラーは、竜の要望は断らない〟ってな』──ガーディアンはこのことを言っていたと理解する。

「帰還が遅おくれているようですね。ガーディアンにしては珍めずらしい」

　時間を確かく認にんしたレスターは懐かい中ちゆう時計をウェスト・コートのポケットに仕し舞まう。

　そして「ふむ……」と短く思案して言った。

「初日ですしオリビエを一人にするのは不本意なのですが、私はこのあと議会に出席するエドワードさんに同行しなければなりません。先ほども言ったように、ガーディアンはしばしば歓楽街へ行きます。しかし今夜は〝私用発着願〟を提出していないので自分の巣で過ごすようです。──そこでひとつ、オリビエに助言アドバイスを。稀に竜の要望を断れるケースがあります」

「どういうことだ？　今、断るなって言った」

「はい。基本的に竜の要望は断りません。しかし筋の通ってないことは断りましょう。彼らは気まぐれに性交を求めてきます。その際は『交こう尾びはしません』と断ってください。ぼそぼそ言っても聞きません、巣に連れ込もうとしますから、竜の目をしっかり見て『その要望には応こたえません』と強く言いきってください。彼らの怒いかりに臆おくさず断るのもバトラーが身につけるべき能力のひとつです。性交が嫌いやでなければ竜の要望に応えても問題ありません」

「………」

「ただ、性交の要望に応じた場合、竜の所有や支配の本能を強く刺し激げきすることになります。ですから断るのが賢けん明めいかと」

　アフタヌーン・ティーの相手や小説の朗読と聞いたのに、話が飛ひ躍やくしすぎてついていけない。

　しかし、レスターがわざわざ言ってくるということは、少ない事例ではないということだろうか。

「レスターも……や、犯やられかけたことあるのか……？」

「いいえ」

　明確な即そく答とうにオリビエは安あん堵どする。だがそれも束つかの間だった。

　変わり者の教育係はレンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げて言った。

「私、挿そう入にゆうするほうですので」







　──あの、もじゃもじゃ鳥の巣頭め。

　とんでもない台詞せりふと状じよう況きようをオリビエに残して去ったレスターを心の中で罵ののしる。

　結局、ガーディアンの帰き還かんは大おお幅はばに遅れて、レスターはオリビエにいくつかの指示を出し、エドワードと一いつ緒しよに議会とやらに行ってしまった。

　オリビエは手帳に記した指示をもとに動く。発着ゲートから脱衣室に入ってきたガーディアンに軍服を着せ、訊たずねた。

「このあとどう過ごすんだ？　竜に訊きけって指示が出てる」

「ずいぶんドライな仕事のしかただな。──中庭へ」

「わかった、中庭といえば茶か」

　オリビエはただドラゴンギルドの連中に疑われないよう仕事をしているだけだが、なぜかガーディアンは楽しげに笑う。

「茶ではなくアフタヌーン・ティーな。おまえは魔ま性しようめいた美び貌ぼうと粗そ野やな口調の差が激しすぎる。嫌きらいじゃないが少し情じよう緒ちよも学んだほうがいい」

　なにを言っているのかさっぱりわからなくて首をかしげると、ガーディアンはまた笑って脱衣室を出て行く。

　食堂の厨ちゆう房ぼうで用意してもらったティーセットはやたらぴかぴかしていて重くて運びづらい。ガチャガチャと音を立てながら中庭へ辿たどり着くと丸テーブルに銀のトレイを置き、手帳を開いて訊ねる。

「なんで帰還が遅れたんだ？　えっと……『帰還の予定時刻を三十分前後するのは許されていて、一時間を過ぎると報告義務が発生する』んだってよ。だから理由を訊いておけって。レスターはガーディアンが遅れて帰ってくるのはすごく珍しいことだって言ってた」

　報告書の作成方法は明日レスターに教わることになっている。オリビエはペンを持って返事を待った。ガーディアンは長い脚あしを組み、優ゆう雅がな仕草でティーカップに口をつけ、紅茶を味わってから言う。

「任務を終えて、魔女の森とデュシス・エンドの中間地点へ向かった」

「えっ？」

「記き憶おくが戻もどったのか？」

「あっ。いや、その……、まだ」

「記憶から抜け落ちているだろうが、魔女の森とデュシス・エンドの中間地点は一昨日おとといオリビエが倒たおれていた場所だ。そこで二時間ほどおまえの翼つばさを捜さがしていた」

　聞いたままを記せばいいのに、ペンが動かせない。

　竜りゆうがそのような行動をとるとは夢にも思わなかった。

　レスターに『予定時刻通りに帰還する優ゆう秀しゆうな竜』と言わせるほどのガーディアンが、報告義務が発生するまでに遅ち延えんする。その理由が任務ではなくオリビエの翼だったなんて誰だれが考えつくだろう。

　手帳に書けずに固まっていたら竜の手が伸のびてくる。昨日と同じように簡単に脚に座らされた。

「なんだよ！　おまえ、なんですぐ、……っ」

「翼を捥もがれることは凌りよう辱じよくと死を遥はるかに超ちよう越えつする苦痛だ。俺はオリビエの翼を奪うばった人間を殺さなければ気が済まない。どれだけ時間がかかっても必ず翼を見つけ出す」

「………」

　真しん剣けんなまなざしにとらえられて、余計なことをするなと言えなくなった。

　ガーディアンがオリビエの翼に執しゆう着ちやくする理由がわからない。竜と鴉からす、魔ま力りよくや体格に雲うん泥でいの差はあるが、同じ有ゆう翼よく種だからだろうか。

　長い指で、ツ……と背をなぞられて不覚にもびくんと身体からだを揺ゆらしてしまう。

「……っ!?　触さわるなっ」

「オリビエの背中が見たい。傷口が二度と開かないか確認しておかないとな」

「はぁ？　見せるわけねえだろ」

「つれないな。俺が治した傷だというのに」

　微笑ほほえむ竜の瞳ひとみは、なぜかひどく寂さみしい。

『長い時を独りで生き、完全な純血種を保持するため一代で死んでいく彼らは一機残らず孤こ独どくです』

　昨日も間近で見た、長いまつげに覆おおわれた金色の瞳。そこに宿っているものがなんなのか、わからなかった。レスターの話を聞いた今なら、実際に感じ取れなくても見当くらいはつけられる。

　──孤独、か……。

　この美形の風竜が仮に孤独を抱いだいていたとして、それはどのくらいの年数なのだろう。

　鴉の黒翼のことから話を逸そらしたいオリビエは、まだ背をいじってくる大きな手をぱしっと払はらって訊ねた。

「ガーディアンは何歳なんだ？」

「俺のことが気になりはじめたか？」

「まったく。魔物は見た目で歳としを判断できないだろ。だから訊いただけ」

「竜の一族は年ねん齢れいを大凡おおよそで記き憶おくする癖くせがある。長ければ三百年以上生きるからな、いちいち数えていられない。俺は孵ふ化かして百年ほどかな？　エドワード老とサロメとサリバンが兄で、あとはみんな弟だ」

　百年という長い歳月を竜はあっさり口にする。オリビエが不自然に話を逸らしたことすら楽しんでいるのだろうか、ガーディアンの唇くちびるはずっと笑えみの形だった。そうしてまたささやく。

「おまえの背中が見たい」

「だから見せねえって言ってる──」

「ここじゃ恥はずかしいだろう？　だから俺の巣で」

　ガーディアンは誘さそってきている。求愛行動や恋れん愛あい経験が皆かい無むのオリビエでもわかるほど露ろ骨こつに。

『執着、束そく縛ばく、支配、所有──これらは凄せい烈れつな孤独を抱かかえて生きる竜特有の行動様式です』

『稀まれに竜の要望を断れるケースがあります』

『性交の要望に応じた場合、竜の所有や支配の本能を強く刺激することになります』

　淡たん々たんと話すレスターの端たん的てきな説明が警けい鐘しようとなってオリビエの頭に響ひびく。その警鐘を凌りよう駕がするネロの声がした。

『帝てい国こくの家か畜ちくになった奴やつらの中には愚かで御ぎよしやすい竜もいるだろう』

　──ネロ。

　彼がオリビエに託たくしてくれたドラゴンギルドの中ちゆう枢すう破は壊かいをなんとしても成功させたい。成功させなくてはならない。竜の一族を無力にさせるには、竜を使うのが最も効果的だ。そしてガーディアンはかつて自由であることを望み、今もギルドとの距きよ離りを保っている。

　オリビエに、このシルフィードを操あやつることができたら──。

「それ、竜の要望ってやつ？」

「どちらでも。オリビエはどっちがいい？」

　間近にある金の瞳が、どちらにせよ断らせないと言っているようだった。

「……ティーセット放ほったらかしにできない」

「食堂に寄ればいいだろう？」

　ガーディアンは紅茶を飲みほしてティーカップを銀のトレイに置き、重たいティーセットを片手で持ち上げた。

「俺が持つ、バトラーの仕事っ……」

「いい。さっき、いつ転ぶかと見ていてひやひやした」

　ガーディアンは中庭を歩いていく。なにが違ちがうのだろう、オリビエが運ぶときのようなガチャガチャという音はいっさいしない。食堂の厨房に着くとコック長が驚おどろき、笑って言った。

「ガーディアン直々に返へん却きやくとは珍めずらしいなぁ」

「まぁな。俺は兄竜サリバンと違って奉ほう仕しされるのも奉仕するのも嫌いじゃない」

　大きな手に肩かたを抱かれる。ガーディアンの身長は十五テナー（約二百センチ）あり、オリビエは十三テナー（約百七十センチ）に届かない。体格差をありありと感じる。長い廊ろう下かを歩くあいだ誰にも会うことなく、部屋の扉とびらが開かれた。

　扉が閉まりきらないうちに抱き上げられ、笑う竜の唇が近づいてくる。

「ぅ、……んんっ！」

　初めてのキスは儚はかないものと思っていたのに、まるで違ちがう。紅あかい唇を食はまれて執しつ拗ように吸われた。ねっとりと舐なめられ舌を奥まで捻ねじ込まれて、軍服の肩けん章しようを殴なぐってようやく唇が離はなれる。

「はっ、はぁっ」

「レイヴンブラッド……いいな。想像していたよりも遥はるかに美味だ」

　広い寝しん台だいに落とされた。オリビエを挟はさむ形で両りよう膝ひざをついたガーディアンは上着とシャツを脱ぬぎ捨てる。軍服のパンツが下げられると、恐おそろしく長い陰いん茎けいが弾はずみ出て体液が飛び散った。

「ひ……」

　血管を浮うかばせ獰どう猛もうなまでにそそり立つそれは、もはやオリビエが持つ雄おすの器官とは別物だった。後ずさりをしたが積み重なったクッションに阻はばまれる。筋肉の盛り上がった裸体が覆おおい被かぶさってくる。薄緑の爪つめを持つ指がリボンタイに絡からんできて、ゆっくりほどかれた。

「脱がすのも好きだが……、裸のオリビエが俺に跨またがって軍服を脱がして、いやらしく脚を開き、自分の手で俺のペニスを孔あなに嵌はめるところを眺ながめたい。それはまた近いうちに」

　強こわ張ばった身で抗あらがっても無む駄だで、ガーディアンは聞くに堪たえない淫いん猥わいなことを言いながら流れるような手つきでオリビエを裸に剝むく。強い羞しゆう恥ちに横おう臥がして身体からだを丸めると、背に唇の感触があった。傷きず痕あとに口づけられるたび、痛みではなく妖あやしい擽くすぐったさに肌がぴくぴくと震える。

「……っ」

「傷口はちゃんと塞ふさがってるな。感度もいい」

　肉欲に猛たけったあれはもう直視できない、このままさっさと終わらせてほしい──姿勢を維い持じするため、丸めた細身に限界まで力を込めたのに、ガーディアンが肩かたに触れてきて一瞬で仰あお向むけにされた。クッションに上体が沈しずみ、大きく開脚させられる。両りよう腿ももを押さえるガーディアンが脚のあいだに顔を伏ふせて、オリビエは肌を粟あわ立だてた。

「やめ……っ、……ぅ、あぁっ……！」

　ガーディアンは下生えにチュッと口づけ、萎なえた性器を咥くわえ込む。初めて知る、ぬるついた粘ねん膜まくの感触と慄おののくほどの強烈な快感に茎が一気に芯を持った。硬かたくなっても細い陰茎を口の中で転がされ、音を立ててしゃぶられる。

「はっ、あ……、──あっ、ぁ、あ」

　瞬またたく間に上り詰つめたオリビエは腰を揺らし、小水のような薄い精液をピュッ、ピュッと何度も放った。誰かの口内に漏もらしてしまったことがひどく恥ずかしくて、ふっと笑われたことが悔しくて、ガーディアンを涙なみだ目めで睨にらみつける。

「ば、ばかに……するな」

「ばかになどするものか。可愛かわいいとしか思ってない。たまらなく愛らしい射精だった」

　真剣なまなざしで強く言い返されて余計にいたたまれなくなる。

「俺のペニスは長いからな、よく濡ぬらしたほうがいい。これをすれば誰でも悦よろこんで孔を開く」

　ガーディアンはふたたび股また座ぐらに顔をうずめたが屹きつ立りつには触れてこない。一瞬、なにをされているのか理解できなかった。

「え──、……そん、な」

　後こう孔こうをぬるぬると這はう竜の舌が、オリビエの中に入ってくる。痛みはなく、なにか、得体の知れない背徳感があった。ガーディアンの舌を追い出したいのに、どうすればいいのかわからない。内ない壁へきを舐められ何度も抜き差しされてクチュクチュと水音が鳴る。

「や……、うぅ……っ」

　生々しい感触と凄まじい羞恥に耐えられず、オリビエはクッションを引き千切る勢いで握りしめた。長い舌が抜けて、後孔から唾だ液えきがとろりと垂れる。

「もう開いた。俺の鴉は初心うぶなのに淫みだらだな……そのうち舌だけでも達いけるようになる」

　あまりの衝撃に呆ぼう然ぜんとなり、わずかな抵抗すらままならない。覆い被さってくるガーディアンの肩や腕に浮かぶ深緑色の[image: 鱗]うろこは興奮に逆立っていた。ぐしょ濡れにされた後孔に硬い亀頭が押し当てられて、ビクッと身体が跳はねる。

「あ、あっ……！　あっ！　くる、し……！」

「狭せまい。──狭いほどいい」

　ガーディアンは満足げに腰を前後させ、時間をかけて長い陰茎を埋うめ込んだ。長大なものが体内にある恐ろしさに息が乱れて、色白の平たい腹が激しく上下する。強い圧迫感はそのままに、ガーディアンのペニスが唾液と先走りによってなめらかに動きだす。先端まで引き抜き、根元まで突き入れられるたび「あーっ、あーっ……」と長い声が勝手に漏れた。

「オリビエ。ああ……達く、オリビエ──」

　ガーディアンはやたら恋しげに名を呼び、いやらしく腰をまわす。オリビエを見つめ、腹の中で生せい殖しよく器をビクビクと跳ねさせながら大量の精液を撒まいていく。

　羞恥と惑わく乱らんに塗まみれた時間は果てしなく長く感じられたが、どうにか遣やり過ごすことができた。そう思ったとき、ガーディアンが腰を打ちつけてくる。

「っ……!?　なんだよ、もう終わっただろ、抜け、よっ」

「そうだな、前ぜん戯ぎが終わった。俺が好きな性愛行為はこれからだ」

「う、そ……、いや、だ──ひっ、あ……ぁ」

　シルフィードはぞっとするほどの美び貌ぼうに笑えみを浮かべ、腰を揺らしはじめる。

　恐怖すら覚える未知の快楽に吞のみ込まれていく。でもこれはネロの役に立つために必要なことなんだ──紅い唇を嚙かんだオリビエはガーディアンの激しい律動によって何度も追い上げられ、なかば意識を失うように眠りに落ちた。







　窓ガラスが、コツコツ、コツコツと鳴る。

　その音で目覚めたオリビエは自室の寝台に横たわっていることに驚いた。真夜中にガーディアンが運んだとしか考えられない。オリビエは裸ら体たいのままシーツを被かぶっていて、制服は椅い子すの背せ凭もたれにかけられていた。

　寝ね返がえりを打って出窓を見ると、ロージとセスが頻しきりに窓ガラスを叩たたいている。ネロからの書簡を持っているに違いない。身体じゅうに違い和わ感かんがあるのもかまわずに、大急ぎでシーツを纏まとい、窓を開いた。

「待たせたな！　ネロさまからの書簡だ」

「ありがとう！」

　逸はやる気持ちが抑おさえられない。丸まっている紙し片へんを伸のばし、知性あふれる美しい文字を追う。





焦あせる必要はないよ。最初に決めた通り、今は疑われないことだけを心がけてほしい。安易に竜に近づいてはいけない。利用できそうな竜がいたとしても、私が指示を出すまで動かないように。






「………」

　白い肌はだと身のうちに残る、ガーディアンの感かん触しよく。

　そして行き違いになってしまった書簡──。

　思えばこのときからすでに計画は狂くるいはじめていたのかもしれない。しかしオリビエは未熟で、昨夜の我が慢まんがいつかネロのためになるという考えが捨てられなかった。

『帝国の家畜になった奴らの中には愚かで御しやすい竜もいるだろう。中枢破壊の方法はいくらでもある』──最善の方法を選ぶのはネロで、選せん択たく肢しを増やすことがオリビエの役目だと、ただひたすらに信じていた。







　ネロと話し合い、書簡にも記されていた通り、疑われないことを最優先とするオリビエは当面のあいだドラゴンギルドの仕事を覚えることに集中する。

『明日から毎朝、食堂へ連れて行きますよ』

　そう言い張っていたレスターがオリビエの自室へ来たことは一度もない。放ほうっておけばいいのだが、ギルドの内情を包み隠かくさず話す彼は貴重な情報源で無下にしづらかった。

　変なところで生き真ま面じ目めな性格の己おのれを恨うらむ。結局、オリビエがレスターを叩き起こして食堂へ連れて行く形が早い段階で定着してしまった。

　あらゆることを正しく端的に教えてくれるレスターだが、ガーディアンに関してふたつだけ間ま違ちがっていると感じる事こと柄がらがあった。

　ひとつは『自分の巣よりも歓かん楽らく街で過ごすほうが多い』や『しばしば歓楽街へ行きます』という情報。ガーディアンはバーチェスと連れ立って外出する夜もあるが、頻ひん繁ぱんに歓楽街へ行く印象はなかった。歓楽街より自分の巣で過ごすほうが多く、オリビエの自室に入ってくるほうがもっと多い。

　もうひとつは『巣に連れ込もうとします』という情報。ガーディアンは気まぐれで、毎夜オリビエを巣に連れ込むようなことはしなかった。──否いな、密ひそかに巣へ連れ込まれたほうがましだと思うような事件が起きる。

　それはオリビエが自室の出窓の鍵かぎをかけて眠ねむった深夜のことだった。

　ガシャァン！　と派手な音を立てて窓ガラスが大破し、熟じゆく睡すいしていたオリビエは文字通り飛び起きた。

「うわあぁっ！」

　ガラス片へんの散乱した床ゆかにガーディアンが立っていて、驚きのあまり寝台から転げ落ちそうになる。竜りゆうやバトラーたちが集まり、宿舎が騒そう然ぜんとなった。

「ガーディアン！　オリビエ！　おまえらなにやってんだ！」

　リーゼの怒ど鳴なり声に、被ひ害がい者しやであるはずの自分の名が含ふくまれているのはなぜだろう。オリビエの嘆なげきをよそに、ガーディアンはしれっとして言った。

「鍵がかかっていたから割っただけのこと。オリビエは俺のものだ、部屋に入ることのなにが悪い？」

「なぁんだ、そうだったのか」

「ならばしかたあるまい」

　ガーディアンだけでなく竜たちも罪の意識が皆かい無むであることに愕がく然ぜんとする。当然のことながらリーゼは激げき怒どした。

「我が社の施し設せつを破は壊かいする行為は断じて許さん！　修理代はガーディアンの給料から差っ引く。オリビエ、竜に惑まどわされてどうする、おまえが責任持ってこの風竜をコントロールしろ」

「そっ、そんな……！」

　こうして隠しておきたかったガーディアンとの関係は一晩でギルドじゅうに知れ渡わたることになり、さらに翌日、窓の修理業者も手配する羽目になった。

「あんまりじゃねえ？　理り不ふ尽じんにも程ほどがあるだろ……」

「まぁまぁ、業者との交こう渉しようもバトラーの業務ですから。ちょうどよかったです」

　打ちひしがれながらレスターに教わる。電話で修理業者に「一番頑がん丈じような鍵をお願いします。できれば何個か持ってきてください」と依い頼らいできたことだけが救いだった。

　それなのに、修理作業が始まるとガーディアンがどこからともなくあらわれて「鍵など無用だ」と言い、金属製の鍵を握にぎり潰つぶしてしまう。

「用意していた鍵は八つだな？　すべて請せい求きゆうするといい」

　震ふるえあがる業者に向かって余よ裕ゆう綽しやく々しやくで言い、立ち去ってしまった──。

　姿を消した竜母神ティアマトーを巡めぐって竜の一族に不和が生じていること、〝竜の精液は永遠の若さの源〟というのは噂うわさではなく紛まぎれもない真実であり、不老の筆頭バトラーが証あかしであること──驚きよう愕がくの内情を矢や継つぎ早にネロへ報告しているが、この情けない鍵破は壊かい事件は伝えられなかった。オリビエは、ネロが魔ま狼ろうの最上位アルフアだけが持つ〝魅み了りよう〟の魔力を使い、レンヴィートル侯こう爵しやく家の養子になったことを知る。

〝魔物たちの新時代〟へ向けて、ネロも動きだしている。そう思うと、竜の巣そう窟くつで過ごすことも苦痛ではなかった。

　しかし、ドラゴンギルドに潜せん入にゆうして一か月が過ぎたころ、オリビエが最も危き惧ぐしていたことが起こる。それは帰郷していたロージとセスによって知らされた。

「魔ま物もの狩がりだっ!!」

「またデュシス・エンドがやられた！　規模がでかい！」

「くそっ！　ライラやサリュたちは無事かっ？　ネロはどこにいる!?」

「ちびたちはどうにか逃にげられた、ネロさまは異国から戻もどってきてくれたぞ！」

「ごめん、書簡はない。ネロさまが戻ってきてくれてるってことをオリビエに早く伝えたくてさ……」

「書簡なんかいいよっ、ネロは今ごろデュシス・エンドじゅうをまわって現状確かく認にんしてるはずだから。ロージとセスだって寝ねずに飛んできてくれたんだろ？　ありがとう。無事で本当によかった」

　帝てい都とは危険だからライラとサリュを帰したのに、これでは意味がない。帝国軍の砲ほう弾だんに斃たおれた同どう胞ほうらを思うと、なにもかも放ほうって今すぐ故郷へ帰りたくなる。だがそれは許されず、オリビエは表情や態度に出すことすら叶かなわなかった。

　今日は議会に出席する竜の同行という、初めての仕事があった。ガーディアンの担当バトラーであるオリビエは暗い気持ちを抱かかえたまま議事堂へ向かう。大きなトランクを提げているフォンティーンと、彼の担当バトラーであるレスターも一いつ緒しよだった。

　整備された道を進むにつれて、ドラゴンギルドと岩山を挟はさんで背中合わせに建つアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群が見えてくる。

　近代化が進む帝都の中心地とは異なり、アルカナ王家の宮殿は重じゆう厚こうで美び麗れいなゴシック様式を保持していた。広大な敷しき地ち内には群れを成すように建つ宮殿や、神々の黄金像を戴いただく三十二の尖せん塔とうのほかに、政府の中ちゆう枢すうである議事堂と帝国軍の総司令部が存在する。

　遠方に時計塔とうが見えた。

　それはアルカナ・グランデ帝国の技術改新と経済発展の象しよう徴ちようだった。

　宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが産業革命の幕開けを導き出す。そして、国家の資産を莫ばく大だいなものとし、科学力と強大な軍事力を手にした帝国の人間たちは──魔物との共存共栄の道を完全に棄すてた。

　オリビエは強い恨みと憎ぞう悪おを籠こめて時計塔を睨にらみつける。

　──絶対にぶっ壊こわしてやる……。

　ネロは、帝国の人間の誇ほこりである時計塔も破壊すると決めていた。彼が魔物たちのための新時代を拓ひらくその日に、時計塔は崩ほう壊かいするのだ。

　宮殿群の大正門を通り抜ぬけ、議事堂に入るときは、さすがに緊きん張ちようを隠せなかった。

　議長が席につくと同時にガーディアンが立ち上がったことに、オリビエも議事堂にいる者たちも驚おどろいた。驚いていないのはフォンティーンとレスターだけで、しゃがんだレスターがトランクを開け、中に入っているタイプライターの微び調ちよう整せいをする。

　ガーディアンが睥へい睨げいしながら言った。

「先日の魔海域およびデュシス・エンドにおける魔物狩りに筆頭バトラーは強い不快感を示した。ドラゴンギルドは正式に抗こう議ぎする」

「えっ……!?」

　その内容に驚愕する。レスターがタイプライターを打ちはじめると、すぐに軍人と議員が怒鳴りつけてきた。

「おい！　バトラー！　きさまなにをしている!?　今すぐ手を止めろ！」

「レスターっ、言われてるぞ、やめろよっ、みんな見てるじゃねえか！」

「本日、私はリーゼさんより議事録作成の業務命令を受けています。一言一句漏もらすなと」

　軍人らが向けてくる雑言をすべて聞き取り、ガシャガシャガシャと高速でタイプライターを打ち、オリビエと話す──有能で変わり者の中ちゆう堅けんバトラーはみっつの作業を同時に進めた。

「怯ひるみを見せてはいけません。我々はドラゴンギルドのバトラーで、すぐ近くに竜が二機もいます。従って恐きよう怖ふを感じる理由はありません。今から対応方法を教えます。一度しか言いませんので憶おぼえてください。『帝国軍による竜とバトラーへの直接命令および干かん渉しようは禁止されています。私たちは業務を遂すい行こうします』と言ってください」

「……っ。なんで、俺が」

「対応できませんか？　オリビエならできると思って、リーゼさんに推挙したのですが。私は私の目め利ききが誤っているとは思いません」

　人間たちの怒ど号ごうもタイプライターの音も止まらない。オリビエは自棄やけになって言った。

「帝国軍による竜とバトラーへの直接命令および干渉は禁止されています。俺たちは業務を遂行しま、す──」

「なんだときさま！　バトラーの分際で！」

「干渉などするか！　邪じや魔まだっ、出て行け！」

　言い終わらないうちに怒鳴りつけられた。レスターは気にしていない。

「けっこうです。まっすぐ前を見ておいてください。視線を揺ゆらさないことです」

「前って……どこ見りゃいいんだよ」

　人間などに気け圧おされたくないが、視界いっぱいに軍人たちの顔があって、どうしても目が泳いでしまう。タイプライターを打つ手をいっさい止めないレスターは「竜りゆうを」とだけ言った。

　オリビエはガーディアンを見る。金の瞳ひとみと視線が深く絡からみ合う。

「……！」

　途と端たんに身体からだの震えが止まったから不思議だった。ガーディアンはオリビエの瞳をとらえたまま不敵な笑えみを浮うかべて人間たちに言い放つ。

「おまえたちはバトラーに喚わめくしか能がないのか？　相も変わらず矮わい小しようだ。議会を進めろ」

　馬ば鹿かにしきった挑ちよう発はつ的な物言いに、議員と軍人たちは標的をバトラーから竜に変える。耳を塞ふさぎたくなるような怒号がガーディアンとフォンティーンに浴びせかけられる。

「ほざけっ、いつまで経たっても不敬を学ばぬ下等な魔物め！」

「帝国の番犬として飼ってやっていることを忘れるな!!」

　ギルドと竜が憎にくいオリビエですら聞いていて気分が悪くなった。だが悠ゆう々ゆうと着席したガーディアンはフォンティーンと言葉を交かわし、笑い合う余よ裕ゆうまで見せる。

　罵ば詈りが一通り放たれると、議長が木槌ギヤベルをコンコンと打ってようやく次の議題へ移る。レスターは手早く書類を纏まとめて、タイプライターが入ったトランクを閉めて立ち上がった。

「お疲つかれさまでした。本日の竜の任務と私たちのサポートは終しゆう了りようです」

「竜の、任務……？　わからねえ。なにがなんだか……」

「数年前から実行している、議会におけるリーゼさんの特別任務です。竜に抗議させ、あらゆる雑言と冷れい嘲ちよう熱ねつ罵ばを受けさせるのです。すると不思議なことに、しばらく魔物狩りがおさまります。しかしこの任務は誰だれでもできるわけではありません。サリバンは切れますしバーチェスも暴れます。シーモアやキュレネーは傷ついて巣から出てこなくなります。サロメは根に持つのでやや不向きです。忍にん耐たい強づよく且かつ冷静なガーディアンとフォンティーンが適任です。これでしばらくのあいだ魔物狩りは行われないでしょう」

「ほ、本当に？　本当に魔物狩りはなくなるのか？」

「はい。ただ、しばらくのあいだですが。いずれまた魔物狩りは行われます。帝国軍は当社の力が及およばない最さい西せい端たんと魔海域を主な標的としているようですが、それにしてもなぜここまで執しつ拗ようなのかが謎なぞです。デュシス・エンドや魔海域の海底に金脈でもあるのでしょうか」

「金脈？　デュシス・エンドにそんなもの──」

　絶対ないと言いかけて、オリビエは驚いて口を噤つぐむ。

　壁かべに凭もたれたレスターは立ったまま眠ねむっていた。つい今まで高速でタイプライターを打ちながら指示を出していたのに。

「………」

　オリビエはゆっくり壁に凭れ、溜ため息をつく。

　戸と惑まどいが、なかなか消えてくれない。

　確かに魔物狩りが止やむ時期があった。二、三年ほど前からと記き憶おくしている。デュシス・エンドに棲すむ魔物たちにとっては雨が降るよりも嬉うれしいことだった。

　それが、まさかドラゴンギルドによって齎もたらされていたとは──たった今、現場を見たオリビエでさえすぐには信じられなかった。

　オリビエたちの知らないところで、竜は魔物を守るために戦っているということだろうか。

　戦う場所が、魔物狩りの最前線から議会に変わったということだろうか。

　よくわからない。言葉にあらわしがたい奇き妙みような心持ちのまま、オリビエはガーディアンの広い背を見つめつづけた。

　議会が終了した午後五時四十分──。

　議事堂を出て宮殿群の大正門を抜け、ドラゴンギルドへつづく道を歩いていく。

　マッチを持っているくせに、紙巻き煙草シガレツトを咥くわえたガーディアンは十五テナー（約二百センチ）ある長ちよう軀くをわざわざ屈かがめて火を求めてくる。しかしこれはバトラーの基本的な仕事なのでオリビエは黙だまってマッチを取り出し、煙草に火をつけた。

　煙草などという嗜し好こう品はデュシス・エンドにはほとんどない。強きよう烈れつな甘い薫かおりが漂ただよってきて、ゴホッゴホッと咳せき込む。

「なんだこの匂におい。こんな甘ったるいのがいいのか」

「いいや。オリビエはバターケーキを毎朝食べているだろう？　クリームが大量に挟まって嵩かさ高くなった、見るだけで喉のどが灼やけそうな、あれだ」

　確かにオリビエはクリームがたっぷり挟まったバターケーキを毎朝食べている。

　デュシス・エンドには存在しないもので、食堂で初めて食べたとき、芳ほう醇じゆんなバターの香かおりとかつてない甘さに、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを覚えた。次に帰郷するときは山盛りのバターケーキを用意して、幼生体や御お婆ばばたちにたらふく食べさせてやると決めている。

　同じテーブルで朝食をとるテオに「毎日同じもの食ってて飽あきねぇ？　しかもそんな甘いやつ」と訊きかれたことはあるが、ガーディアンに知られているとは思ってもいなかった。

「……それがどうしたんだよ」

「おまえが相当な甘いもの好きだとわかったから、ハーシュホーン通りへ行って煙草屋の主人に最も甘い薫りがするシガレットを用意させた。これでいつでもオリビエの好きな甘いキスができる。あとで試ためしてみよう」

　オリビエは目を剝むいて思いきり引いてしまった。

　なぜ恥はずかしげもなく言えるのか？　オリビエがバターケーキを食べることがどうして煙草の銘めい柄がらを変えることにつながるのか、キスを試す必要がどこにあるのか、まったく以もつてわからない。鼻につく気き障ざな台詞せりふもガーディアンにかかれば乙女おとめらが頰ほおを染める甘いささやきに変わるから、この風竜の美び貌ぼうと誑たらし具合は凶きよう悪あくだな……などと、どうでもいいことを真ま面じ目めに考察してしまう。

　憎まれ口ひとつ返せずに視線を逸そらしたオリビエは、そこに広がる夕暮れの風景に足を止めた。

　宮きゆう殿でん群に程ほど近ちかい国立植物園や高級住宅街は仄ほの暗ぐらく、ガス灯が立ち並ぶ中心街はオレンジ色に輝かがやく水みず溜たまりに建っているように見えた。蜘蛛くもの巣みたいに張り巡めぐらされた道路を、ライトをつけた蒸気自動車やカンテラを吊つるした馬車が行き交かう。〝母なる大河〟と呼ばれるアーイルス川には異なる時代に架かけられたブリッジが八本あり、当時の建築技術と様式美を競きそい合っていた。

　そして灯あかりに包まれた巨きよ大だいな時計塔とうが、黄昏たそがれの空にくっきりと浮かぶ。

「………」

　行き道で見たものと同じなのに、今は恨うらみや憎ぞう悪およりも不思議な思いのほうがずっと強くて、一いつ瞬しゆんの眩暈めまいを覚えた。

　──そういやロージやセスたちは時計塔を塒ねぐらにしてるんだっけ……。

　ならば破は壊かいするのは少し難しいかもしれない。また真面目に考えるオリビエの隣となりにガーディアンが立ち、煙けむりを吐はきながら景色を眺ながめる。

「なにか気になるものがあるか？　時計塔？」

「いや、……べつに」

　前を歩くレスターの「先に帰りますよ。お疲れさまです」という声に、ガーディアンはシガレットを持った手を軽く上げて応こたえ、オリビエは辞じ儀ぎをした。二人になった途端、ガーディアンの声と紫し煙えんが一層甘ったるくなったように感じたのは気のせいだろうか。

「ベルガー商業地区へ食事に行くか？　レストランの予約を取るのもディナーの同どう伴はんもバトラーの仕事だ」

　オリビエは反射的に眉まゆをひそめて首を横に振ふる。遠くから眺めるくらいはできるが、大勢の人間や軍人が集まる帝てい都との中心街に立つことには強い拒きよ絶ぜつ感があった。

　しかしそのあとすぐに、矛む盾じゆんした行動を取ってしまったと気づく。

　軽度の記憶障害を患わずらっていて、ギルドと帝国軍とのやりとりに興味がない者はこのような反応をしない。それに、竜の要望に応じてレストランの予約を取るのはバトラーの基本的な仕事で、断ってはならないものだった。

　このままでは疑われてしまう──ひどく焦あせって見上げると、ガーディアンは気分を悪くすることも訝いぶかしむこともなく言った。

「ならばまたの機会に。いつでも行ける。ベルガー商業地区はやめてハーシュホーン通りのレストランにしよう。オリビエはハーシュホーン通りを知っているか？」

「知らない……」

「通つう称しよう〝魔ま物もの通り〟と呼ばれる、魔物の血を持つ者たちのための高級商店街だ。帝都にあるが人間には見つけられない。さまざまな店てん舗ぽがあるからオリビエも楽しめる。人間や軍人どもは絶対に入れないしな」

　オリビエの心を読み、安あん堵どさせるかのように、ガーディアンは言葉の最後を強調する。そうして手を取り、指を絡からませてきた。

「なんで手ぇつなぐんだ、放しやがれ」

　長い腕うでを引きちぎるつもりでぶんぶん振っても当然のようにびくともせず、ガーディアンを愉ゆ快かいにさせただけだった。肩かたを揺ゆらしてひとしきり笑うと、シガレットを喫のみ、長軀を屈めて甘ったるい煙をふうっと吹ふきかけてくる。

「竜りゆうの要望としよう。俺はバトラーのオリビエと指を絡ませていたい。夜が深くなっても、ずっとな……」

　オリビエはふたたび目を剝いて思いきり引いた。

　なんでいちいちスケベな言いかたすんだよ、普ふ通つうに言えねえのかよ──そう文句をつけたかったが、先ほど断ってはいけない竜の要望を瞬しゆん時じに撥はねつけてしまったオリビエは、「ぐぅ」と唸うなるしかできなかった。

　ガーディアンが食堂で夕食をとるのはかなり稀まれなことらしく、コックたちがざわついて厨ちゆう房ぼうから見てくるほどだった。

「レストランのような雰ふん囲い気きがいいな。今日は行くのをやめたから」

　にこにこ笑う竜の要望に応じてグラスやカトラリーを並べ、サラダ、スープ、魚ぎよ介かいと野菜のフリッター、二羽分のローストチキンを置く。グラスに白ワインを注ぐオリビエに向かって、ガーディアンが口を開けた。

　この妙みような動きになんの意味があるのだろうか。よくわからないまま隣りん席せきに座って食事をとろうとするオリビエに、「なにしてる、早く食べさせろ」などと言ってくる。

「なんでそんなことしなきゃならねえんだ。自分で食えよ、せっかくの料理が冷めるぞ」

「おまえ、オーキッドやシーモアには食べさせるくせに俺にはしないのか？　なんというあからさまな依え怙こ贔屓ひいき、ドラゴンギルドのバトラーにあるまじき行いだな」

「ぐ……」

　オーキッドに『ねえ。あーん、して？』とねだられて断れるバトラーは存在しませんとレスターが言っていたし、実際に断れない。シーモアはいつもケーキをホールで食べるが、なぜか四分の一くらいを食べ損そこねて落とす。悲ひ惨さんなほどベトベトになった軍服を脱ぬがせたり、この世の終わりが来たみたいに悲しむ土竜を全力で慰なぐさめたりと無む駄だに忙いそがしくなるから、それを避さけるために口へ放ほうり込んでいるだけだった。

「あいつらとおまえはぜんぜん違ちがうだろ……」

「ほう。なにがどう違う？　詳くわしく知りたい。ベッドで聞くとしよう。シガレットを喫んで甘いキスを試して、弟竜たちと俺の違いを聞いて、たっぷり性愛行為セツクスして……今夜は忙しい。早めに食事を終わらせたほうがよさそうだな、オリビエ？」

　誑し竜の話に逐ちく一いち反応する必要はないと思っているのに、腹立たしくも顔が真っ赤になったのがわかる。オリビエはローストチキンをわざと大きく切り分け、恥ずかしいことをしゃあしゃあと発する口に突つっ込んだ。

　からかって遊んでいるだけだと思っていたのに、ガーディアンはオリビエを巣に連れ込み、ひとつひとつを実行し、しかも全力を注ぎ込む。

「……んっ、んぅ」

「どうだ？　甘いか……？」

　ソファに座り、煙草たばこを喫むガーディアンに何度も口づけられては訊たずねられた。いやらしくて甘すぎるキスに頭がぼうっとする。寝しん台だいへ移動したときに不覚にも裸はだかにされ、挿そう入にゆうされた。ガーディアンは腰こしを揺らしながら「俺はなにがどう違う？」としつこくささやいてくる。

「はっ……、はぁっ……」

　竜の行為は激しくて長い。ようやく解放されたオリビエが呼吸を整えるあいだ、ガーディアンはまた紙巻き煙草を喫み、肌はだを撫なでてくる。キスをされすぎて麻ま痺ひしているせいか、咳せき込むこともなくなった。

　オリビエは、議事堂を出たときから訊きたかったことをようやく口にする。

「──な、ぁ……今日の、議会」

「議会？　なんだ？」

「あんな……めちゃくちゃ言われて、……腹立たないのか」

「特には。俺もフォンティーンも聞いてない。フォンの脳内は美魔ジユストのことでいっぱいだし、俺もおまえの中を愛あい撫ぶすることばかり考えてた。こんなふうにな」

「あ、あっ……、──やめ、ろっ」

　尻しりのあいだをいじってくる手を払はらうと、ガーディアンは「真ま面じ目めに話したほうがいいか？」と笑い、吸いさしをオリビエの唇くちびるに挟はさんでくる。

「デュシス・エンドや魔海域で今も魔ま物もの狩がりの憂うき目に遭あっている者たちのことを思えば、軍人の戯ざれ言を浴びるなど呼吸をする以上に易やすい。一時的とはいえ魔物狩りが止やむのなら喜んで浴びる。守護できないことのほうがよほど苦痛だ」

「………」

　オリビエが明確な違い和わ感かんを覚えたのは、おそらくこのときが最初だった。

『竜の一族が……誇ほこり高き魔物の統とう率そつ者が……帝国軍の軍士などに落ちぶれるとは』

『ドラゴンギルドは人間に阿おもねりデュシス・エンドを見捨てたんだ！』

　年老いた魔物たちは嘆なげき、若い魔物たちは激しく憤いきどおっていた。オリビエ自身も怒いかりを力に変えて生き抜ぬいてきた。

　でも、どこか違っているように感じる。

　ガーディアンの力強い言葉は、人間に媚こび諂へつらう魔物のものとは到とう底てい思えなかった。





親愛なるネロへ

バトラーは毎日、防護服を着て、発着ゲートで竜の身体からだを洗せん浄じようしたりチェックしたりする。これが一番危険な仕事らしい。確かに竜の巨きよ体たいに潰つぶされるかもしれないし、竜が猛もう毒どくとか瘴しよう気きとか持って帰ってくる。あと、竜の血がすごく危険だ。だから防護服を着るんだけど、これに細工できそうだよ。小さな穴を開けて、そこから竜の血が流れ込むようにするとか……。検討してみてほしい。






　覚えた仕事を復習するようにネロへ報告しているが、議事堂での出来事は伝えられずにいた。何度報告書を作ってもギルドを擁よう護ごしているように読めてしまう。

　そしてオリビエにはもうひとつ、報告できていないことがあった。

　日々寄せられる数多あまたの案件を捌さばき、政府や帝国軍と対たい峙じするドラゴンギルドはあまりにも忙しく、手を抜く者は誰だれ一人ひとりとしていない。

　多くの仕事を知り、竜たちが任務に真しん剣けんに取り組んでいることを知り、バトラーが彼らを支えていると身を以もつて経験し、『ドラゴンギルドは人間に阿っている』という確たる証しよう拠こをつかめないまま、瞬またたく間に一年が過ぎた。










　諜ちよう報ほう活動が二年目に入った春──。

　バトラーの仕事を一通り覚えて独り立ちしても、オリビエは元教育係レスターの助言を律りち儀ぎに守っていた。彼の教え通り、飼育小屋では幼生体の存在を気にせず粛しゆく々しゆくと作業することに務める。

　飼育小屋は花か香こうで満たされていた。掃そう除じ用具を運ぶオリビエのところにアンバーとジェイドが駆かけ寄ってくる。

「オリビエ、遊ぼうっ」

「掃除が終わったらな」

「じゃあそうじ終わったらすぐ教えて！　アンバー、花畑まで駆けっこしよ！」

「あっ、ジェイド待ってぇー」

　楽しそうに走っていく二機を見届けて白薔ば薇らの群生へ向かう。棘とげの先を切り、咲さききって萎しぼんだ薔薇を摘つみ取ってバケツに入れ、黙もく々もくと雑草を抜いた。

　小川の清せい掃そうをしなくてはいけないが、いつまで経たっても慣れない水量に尻しり込ごみしてしまう。

　テール・コートを脱いでブーツに履はき替かえ、デッキブラシを持ち、覚かく悟ごが決まるまで立っていると、うしろからフェアリーの小さな声がした。

「オリビエ、こわい？」

「や、怖こわくはないんだ。ただ、ちょっと……面めん食くらっちまう」

「わたし、お水となかよしだよ。いっしょに、いこ」

　フェアリーが手をつないでくる。幼生体とはいえ前まえ脚あしには水竜オンデイーヌ特有の蹼みずかきと、先の尖とがった鉤かぎ爪づめもある。でもオリビエの手が痛むことはなかった。

　代わりに胸がぎゅうっと痛くなる。この感覚はいったいなんだろう。

　一いつ緒しよに小川に入る。パシャ……と控ひかえめな音をさせて水と戯たわむれるフェアリーを少しのあいだ見守り、掃除を始めた。オンディーヌの幼生体は水面を乱すことなく近づいてくる。

「どうしてオリビエはお水がこわいの？」

「俺の故郷には水がないんだ」

「うそ」

「本当だよ。雨も一年に三回くらいしか降らない。だから大量の水になかなか慣れなくてさ」

「お水がなかったら、すごくたいへん……」

「うん、大変だ。でも、少ない水をみんなで分け合って生きてるよ」

　フェアリーはぱちぱちとまばたきしながら考える。

「わたし、大きくなったら、オリビエのおうちへ行って、お水をたくさん出すね」

「フェアリー」

「あっ……あのね、どうしたらお水をたくさん出せるのか、まだ知らないの……。でもサロメ兄さまたちにおしえてもらうから、だいじょうぶだよ」

　オリビエは初めて飼育小屋に入った日の出来事を鮮せん明めいに憶おぼえている。

　ここでのうのうと過ごしている幼生体たちのことを、気に食わないと思った。無知で非力な彼らはギルドの攪かく乱らんに利用できそうだとネロへ報告し、「幼生体を攫さらえ」という指示があれば、最も小さいフェアリーに手を伸のばすとまで考えた。

　あれから一年以上が経ち、オリビエと幼生体たちの関係は少しずつ変化してきている。三機の幼生体は魔物狩りがどれほど凄せい惨さんか知らないが、会ったことのない魔物たちを思いやる優やさしさを持っていた。

　両手を使えば簡単に縊くびれる、儚はかなげなフェアリーの細い首。そっと触ふれても、彼は以前のように警けい戒かいしたりしない。

「ありがとうな……。フェアリーが水を出してくれたら、みんな大喜びするよ。爺じいちゃんや婆ばあちゃんは泣くだろうな、めちゃくちゃ涙なみだもろいから」

　鴉からすの御お婆ばばやグリフィンの御お爺じじのことを思うだけでデュシス・エンドに帰りたくなるから、オリビエは心の中で苦く笑しようする。

　優しく撫でると、フェアリーは嬉うれしそうに微笑ほほえんで「早く大きくなるから、まっててね」とくっついてくる。スラックスが濡ぬれることなどなんとも思わなかった。

　竜の兄弟は皆みな、松の葉みたいな太く長いまつげを持っている。雫しずくを纏まとう水色のまつげに見入りながら[image: 鱗]うろこを撫なでるオリビエの耳に、芝しば生ふを踏ふむ足音が届いた。振ふり返るとアンバーとジェイドが前脚同士をつないで立っている。

「いいなぁ。オリビエ、ぼくも撫でて……」

「おれたちも入ろ！」

　ジェイドがアンバーを引っ張って小川に飛び込む。フェアリーより身体が大きい二機分の水みず飛沫しぶきが大量に舞まい、バシャバシャッと音を立てて降りかかってきた。

　顎あごやウェスト・コートの先から雫が落ち、オリビエの片脚あしにくっついたままのフェアリーはきゅっとまぶたを閉じて顔をぷるぷる振る。

「あっ。オリビエ大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんなさい」

「あはは！　みんなずぶ濡れ！」

「……俺に水をかけるとはいい度胸してるじゃねえか、ジェイド」

　濡れた黒くろ髪かみを搔かき上げたオリビエはデッキブラシを振りかざし、かっ、と目を見開いた。

「このやろ！　待ちやがれっ」

　キャアキャア騒さわぎながら逃にげるジェイドとアンバーを追いかけまわし、フェアリーに加勢させて水をかけ合う。もちろん岩や汀みぎわに付着した汚よごれを落とすことも忘れない。

　こうしてオリビエはバトラーの仕事を着実に覚え、ネロとともに立てた計画通りドラゴンギルドに溶とけ込んでいった。

『ところどころ思い出せませんが仕事も普ふ段だんの生活も大丈夫です』──軽度の記き憶おく障害を装いつづけた効果もあらわれる。それはオリビエにとって非常に都合のいいことだった。

　頻ひん繁ぱんに背の傷きず痕あとを気にかけていたジュストは「痛いとか痒かゆいとか、違い和わ感かんが出たらすぐ教えてね」と言って以降は症しよう状じようを確かく認にんしなくなり、リーゼも竜もバトラーたちもオリビエの過去を訊きいてこなくなった。

　一機のシルフィードを除いて──。

　毎日見ているとわかってくる。皆、気き性しようの荒あらい火竜・ナインヘルの孤こ立りつに気を取られているが、一歩引いて見ればよくわかる。ギルドから最も離はなれているのは、やはりガーディアンだ。

　この風竜はドラゴンギルドの破は壊かいに利用できる──身体をつなぐたび確信が強くなるから、オリビエはガーディアンとの関係をつづけていた。オリビエがうろたえるほどガーディアンが甘くなっても関係ない、これは謀ぼう略りやく活動のひとつに過ぎなかった。

「おまえは必ず窓に背中を向けて眠ねむってるな。そうして毎夜、俺が来るのを待っている。切なげな後ろ姿がたまらない」

「待ってるわけ、ねえだろっ……」

　気まぐれなシルフィードは「美しい鴉の寝しん所じよに忍しのび込むのがいいんだ」と明言している通り、自分の好きな時間に鍵かぎのない出窓から入室し、寝しん台だいに忍び入り、眠っていてもおかまいなしでオリビエの中に入ってくる。

　初めてのときに感じた恐きよう怖ふはなくなっても、ガーディアンのくどいほどの性愛行こう為いに夜ごと悩なやまされた。

「オリビエ、凄すごく悦いい……、ああ、達いく、また達く──」

「もう無理、だって、言っ、て──あっ、あ……っ！」

　断じて恋こい仲なかなどではない。それなのにガーディアンは向かい合って横たわり、睦むつ言ごとを交かわしたがる。御ご免めん蒙こうむりたいオリビエは長い行為が終わった直後で息も切れ切れだが、クッションにしがみついてガーディアンに背を向ける体勢を死守する。

　結果、後こう戯ぎを延々と受ける羽目になった。

　毎夜そうしているようにガーディアンはあの甘ったるい紙巻き煙草に火をつけ、一度だけ吸い込むとオリビエに咥くわえさせて、背の傷痕や腰こしや尻しりにまで口づけてくる。

「デュシス・エンドへ連れて行ってやろうか？　なにか思い出すかもしれない。仕事や生活に支障がないとはいえ記憶が抜ぬけ落ちているというのは心こころ許もとないものだろう？」

「………」

　ガーディアンが時折言うそれは、オリビエにとって最も魅み惑わく的な誘さそいだった。

　最近は帰巣本能が強く働いて、抑おさえることに苦労している。口を開けば「一度だけ連れて行ってくれ」と頼たのんでしまいそうになるから、紅あかい唇くちびるを嚙かみ、沈ちん黙もくで答えるしかなかった。

　オリビエが返事をしなくても、無視しても、ガーディアンは苛いら立だったりなどしない。

「思い出したくないならやめておくが。俺は明日、任務後に例の場所へ行ってくる」

「いいっ。……やめてくれ、とっくに諦あきらめてるから」

　例の場所とは、オリビエが両りよう翼よくを失って倒たおれていた、魔ま女じよの森とデュシス・エンドの中間地点のことを指している。

「俺は俺のものを捜さがし出すまでだ」

　オリビエの翼つばさはいつガーディアンのものになったのだろう。籠ろう絡らくしているつもりが、風竜の言動に翻ほん弄ろうされることが多くなる。

　一年半以上も経たつというのに、ガーディアンはまだ黒翼を諦めていない。歓かん楽らく街へ行くのは月に一、二回になり、翼の捜そう索さくに時間を割さいているようだった。

　機き嫌げんがいいガーディアンは背の至るところに唇を落とし、オリビエは甘い煙けむりに乗せて溜ため息を漏もらす。絶対に見つからないとわかっているものを捜させるのが心苦しくなっていて、でもやめさせる方法が思いつかなかった。　>>>♥

　オリビエがみずから翼を断たった事実と、『ドラゴンギルドの中ちゆう枢すう破は壊かい』という極きわめて重要な特命を帯びていることを伝えれば、あるいはガーディアンは加担するかもしれない。だが時期ではないことくらいはオリビエでも判断がつく。ネロの指示があるまで、この竜をつなぎ止めておく必要があった。










　ドラゴンギルドに潜せん入にゆうして丸二年が過ぎ、三年目に入った春──。

　バトラーのロニーと、防護服を管理していたアルバートがつづけて退職し、エリスとティモシーが入社してくる。オリビエはいつもより長い報告書を綴つづった。





親愛なるネロへ

二人のバトラーがいきなり消えた。仕事がきつくて逃げたらしい。

新しい奴やつが入ってきたけど、こいつらもすぐ辞やめそうだ。俺は防護服の管理を任されることになった。信用されてると思う。ネロの言う通り、動きやすくなってきたよ。でも気を抜かないようにする。

竜りゆうたちは相変わらず仲が悪い。竜母神ティアマトーは死んだはずなのに、サラマンダーは不死卵を取り戻もどすと言い張ってる。俺らが手を下さなくても、そのうち竜の一族は自じ滅めつするかもしれない。

なにか起きたらまたすぐ報告する。






『オリビエが適任と思われます。彼が荒いのは言こと葉ば遣づかいだけで、細かな仕事に長たけていますから。可か憐れんに見えてなかなかの根こん性じようの持ち主でもあります』──アルバートの後任の選出会議は筆頭バトラーと三人の中ちゆう堅けんバトラーで行われたが、レスターの提案に全員が賛同し、会議開始から五分も経たないうちに決まったという。

　オリビエは事務室の一角に設しつらえた簡易の席に座らされた。

「防護服に関する約三十年分の資料をすべてオリビエに渡わたします。アルバートは突とつ然ぜん退職したので私たちも引き継つぎを受けていません。疑問や問題が発生すれば都度、話し合って解決していきましょう。ぜひ、バトラーの命いのち綱づなである防護服のエキスパートになってください」

　どす、どさっ、と鈍にぶい音を立てて積まれていくファイルや書類の束に、「げぇ」と不服の声を出す。面めん倒どう極まりない業務を押しつけられたとうんざりして、しかしすぐに考え直した。

　これは一定の信しん頼らいを得られたということではないだろうか。

『信用を得たぶんだけオリビエが動きやすくなるからね』

『うん。信用されてから思いきり裏切ってやる。そのほうがダメージ大きいよね』──ネロと語り合ったことを思い出しながら資料をめくる。

　そして、想像もしていなかった凄せい絶ぜつな記録内容に目を瞠みはった。

　──ボス、何回死にかけてんだ……？

　ドラゴンギルド創立直後にリーゼが竜の血を浴びていた。強力な治ち癒ゆ・浄じよう化か作用がある水竜オンデイーヌの聖水でも回復できず、サリバンの精液を大量摂せつ取しゆすることによって命をつなぎ止めたと記き載さいされている。

　最も刮かつ目もくすべきは約三十年間にバトラーが三名も死亡していることだ。

　死因は、一名は竜の巨きよ体たいの下した敷じきになったことによる圧死、二名は竜の血が付着したことによる毒死。リーゼは十三年ほど前にも発着ゲートのバルコニー崩ほう壊かいに巻き込まれ、全身骨折と内ない臓ぞう破は裂れつに見み舞まわれている。ほか、バトラーに降りかかる労災事例は軽度のものから深刻なものまで数えきれないほどあった。

　たとえ死んでも本人とその家族は労働基準監かん督とく署しよに訴うつたえられない。オリビエもサインした雇こ用よう契けい約やく書の一行目に明記されている。結社の離り職しよく率が高いのは、執事バトラーという呼こ称しようから連想できない危険な作業が多くあるからだろう。

『発着ゲートでのバトラーの最重要業務は竜を綺き麗れいに磨みがき上げることではありません。〝死なないこと〟です』

『ゲートに立つことへの恐怖心に負けてギルドを去った子を、僕は何人も見てきたよ』

　レスターやジュストの言葉通り、死と隣となり合わせの業務に怯おびえ恐怖心に支配された者が突然姿を消す。アルバートやロニーのように。だがオリビエからすればバトラーの仕事など怖おじ気けづくに値あたいしなかった。

　──デュシス・エンドで生きることに比べりゃ何十倍も安全じゃねえか。ここを逃にげてった奴らは魔ま物もの狩がりがどれだけ恐おそろしいか知らねえんだ。

　わずかに苛立ちながら防護服の生き地じサンプルのファイルを開く。約三十年前だから無理もないが、ギルド創立当時の素材は専門知識がない者でもわかるほど粗そ悪あくだった。数か月に一度、業者と商談して素材を改良すると書かれている。

　せっかく得た信頼を失なくしては意味がない。オリビエは労災事例のすべてをネロへ報告し、防護服の管理方法を模も索さくしはじめた。

　一週間後、ハーシュホーン通りに工こう房ぼうを構える防護服業者がドラゴンギルドを訪問し、オリビエは緊きん張ちようしながらも初めての商談を終える。忘れないうちに商談内容を整理したいが、優先すべきはバトラーが午後から使用する防護服の点検で、チェック表を手に事務室へ急いだ。

「テオ、防護服にチェック済のタグがかかってないんですが、チェックしましたか？」

「あー……、まだしてねえや」

「お願いしていいですか？　俺もダブルチェックしたいので」

「うーん、……大だい丈じよう夫ぶじゃねえかなー。昨日もなんともなかったし。適当に頼むわ」

　危機感のない生返事に、かっと頭に血が上る。

　次の瞬しゆん間かんには紅あかい唇が勝手に動いていた。

「ふざけんなっ！」

　驚おどろいたテオが椅い子すから転げ落ちても止められず、オリビエは怒いかりに任せて捲まくし立てた。

「あんた人間だろっ、竜の血に触ふれたら即そく死しすんだぞ！　そっから先どうなるか考えたことあんのか？　みんなが次の日から普ふ通つうに仕事できると思うか？　自分の血でテオを死なせてしまった竜はどうなる？　それがオーキッドだった、らっ……。あいつだって耐たえられずに死んじまう。そこまで考えてたら手ぇ抜ぬくことなんか絶対できねえはずだ！」

　事務室が水を打ったように、シン……と静まり返る。

　レスターは無言で立ち上がり、ジュストは色の異なる瞳ひとみを大きく開いて、尻しりを床ゆかにぶつけたテオは「ご……ごめ、ん」とつぶやいた。

　中堅バトラーたちの視線を一身に浴びたところでようやく我に返る。

「あ……、お、俺……。──す、すみませんっ」

　オリビエは休きゆう憩けい室に駆かけ込んで煙草たばこに火をつけた。

　──なんで……俺、どうしたんだ……!?

　今の自分の言動が、まったく理解できない。

【竜の血がすごく危険だ。だから防護服を着るんだけど、これに細工できそうだよ。小さな穴を開けて、そこから竜の血が流れ込むようにするとか……。検討してみてほしい】──ネロへの報告書に記したことをはっきり憶おぼえている。

　ならばテオが防護服のチェックを怠おこたるのは好都合ではないか。発見できなかった穴から竜の血や劇薬が入ってテオが死に、ギルドが混乱に陥おちいる様子を、オリビエはただネロに報告すればいい。

　それなのに、どうしてか本気で苛いら立だちを覚えた。否いな、この瞬間、腹立たしく思っているのはテオのことではなく、矛む盾じゆんした行動を取った自分自身だ。

「なんなんだよ……っ」

　短くなった煙草を灰皿に押しつけて消し、二本目を咥くわえて火をつけたとき、二人の中堅バトラーが休憩室にやってきた。

「ジュストさん、どうぞ」

「ありがと」

　レスターはマッチを擦すってジュストのシガレットに火をつけ、そのあと自分の紙巻き煙草に火をつける。ウェスト・コート姿にトレードマークの腕貫アームカバーをしている元教育係は、もじゃもじゃの髪かみを搔かき、重じゆう厚こうで苦い紫し煙えんを吐はいた。

「オリビエの言ったことはなにもかもが正しく、防護服のチェックを怠ったテオは咎とがめられて当然です。ただ、言いかたがよくなかったですね。私、久しぶりに驚きました」

「僕も同感。ふふっ……テオってばオリビエに怒おこられて椅子から落ちて、そのあとボスにも叱しかられて、しょんぼりしちゃってる。ねぇオリビエ、これ喫のみ終わったらテオのとこ行こっか」

「……はい」

　いつもの洒しや々しや落らく々らくとしたレスターとジュストの甘い声のおかげで冷静さを取り戻もどすことができたオリビエは、火をつけたばかりの煙草を消した。

「俺、今すぐ謝ってきます。ジュストさん、レスターも、俺のせいで現場の空気が悪くなって、すみませんでした」

　二人にぺこりと辞じ儀ぎをして事務室へ走っていく。そして、自席で書類作成をしているテオには深々と頭を下げた。

「さっきは偉えらそうなことばっかり言ってしまってすみませんっ。口が悪いのは自覚してて、気をつけてるつもりだったんですが……。失礼なことして本当にすみません」

「いや、俺が悪かった。──じつは最近、リーゼさんに付いて発着スケジュール組む勉強しててさ……そっちばっかりに気を取られてた。ジュストとレスターは白けた目で見てくるわ、リーゼさんに『本ほん末まつ転てん倒とうだろうが！』ってギュウギュウに絞しぼられるわでへろへろだ」

「テオ、すごいですね！　あの複雑な発着スケジュールを任されるなんて」

　頭を上げて素す直なおに伝えると、神しん妙みような顔をしていたテオは持っているペンを右耳に挟はさみ、人差し指で鼻の下をこすりながら「まだ任されてねえんだけどな……へへ」と嬉うれしそうにする。

「防護服は今まで通り確かく認にんするつもりだけど、抜けそうで怖こわいからオリビエのスーパー・ケアフル・チェックお願いします」

「だめです。それとこれとは話が別です」

「おまえほんと冷淡クールだよなあ……。わかった、ちゃんとチェックする」

「お願いしますよ。悔くやしいですけど防護服のチェックを何重にしたって、オーキッドの血でテオが即死する可能性は零ゼロにならないんです。オーキッドを泣かせるような真似まねしたら許しません。ボスに加勢してテオのことボッコボコにしますんで」

「だぁ、俺に味方はいねえのかよぉー」

　大おお仰ぎような仕草で嘆なげくふりをするテオと、すうっと瞳を細めたオリビエは、一いつ拍ぱく置いて笑い合った。

　バトラーたちはそれぞれ新しい仕事に取り組んでいく。防護服の管理にやりがいを見み出いだしたオリビエは、あの日の矛盾した己おのれの行動に対して見て見ぬふりを決め込んだ。

　ネロからは【バトラーの労災事例は参考になる】との返事があった。

〝ネロ・フーリオ・レンヴィートル〟を名乗る彼はデュシス・エンドと周辺諸国を行き来し、士官学校で最新の兵法を学んでいる。然しかるべき時へ向けて、ネロにしかできない計画を進めているのだろう。

　最西端や魔海域で起こる魔物狩りの規模が大きくなると、リーゼは速すみやかに議会での特別任務を発令する。それをガーディアンとフォンティーンが実行しレスターとオリビエがサポートする態勢が、いつしかできあがっていた。

「帝てい国こく軍による竜りゆうとバトラーへの直接命令および干かん渉しようは禁止されています。俺たちは業務を遂すい行こうします」

　将校や高官らの怒ど号ごうに微み塵じんも怯ひるまず、ガーディアンと視線を絡からませて言いきる。タイプライターを高速で打つレスターが「完かん璧ぺきです」と短く褒ほめる。軍人を片かた端はしから殴なぐりたい衝しよう動どうに駆られるが、ガーディアンとフォンティーンに託たくすことだけが正しい。オリビエはよく弁わきまえ、竜のサポートに徹てつした。

　特別任務を遂行した日、耐えがたい罵ば声せいを浴びたというのに、ガーディアンは上じよう機き嫌げんでオリビエを巣に連れ込む。夕ゆう陽ひが沈しずまないうちから耽ふける性愛行こう為いは殊こと更さらに甘美なものだった。

「たまらなく悦いい……いつまでもオリビエの中で溶とけていたい。俺だけの美しい鴉──」

「あっ、あ……！　ガーディ、アンっ……」

　覚えさせられた快楽に溺おぼれて、うんざりするほどの甘いささやきも、所有をあらわす言葉も否定できない。

　これはギルドの中ちゆう枢すう破は壊かいに利用できる竜をつなぎ止めておくための行為。謀ぼう略りやく活動に過ぎないと割り切ってきたのに、なぜ難しくなったのだろう──わからないまま暑い夏が過ぎていった。

　秋が深まるころ、ナインヘルが「おれの魔ま女じよだ」と言ってアナベルを連れてくる。それからの目まぐるしい事態の展開に、オリビエは一日おきに報告書を作り、ロージやセスたち同どう胞ほうが総動員でネロへ届けた。

　やがてナインヘルとアナベルを中ちゆう軸じくとして竜の一族はティアマトーの不死卵を奪だつ還かんし、アルカナ・グランデ帝国によって〝死去〟と公式認にん定ていされていた竜母神が復活を遂とげる。

　その夜、オリビエは何度も報告書を作り直した。今まで迷いなく書けていたのに、こんなことは初めてだった。理由は分かっている。

　自身の胸きよう裏りに芽生えた、疑念──。

　魔ま物ものと帝国軍のあいだに立つドラゴンギルドの在りかたは真っ当で、小さな魔物たちなら死ぬほどの凄すさまじい屈くつ辱じよくをリーゼやガーディアンや竜の兄弟が受けていることが痛いほどよくわかる。

　──では自分たちは？

「俺たちがやろうとしていることは、本当に正しいことなのか……。ネロ……」

　オリビエには確かな信念と覚かく悟ごがあった。デュシス・エンドに棲む同胞のために、魔物たちの新時代を築こうとするネロの役に立つために、脇わき目めも振ふらず諜ちよう報ほう活動をおこなってきた。

　しかしオリビエはここに至って立ち止まる。

　立ち止まったオリビエのことを誰も待ってくれない。ガーディアンもネロもドラゴンギルドも──初めて目生えた恋心さえも。










　帝てい国こく暦れき一八七二年、春──。

　冬にひとつ歳としを重ね、二十一歳になったオリビエの諜報活動は四年目に入った。

『ここで長く過ごすことになってもかまわない、檻ギルドの内情を熟知し、選せん択たく肢しを増やし、その中から最も効果的な破は壊かい方法をネロに決めてもらう』──忘れもしない、十八歳のオリビエがそう考えたのはドラゴンギルドに潜せん入にゆうした翌夜のことだった。

　自身の中に存在する確かな信念と覚悟──決して揺ゆらがないはずのそれが、揺らいでしまったのだろうか。今は、三年以上も戻れていない灼しやく熱ねつの奇き岩がん地帯が懐なつかしく、幼生体たちが泣いていないか、御お爺じじや御お婆ばばが魔ま物もの狩がりから逃にげ果おおせているかが気にかかる。

　十八歳のオリビエは未熟だったのだと思う。眠ねむれないほどの気持ちの高ぶりを覚えたあの夜、自分たちの行動に疑念を抱いだく日が来るなどとは脳のう裏りを過よぎりもしなかった。

　戸と惑まどってばかりのオリビエを置き去りにして、帝国暦一八七二年の日々は流れていく。

　ガーディアンとの関係は、取り返しのつかないほど深いものになってしまっていた。

　風竜と鴉だけの時間が長くなり、ガーディアンは性愛行為のあとに愛あい撫ぶをしながら訊たずねてくるようになった。

「おまえはなにを秘ひめているんだろうな。たとえそれがどんな憂ゆう慮りよであっても、俺が必ず消し去ってやる。だから言ってみろ」

「べつ、に……なにも。……ガーディアンこそ」

　話を変えるのは穿せん鑿さくされたくないからでもあるが、気まぐれで余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした風竜の本心を知りたいと思っているからだった。

「ガーディアンこそ、なんか抱かかえてんじゃねえのか？　……ギルドのこと〝檻おり〟って言ってただろ。どういう意味なんだ？」

　ドラゴンギルドに潜入した翌日、人の姿をしたガーディアンと中庭で初めて会った。そのとき訊きこうとして叶かなわなかったことを訊ねると、ガーディアンは後こう戯ぎの手を止めて紙巻き煙草を唇くちびるに挟はさむ。オリビエはマッチを擦って火をつけた。

　肌に優やさしく触れてくるガーディアンは静かに語り、オリビエは耳を傾かたむける。

「ドラゴンギルドは俺にとって自由を奪うばう檻でしかなかった。創立当時、何度か脱退を試みて、リーゼと諍いさかうことも多かった。だが早い段階で気づいたんだ。ギルドで生きることが、竜に残された唯ゆい一いつの自由だと」

「………」

「俺が求める自由は、もうこの世界にはない。兄弟も今の生きかたを受け入れている。それでいいと思う。ただ、守護の本能を満たすための自由が足りていない。真の自由があれば、デュシス・エンドや魔海域へ今すぐにでも飛んで行けるというのに」

　自由を諦あきらめたガーディアンは、ドラゴンギルド以外の場所で夜を過ごすことを「ただの足搔あがきだ」と言い、困ったように笑う。シガレットを咥くわえる横顔には、誰にも見せないであろう寂せき寥りようがあった。

　不自由さを抱えるシルフィードの、その憂うれいを理解したつもりだった。でもどうしてかガーディアンが歓かん楽らく街へ行くと心が乱れてしまう。

「噓うそだろ……」

　嫉しつ妬とに苛さいなまれているなんて信じたくない。絶対に気づかれたくないのに、ガーディアンは容易たやすく見抜き、抱きしめてくる。

「歓楽街にあるのは娼しよう館かんだけではない。ティー・ハウス、レストラン、遊技場、演劇場もあるし、娼館よりも遥はるかに多くのパブが軒を連ねている。俺とバーチェスが行くのはパブや遊技場だ、娼館に用はない。俺が抱だきたいのはオリビエだけだからな……」

「知る、かよっ……おまえが誰を抱いたって俺には関係ないっ」

　苛いら立だちをぶつけてしまってもガーディアンは少しも怒おこることなく「可愛かわいいな。俺の美しい鴉……」と甘くささやいて抱きしめる力を強くする。長く逞たくましい腕に包まれて、安あん堵どし喜んでしまっている己おのれがいた。

　ギルドに潜入し、リーゼやジュストたちを欺あざむくのは簡単だった。仕事を覚え、ネロに報告する──なにもかも上手うまくいっているのに、ガーディアンのことだけが思うようにいかない。

　利用できる竜だと思った。でも近づいては駄だ目めな竜だった。今さら気づいても遅おそい。オリビエは後こう悔かいする。

　夏、突とつ然ぜんいなくなったティモシーと入れ替かわるように、脚あしを持つ人魚・メルヴィネが働きだした。彼をきっかけに、ドラゴンギルドと、海軍将校の皮を被かぶったバイロン王は人魚の一族を巡めぐって大規模な海戦を展開する。そののち竜と人魚は約二十年にわたる断絶を解消した。

　山積みの任務に魔ま海かい域いきの警けい邏らが加わっても、竜の兄弟は喜び、竜とバトラーは結束を一層強くする。毎夜オリビエの自室へ入ってくるガーディアンも守護の本能が満たされているのがよくわかった。

「ようやく魔海域を守護できる。あとはデュシス・エンドだけだな」

　この四年間で充じゆう分ぶんすぎるほど知った。

　デュシス・エンドは、決して見捨てられてなどいない。

　ガーディアンも竜の兄弟も、ギルドはデュシス・エンドまで手が届かないことを歯は痒がゆく思っている。そしてオリビエは、ままならない思いを抱えながら正せい攻こう法ほうで堂々と戦うことの心地ここちよさまで知ってしまった。

　熱望し、ネロに託してもらった、ドラゴンギルドの中ちゆう枢すう破壊。

　そのためにオリビエは翼つばさの切断を決意した。

　でも、もう破壊できそうにない。

　できないならネロに伝えるべきだ。

　ガーディアンをつなぎ止めておく必要もなくなり、関係を解消しなくてはならない。

　憧あこがれの魔ま狼ろうであるネロの役に立ちたい、ドラゴンギルドもガーディアンも傷つけたくない──激しく揺れるオリビエを打ちのめすような、残ざん酷こく極きわまりない大事変が勃ぼつ発ぱつする。

【黒い竜の正体判明！　帝国軍が改造した〝キマイラ・ドラゴン〟であった！】

【四十年にわたって繰くり返された禁断の錬れん金きん術じゆつ！　軍法会議が調査団の派は遣けんを決定】

【地下施し設せつで〝製造〟された魔物たち──ドラゴンギルド筆頭バトラー、生命の尊厳を問う】

　アルカナ・グランデ帝国を震しん撼かんさせた歴史的大事変。その経けい緯いをリーゼとリシュリーから聞き、新聞を読んだのは、オリビエが二十二歳になった真冬のことだった。

　リーゼが十一の訴そ訟しようを同時に起こしたころ、オリビエはネロへ長い報告書を綴つづった。

　──俺はなにを迷っていたんだ。

　目の醒さめる思いだった。帝国軍を絶対に許してはならない。やはり中枢から破壊しなくてはならない。怒いかりでペンを持つ手が震ふるえるほどだった。

　オリビエの報告書を読んだネロは、同胞らが魔物狩り以上の汚お辱じよくを受けたことに激げき怒どし、決起するだろう。その日時と方法が記き載さいされていると見込んだオリビエは、四日後に返ってきたネロからの書簡に急いで目を通す。

　そして、予想とまるで異なる内容に眉まゆをひそめた。





帝国軍に生きた魔物を提供したのは私だよ。キマイラ・ドラゴンは私たちの役に立つと思ったからね。グリフィン、ユニコーン、狗鷲ベールクト、鴉からす、獅し子し、大だい蛇じやを提供した。私が生後八年のときのことだ。

成体になったキマイラを横おう奪だつして操あやつるつもりでいたけれど、彼はギルドに与くみしたようだね。それでかまわない、予想通り筆頭バトラーが高等軍法会議に訴うつたえたなら、キマイラ・ドラゴン以上に価値あるものが私のもとに舞まい込んでくるだろう。

春にはきみのそばへ行くよ、オリビエ。






「なん、だ……これ……？」

　ネロがなにを伝えてきているのか理解できずに、オリビエは何度も読み返した。

　繰り返し読むうちに紙を持つ手がぶるぶると震えだす。居ても立ってもいられなくなり、握にぎり潰つぶした書簡をスラックスのポケットに入れて自室を飛び出した。

　後半に記されていた『キマイラ・ドラゴン以上に価値あるもの』という意味不明な言葉は今はどうでもいい。間ま違ちがいであってくれと願いながら、廊ろう下かを歩くジュストを呼び止めた。

「ジュストさんっ！」

「お疲つかれさま。なぁに？」

「ファウストの血、どんな魔物の血が混ざってましたか!?」

「えっ？　どうしたの急に」

　いつもならもっと上手うまく訊きく。でも今は形なり振ふりかまっていられなかった。

「すみません。少し、気になって。教えてもらうことはできますか？」

「ファウストくんの血ね……。完全な竜りゆうになったから、キマイラだったときの血液の成分もわかりにくくなってたんだ。判別できたのは、グリフィン・ユニコーン・魔鳥・ライオン・大蛇だったよ」

　ジュストはネロの書簡を読んだかのように、ほとんどの魔物を一いつ致ちさせた。

　魔物専門の医師としての能力が高い彼を以もつてしても判別できなかった〝魔鳥〟は、狗鷲と、そして鴉──。

　血の気が引ききって指先が痺しびれだす。オリビエは冷たくなった手で口くち許もとを覆おおい、胃液がせり上がってくるのを懸けん命めいに抑おさえ込んだ。

「オリビエと同郷の魔物もいる。でも犠ぎ牲せいになったとは思いたくないよね。今はファウストくんの一部になってフェンドールで暮らすみんなを守ってくれてるって、僕は信じてる」

　どこまでも優やさしいジュストは魔物たちのことを想おもって話しているに決まっている。しかし甘い声はやけに遠くから聞こえ、内容がまったく頭に入ってこなかった。

　かつてない衝しよう撃げきにオリビエはなす術すべもなく立ち尽つくした。

「オリビエ？　大だい丈じよう夫ぶ？　顔色がよくないね。もしかして背中の傷きず痕あとが痛んでる？」

「い、え……大丈夫です。教えてくれてありがとうございます」

　不自然なほど深く頭を下げ、そのまま走りだす。

　自室に入るなり灰皿をつかんでシャワールームへ行った。洗面台へ放った灰皿がカランと音を立てる。

「……、っ！」

　残酷に塗まみれた書簡を持っていたくない。もう二度と読みたくない、読まなくても悍おぞましい内容は脳のう裏りに焼きついてしまっている。震える手で書簡を滅め茶ちや苦く茶ちやに破って灰皿に入れ、火をつけたマッチを放ほうり入れた。

「ネロは間違ってる!!」

　オリビエは耐たえられずその場に頽くずおれた。炎ほのおがチリチリと音を立て、紙の燃える臭においが広がっていく。

　ガーディアンの涙なみだで治ち癒ゆしてもらった背の傷痕はこれまで一度も痛むことがなかった。

　その傷痕が、今になって激しく痛みだす。

「なんてことするんだっ!!　なんで……なんでだよっ、ネロ……！」

　見み目め麗うるわしい魔狼のアルファに手招きされたグリフィンや一角獣ユニコーンたちは喜んで近づいたに違いない。生け捕どりにされ、わけのわからないまま帝てい国こく軍に引き渡わたされた彼らの恐きよう怖ふと屈くつ辱じよくはどれほどのものだっただろう。

「うぅっ……！　うわあぁっ……」

　それは自身が経験してきた魔ま物もの狩がりを遥はるかに凌りよう駕がする酷こく悪あくだ。無念のうちに亡なくなっていった同どう胞ほうたちを想い、オリビエは慟どう哭こくした。

『手紙を送る、それがギルド潜せん入にゆう終しゆう了りようという大切な合図だ。必ず私自身がオリビエを迎むかえに行く』──心の拠より所としていた約束は恐怖に豹ひよう変へんする。

　ネロを今すぐ止めなくてはならないのに、混乱した頭では手立てがひとつも思い浮うかばない。

　今夜ガーディアンが来たら、後先考えずになにもかもを打ぶちまけてしまう。そのようなことをすればドラゴンギルドにいられなくなる。

　オリビエを睨にらんでくるガーディアンの、非難に満ちた金色の瞳ひとみ。想像するだけで恐おそろしかった。手帳を開いて紙を一枚ちぎり、ペンを走らせる。

【体調が悪くて寝ねてる。入ってこないでほしい】

　一度置いたペンをまた持ち、【ごめん】と書き加える。メモを窓ガラスに貼はり、残酷な現実から逃にげるように寝しん台だいへ入った。

　メフィストが孵ふ化かしたのはほどなくしてのことだった。目的のためなら魔物の命を簡単に犠牲にするあの男に、メフィストの存在を伝えたくなかった。

　そして、三百年に一度の〝青い月アジユール・ムーン〟が春の夜空を渡り、ジュストが魔女の呪のろいを解いた一週間後──オリビエは、信じがたい新聞記事を目にした。

【弱じやつ冠かん二十八歳！　陸軍新元げん帥すい誕生】

　大きな見出しとともに掲けい載さいされた、若き新元帥のモノクローム写真。歪いびつな形でネロと再会したオリビエは、『キマイラ・ドラゴン以上に価値あるもの』が、陸軍元帥の座を指していることを知った。

　帝てい国こく暦れき一八七三年、春──。ネロは〝レンヴィートル陸軍元帥〟となってアルカナ・グランデ帝国の中枢へ、ドラゴンギルドへ一気に接近する。





筆頭バトラーは噂うわさ通りの食えない男だ。そのぶん陥おとしいれ甲が斐いもある。

オリビエの報告にあった、土竜のアンバー。あれはずいぶん幼よう稚ちで腑ふ抜ぬけだね。すぐにでも操れそうだ。






「くそっ……畜ちく生しようっ！」

　ネロは手始めにアンバーを引き込もうとする。誰だれにもなにも言えない、回かい避ひする手立てもない、八はつ方ぽう塞ふさがりのオリビエは生きた心地ここちがしなかった。

　眠ねむるアンバーの手を強く握りしめて、ただひたすらに願った。

「こんなことになるなんて思ってなかった……。俺、心配で……あいつは本当に危険なんだ、できるだけ近づかないでくれ、頼たのむよ、アンバー──」

　アンバーは幼稚でも腑抜けでもない。純じゆん粋すい無む垢くで、非常に聡さとい竜だった。世界最強の魔物である彼はネロの〝魅み了りよう〟の魔ま力りよくに惑まどわされることなく、サージェント法務将校とともに要人連続殺人事件を解決へ導く。

　リーゼが事件解決と同時にアンバーとネロの面談を終しゆう了りようさせ、オリビエは心から安あん堵どした。

　しかし失敗に終わってもネロにまったく痛手がないことがわかる。大蛇の一族を自じ尽じんに追いやったあの男は今〝連続強ごう盗とう殺人事件〟を画策し、人間を操って有力者ばかりを殺害させている。約束の手紙など永遠に来なければいい。どうか忘れ去っていてくれと願わずにはいられなかった。

　ひどい頭痛がする。背の傷痕の痛みが強くなっていく──。







　　　　[image: †]




　その日の夕刻、アルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群に建つ館やかたで私的な晩ばん餐さん会が催もよおされた。

　レンヴィートル陸軍元帥が晩餐会に出席するのは三度目で、今日は王子らの達たつての願いで開かれたという。

　みっつのシャンデリアが輝かがやく晩餐の間の、椅い子すが十脚あしずつ向かい合う豪ごう奢しやなダイニングテーブルを囲むのは、第一王子アゼル、第二王子ケネス、第三王子エウリック。オーウェン枢すう密みつ院いん議長は終始微笑ほほえみ、ワインを立てつづけに飲んだフレイザー大将は禿はげ上がった頭の頂まで赤くしている。

　そしてレカレド・アーギベルス・オル・アルカナ──魔物と人間が棲せい息そくする広大な国の仮かり初そめの王は、運ばれてきた肉料理を美味うまそうに咀そ嚼しやくした。

　間もなくアルカナ王家が滅ほろび、人間の享きよう楽らくの時代が終しゆう焉えんすることも知らずに。

　魔ま狼ろうのアルファだけに与あたえられる、生き物の精神こころを掌しよう握あくする〝魅了〟の魔力。ネロがその魔力を使ってオーウェン枢密院議長を操あやつったのは、オリビエをドラゴンギルドへ送り込んだ直後のことだった。陸軍元帥となってすぐに、フレイザー大将と三人の王子も傀かい儡らいにした。特にエウリックは魔力がかかりすぎている。おめでたい第三王子はネロが「自尽を」と言えば、館の三階にあるこの部屋の窓から飛び降りるだろう。

　アルカナ大帝には敢あえて魔力を使っていない。

　この男だけは正気でいさせなくてはならない。あらゆる苦痛と屈辱を脳と身体からだに刻み込み、地じ獄ごくへ送るために。

　可愛かわいらしくて愚おろかなエウリックが身を乗り出してくる。

「ねえ、ネロ、次はサン・ノト王国の最新兵法を教えてくれない？」

「はい。難しくなりますが、殿でん下かがお望みでしたらいつでも」

「やった……！　陛下も一いつ緒しよに兵法を聞きませんか？　魔物狩りに役立つはずです！」

「ばか、陛下が魔物狩りなどされるはずがないだろう。奴やつらの穢けがれた血が御お召めし物に付いたらどうする。魔物狩りの陣じん頭とう指揮は私たち三人で充じゆう分ぶんだ」

「ははは！　なんと勇ましいっ、アルカナ・グランデ帝国は安あん泰たいですな！」

　長ちよう兄けいのアゼルが窘たしなめて次兄のケネスがうなずき、フレイザーは呵か々か大たい笑しようし、皆みなで笑う。

　ネロは魔狼の牙きばが伸のびてくるのを抑おさえ込んで、唇くちびるを笑えみの形にした。

　今こ宵よい、晩餐の間にいる者を鏖おう殺さつすることは極きわめて容易たやすいが、ここで実行してもさして意味はない。アルカナ王家が滅び帝国軍が壊かい滅めつし、魔物たちの新時代が来たことを国内外に知らしめる必要がある。待ちわびたその瞬しゆん間かんは、二週間後に迫せまっていた。

　三時間弱の晩餐を終え、馬車まで歩くオーウェン枢密院議長に同行する。

「帝てい都と警察は犯人検挙に手間取っておるようだな。ドラゴンギルドまで使し役えきしているというのに情けない。マリーレーヴェ殿下の成人祝賀式典までに収束できなければ総そう監かんの首が飛ぶ」

「どうしてもというときは歩兵中隊を動かしましょう」

「頼もしいな。──ああ、そうだ、殺害された市長の後任の件だが、特別措そ置ちによってそなたが推挙したエイモス氏に決まった」

「ありがとうございます」

「それだけ陛下が期待されているということだ。もちろん我ら枢密院も」

「はい。必ず御ご期き待たいにお応こたえいたします」

　恭うやうやしく辞じ儀ぎをして枢密院議長を見送る。

　私室へ入ったネロは内うち鍵かぎをかけて足早にバスルームへ向かい、胃に残っているものをすべて吐はき戻もどした。

「不味まずい」

　この帝てい国こくの人間が調理したものなど汚お泥でいと変わらず、それらを口に入れることほどネロにとって恥ち辱じよく的な責め苦はない。気が済むまで何度も口を漱すすぎ、窓辺へ歩いていく。

　外はまた雨が降りだしていた。魔狼の瞳は闇やみ夜よと濃のう霧むを切り裂さき、その先に聳そびえ立つ巨きよ大だいな岩山をとらえる。

「オリビエ──」

　この部屋を私室にしたのは、岩山を挟はさんで背中合わせに建つドラゴンギルドの端はしがわずかに見えるからだった。

　遥はるか遠方の異国にいたときのほうがまだ耐たえられた。雨あま粒つぶが流れ落ちる窓ガラスに触ふれ、搔かき毟むしるように指を動かす。こんなにも近いのに、届かない。

「私のオリビエ」

　晩餐のときには抑え込めた魔狼の牙が、歯は茎ぐきを割って生えてくる。オリビエに触れられないもどかしさから、爪つめが一気に伸びる。ネロは窓ガラスから手を離はなし乱暴にカーテンを閉めた。

　そして、執しつ務む机と寝しん台だいを仕切るカーテンをそっと開ける。

　豪奢な棚たなには、大きなガラス瓶びんしか置いていない。

　ガラス瓶の中には己おのれの命よりも大切な、鴉からすの黒こく翼よくがあった。

『翼はここに置いていく。ネロが持っていて』──オリビエがくれた至上の愛の言葉を、ネロは毎日のように思い起こす。彼の熱い想おもいと翼があったからこそ一時の別べつ離りを決断できた。

　腱けんが裂ける感かん触しよくとオリビエがあげた苦痛の声は今もネロの中に残っている。

　付け根から滴したたる血を舐なめ、翼を抱だいて千の夜を過ごした。

　ネロはいつもそうしているように、ドーム型のガラス蓋ぶたを開けて跪ひざまずき、翼に頰ほおずりをする。

「ようやくだ……やっとだよ、オリビエ」

　四年ものあいだ手放し、あの巨大な檻おりに置いてしまった。オリビエを連れ戻すために計画を急いだ。

　魔力を使ってオーウェン枢密院議長を操り、彼の縁えん者じやであるレンヴィートル侯こう爵しやくを洗脳して同家の養子になった。成体になる前から画策してきたキマイラ・ドラゴンが素す晴ばらしいタイミングで表おもて沙ざ汰たになり、陸軍元げん帥すいの座が転がり込んできたのは僥ぎよう倖こうと言っていい。

　二十年におよぶネロの悲願は果たされる。アルカナ王家の者を鏖殺し、帝国軍を中ちゆう枢すうから瓦が解かいさせ、ドラゴンギルドを破は壊かいする瞬間が二週間後に訪おとずれる。

　ネロはこれ以上ないほど丁てい寧ねいな手つきで両りよう翼よくから羽根を抜ぬき取り、執務机へ向かう。

　約束の手紙は、ひとことでいい。この一本の羽根だけでオリビエはすべてを理解する。

「ふふ……。もうすぐだよ、本当に、すぐだ。待っていて」

　手紙を見つめ紅あかい口くち許もとをほころばせるオリビエを想像して、笑う。

　ネロは恍こう惚こつに浸ひたりながら羽根の匂においを嗅かぎ、口づけを繰くり返した。







　　　　[image: †]




「……痛、っ」

　背の傷きず痕あとの疼うずきとひどい頭痛でオリビエは目を覚ました。

　やけに長い夢を見た。──否いな、キマイラ・ドラゴンの真実を知ったあの夜を境に、夢は日を追うごとに長く鮮せん明めいになり、傷痕の痛みも強くなっている。己が犯おかしてきた大罪から、ネロからは逃のがれられぬと言われているようだった。

　いつもより長い睡すい眠みんをとったのに、ずっと夢を見ていたせいで眠ねむった気がしない。体調が悪いが午前五時三十分を過ぎている。急がなくてはならなかった。

　寝台から出て手洗いを済ませ、洗面台で手と顔を洗う。鏡に映る翳かげった瞳ひとみを見つめ、紅い唇を嚙かんだ。

　あの男から翼を取り戻し、しがらみをなにもかも捨てて異国へ渡わたるんだ──そう思えたらどれほど楽だろう。でも、思えない。堂どう々どう巡めぐりに陥おちいっても断たち切ることができない。

　飢うえに苦しむ同どう胞ほうに水と食物を与えてくれたのはネロだった。デュシス・エンドに棲すむ魔物たちが絶望の最さ中なかにあっても今日まで生き抜いてこられたのは間ま違ちがいなくネロがいたからだ。

　故郷を捨てるなんて一いつ瞬しゆんも考えたことはなかった。デュシス・エンドに生まれた魔物は帰巣本能が強いが、本能などなくてもオリビエの心は西の最果ての地へ向いている。

　そして、ガーディアン──。

「……っ」

　美しい深緑色の[image: 鱗]うろこを持つシルフィードのことを想うと、ただでさえ纏まとまらない考えが滅め茶ちや苦く茶ちやになる。ガーディアン、ネロ、ドラゴンギルド、移ろう自身の思し惟いと心に、オリビエは雁がん字じ搦がらめになっていた。

　冷水で何度も顔を洗い、洗面台を離れて制服に着き替がえていると同胞が出窓にやってくる。

「オリビエ、おはよ」

「おはよう、ライラ、サリュ」

　オリビエがドラゴンギルドに潜せん入にゆうした当時はまだ幼生体だった彼女らは、この四年間で成体になり、ふたたび伝書役を担になってくれていた。成体になっても小こ柄がらなライラとサリュが肩かたや腕うでに乗ってくる。

　キマイラ・ドラゴンの真実を知って以来、オリビエの思考は揺ゆれ動いていた。

　ガーディアンにすべてを打ち明けて懺ざん悔げし、リーゼやジュストやレスターたちに謝罪できたら、許されなくてもオリビエの心は軽くなる。

　でもそれをネロに知られたら？　ライラもサリュも、ロージもセスも、鴉の一族はネロの強い魔ま力りよくによって自じ尽じんへ追い込まれるだろう。大だい蛇じやの一族と同じように。あるいは魔ま狼ろうたちに両翼を捥もがれ、絶命するまで地面をのたうつことになる。あまりにも恐おそろしくて、口を閉とざすしかなかった。

　サリュが黒い嘴くちばしでオリビエのシャツにそっと触れて、通つう信しん筒とうを付けた片脚あしを上げる。

「書簡を持ってきたよ」

「ネロさま、今朝はにこにこしてた」

「そうか。……よかった」

【今日、サージェント法務将校が来社した。ネロが三人の王子の教師になったと筆頭バトラーに報告。しばらく王子たちの様子を注視するとのこと】──昨夜セスたちに託たくした報告書は夜のうちにネロへ渡っている。今はあの男に不審を抱かせないことが最優先で、意味のない短文でも機き嫌げんが直ったことにほっとしながら丸まった紙を伸のばす。

　しかし、安あん堵どできたのは本当に一瞬だった。





今日の午後六時、檻ギルドの正門前に。使いを送るよ。

使いは軍人でも同胞でもない、ただの民間人だ。

オリビエは立っているだけでいいからね。






　不ふ吉きつな予感に肌はだが粟あわ立だつ。ネロがレンヴィートル陸軍元帥となって約二か月、とうとうオリビエを動かしてきた。なんの手立ても思い浮かばず惑まどっているあいだにネロが詰つめ寄ってくる。魔狼の鉤かぎ爪づめはもうオリビエの襟えり首くびにかかっているように思われた。

「今日の夜はネロさまにお手紙ある？」

「ない」

「えっ……オリビエ？」

　低い声で即そく答とうしてしまい、ライラとサリュが身体からだをびくりと動かす。オリビエは机に置いているふたつの小さな紙かみ袋ぶくろをそれぞれに渡して無理やり微笑ほほえんだ。

「昨夜、報告書を届けたばかりだから今夜はないんだ。ありがとう。……これ、朝飯。みんなで食べて。ライラもサリュも、魔ま物ものだって気づかれないようにね。みんなにも伝えてくれ」

「ありがとう！」

「オリビエも気をつけてね！」

　飛んで行くライラとサリュを見守り、その姿が屋根の向こうに消えてからオリビエは顔を歪ゆがませる。傷痕の痛みが引かなかった。

　ジュストに処方してもらった鎮ちん痛つう剤ざいは残り一包だった。それを飲み、レスターとエリスを起こすために自室を出た。

　食堂にガーディアンの姿はなく、口の中を肉料理でいっぱいにしたバーチェスが片手を上げて挨あい拶さつしてくる。オリビエは軽くうなずき、瞳で応こたえた。

『隣となりに座れよ、オリビエ』『いらねえ。間に合ってる』『つれないな』──毎朝のやりとりをしないのは久しぶりで、余計に調子を狂くるわされた。

　昨夜、遠えん征せい地に駐ちゆう留りゆうしたガーディアンが緊きん急きゆう案件を受けて移動し、そのまま今日の通常任務へ向かったことは、朝の打ち合わせで配られる【任務地一覧】で知った。そして今夜は帝てい都とから離はなれた商業都市の夜間警固を担当する。

　──いつ帰ってくるんだよ。

　たった二夜会わないだけで心がざわめく。

　ガーディアンは一いつ旦たんギルドに帰き還かんするのだから、脱だつ衣い室で会える可能性も残っていた。いずれにせよ明日の朝には食堂で『隣に座れよ、オリビエ』『いらねえ。間に合ってる』と言葉を交かわす。わかっているのに不安が拭ぬぐえない。それどころか募つのるばかりだった。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　リーゼの声が聞こえて、オリビエは無理やり気持ちを切り替かえる。今日はキュレネーの担当バトラーだから彼だけに集中したかった。

「帰還したらアフタヌーン・ティーにするか？」

「うん。……あのね、オリビエ。今日シャハトの帰還が遅おそいの」

「じゃあ夕飯も一いつ緒しよな。今夜の魚料理はなんだろうな？　コックに訊きいとくよ」

　受け取った軍服を腕にかけながらすぐ言うと、寂さみしそうにしていたキュレネーが表情を明るくする。

　竜りゆうに任務を遂すい行こうさせ、彼らを最優先とし、決して独りにしない──四年間で叩たたき込まれたバトラーとしての言動が驚おどろくほど自然にあらわれる。おかげで少し不安が拭えた気がした。

「怪け我がしないように気をつけてくれよ、出血は厳禁だ。任務を遂行して帰ってきてくれ」

「ありがとう。行ってきます」

　キュレネーを見送り、脱衣室の整理を始める。ばらばらになっている三社分の新聞を重ねたとき、信じがたい見出しを目にした。

【エイモス新市長就任。レンヴィートル陸軍元げん帥すいが推挙。英気あふれる若き市長に期待】

　新聞に載のっている新市長の顔を見たことがあった。三十代前半の人間の男にしか見えないがオリビエにはわかる。同郷の──魔狼だ。やはりネロは確実に要所を押さえつつある。

　──どうする、どうしたらいい……！

　鎮痛剤が効かない。ドク、ドク、と背の傷痕が爛ただれて脈打つような錯さつ覚かくに陥る。

　今日ほど仕事に集中できない日はなかった。キマイラ・ドラゴンの真実を知り泣き崩くずれた翌日でさえ、もう少し自分を騙だましながら働けた。

　掃そう除じにまったく身が入らないまま午前中が過ぎ、一人で昼食をとるあいだもネロと魔狼のことに囚とらわれる。

　ロッカールームに吊つっている防護服にはすべてチェック済のタグがかかっていた。

　バトラーが着用できるのはオリビエが再点検した防護服だけだった。要かなめの業務に集中したいのに、いつもと同じ動きができない。ひどくもたついて時間ばかりが過ぎていく。

　ロッカールームに入ってきたジュストが、ハンガーに手を伸ばしながら軽快な声で言った。

「ダブルチェックありがと。シーモアくん帰還するよ、第二ゲート行こう」

「ま、待ってくださいっ。……チェック、まだです」

「えっ？　うそ」

「すみません、すぐします」

　驚くジュストの視線を背に受けながら急いで終わらせた再点検は、自身に苛いら立だちを覚えるほど杜ず撰さんなものになった。

『第二ゲートにシーモアが帰還します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一旦下がってください』

　防護服やゴーグルを装着したジュストとオリビエは、カンカンと音を立てて鉄骨階段を上り、アナウンスが響ひびくバルコニーに立つ。

　不備があったらどうしよう、俺のせいで誰だれかが毒物や瘴しよう気きにやられたらどうしよう──そればかり気になって、誘ゆう導どう灯とうをつけるという簡単な作業さえタイミングがずれてしまった。

「もうシーモアくん見えてるよ。早く誘導灯つけてあげて」

「はい、すみません」

　焦あせりが更さらなる失態を引き起こす。ゲートに着陸したシーモアの巨きよ体たいに飛び乗ったとき、ゴーグル越ごしの視界が激しく揺れた。一いつ瞬しゆんで天地が逆さまになり、オリビエは頭から落下した。

「うわっ……！」

「オリビエっ」

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　シーモアが前まえ脚あしで受け止めてくれていなかったら、頭を硬かたい床ゆかで強打していたか、下手をすれば首の骨を折っていただろう。

「シーモア……。あ、ありがとうな……」

「怪我がなくて本当によかった」

　また足を滑すべらせてしまったらと思うと、シーモアの身体に登ることができなかった。オリビエは床を走りまわって琥こ珀はく色いろの[image: 鱗]うろこを磨みがき、努めていつも通り報告する。

「ジュストさん、洗せん浄じよう完かん了りようしました。シーモアお疲つかれ」

「オーケー。シーモアくん、脱衣室へ入って大丈夫だよ。任務遂行ご苦労さま」

「うんっ。ジュスト、オリビエ、ありがとう」

　シーモアが脱衣室へつづく通路へ入るところを見届けて、オリビエもバルコニーから立ち去った。ロッカールームで防護服を脱ぬぎ、【使用済み／要浄じよう化か】と書かれた箱へ乱暴に投げ入れる。テール・コートをつかんで休きゆう憩けい室へ駆かけ込むと、丸椅い子すに座って煙草たばこを咥くわえた。

　そのようなことで朝から纏まとわりついている不吉な予感と焦しよう燥そうが消えるはずもない。でも喫のまずにはいられなかった。片脚あしを小刻みに揺ゆらしながら二本目に火をつけたとき、制服姿のジュストがあらわれる。

　普ふ段だんほとんど見せない険しい表情は、魔物専門の医師のものだった。

「背中、見せてごらん」

　いつもの甘い声でもない。断ったりごまかしたりする気力がなく、ウェスト・コートを脱ぎ、ジュストに背を向けてシャツをめくる。

「……ッ」

　背骨に触ふれられただけなのに、ビリッと強い痛みが走った。医師の声が低くなる。

「おかしいな、腫はれが引いてないね。薬、飲んでる？」

「はい」

「じゃあ効いてないってことだね。この症しよう状じようは今朝からじゃないでしょ。いつから？」

「四日くらい前、からです」

「なんですぐ言わないの？　部屋に戻もどって寝ねてて。別の薬を持っていくよ」

「キュレネーと夕飯まで約束してるので……すみません、薬だけ、もらってもいいですか」

　帰還したキュレネーのアフタヌーン・ティーに付き合い、一緒に夕食をとり、シャハトの巣へ送り届ける。

　そうしてオリビエは午後六時ちょうどに正門の前に立った。

　鮮あざやかな茜あかね空ぞらに暗あん灰かい色しよくの雨雲が浮うかぶ、奇き妙みような黄昏たそがれ時だった。湿しめり気を帯びた風が吹ふき抜ぬけていく。

　丸い身体からだの温和そうな郵便局員が自転車を漕こいで近づいてくる。

　至って平へい凡ぼんな日常の風景が、オリビエの瞳ひとみにはひどく不気味に映った。

「こんばんは。郵便ですよ」

「ご苦労さまです」

　郵便局員がなんの疑いも持たずオリビエの名すら確かく認にんしないのは、魔ま狼ろうのアルファだけが持つ〝魅み了りよう〟の魔力に操あやつられているからだろう。年季の入った配達鞄かばんから取り出した茶色い封ふう筒とうを手て渡わたしてくる。

「確かにお届けしました。それでは」

　帽ぼう子しのつばに手を添そえて会え釈しやくをした郵便局員が自転車を漕いで去っていく。

　なんの変へん哲てつもない、無地の封筒。それを持つ手が震ふるえだす。

　驟しゆう雨うが降りだし、ぱたぱたと音を立てて封筒に次々と丸い染しみができあがる。

　中になにが入っているかは、開かなくてもわかった。無地の封筒の中から、陸軍元帥の紋もん章しようが入った純白の封書が出てきた。

「──っ、……！」





私のオリビエ

四年も待たせてしまったことをどうか許してほしい。

二週間後に、迎むかえに行くよ。






　同封されていた一本の黒羽根。

　オリビエのものなのに、鴉からすの匂においがまったくしない。黒羽根からは濃こい魔狼の匂いがした。

　脚から力が抜け、その場にしゃがみ込む。大おお粒つぶの雨が打ちよう擲ちやくしてくるようだった。

　──だめだ、もう……。

　いつ何なん時どきもオリビエは装ってきた。軽度の記き憶おく障害、冷れい徹てつであること、ギルドと帝てい国こく軍とのやりとりにいっさい興味がないこと──。

　ガーディアンへの恋こい心ごころにまで、分厚い鋼はがねのような覆おおいをしてきたのに。

　でも、もう限界だ。これ以上は装うことができない。

「……ガーディアン」

　いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくとした美しい風竜シルフイードに、一目でいいから会いたかった。

　立ち上がり、小道をのろのろ歩いていく。祈いのるような思いで脱だつ衣い室の扉とびらを開けたけれど、そこにガーディアンの姿はない。扉を閉めて事務室へ入り、自席で事務作業をしているテオのところへ向かった。

「主任」

　髪かみをぐしゃぐしゃ搔かきながらペンを動かしているテオは「なんだー？」と生返事をしてオリビエを見上げ、ライトグレーの目を見開いた。

「おまえどうしたんだよ？　なんで濡ぬれてんだ？　顔も真っ蒼さおじゃねえか。今すぐジュストに診みてもらえ」

「さっき、ジュストさんに、薬もらいました……。すみません、竜の夜間警固の準備だけして、上がらせてもらおうと思ってたんですけど……できそうになくて」

「そんなのかまわねえから早く部屋に戻って寝ろ。ちゃんと拭ふけよ、風邪かぜこじらせるもとだぞ、明日も無理すんな」

「はい……。ありがとうございます。……失礼します」

　誰ともすれ違ちがわずに宿舎へ戻り、自室へ入って内うち鍵かぎをかける。忌いまわしい手紙も羽根も燃やしてしまいたい。だがその気力がなく、屑くず籠かごに叩たたきつけるように棄すてた。テール・コートを脱ぎリボンタイを外すと、ウェスト・コートも濡れた髪もそのままに寝しん台だいへ倒たおれ込む。

「うぅ……っ」

　言葉にならなくて唸うなり声が漏もれた。約束の手紙など永遠に来なければいい、どうか忘れ去っていてくれとひたすら願ったが、あの男が約束を忘れるはずがなかった。

　二週間後にネロが迎えにくる。

　オリビエは魔狼に無理やり手を取られ、振ふり返ったそこにドラゴンギルドは存在せず、瓦が礫れきの山だけがある──。

「嫌いやだっ、そんなの絶対だめだっ……！」

　かつて高こう揚ようしながら思い描えがいた風景は、今のオリビエには地じ獄ごく以外のなにものでもなかった。

　ガーディアンを、竜の兄弟やリーゼたちを裏切っている己おのれに強きよう烈れつな嫌けん悪おを覚えて、冷えた身体が震えだす。ネロの間違った大義が実行されつつあるのに止められないことも怖こわくてしかたない。

　この生活が終わり、ガーディアンから離はなれなくてはならないという恐おそろしい現実がオリビエを苛さいなんでくる。

「ガーディアン」

　彼に覚えさせられた紙巻き煙草の薫かおり。肌はだを撫なでてくる、美しい深緑色の[image: 鱗]が煌きらめく大きな手。いつもオリビエを困らせる甘いささやき。

　──これでいつでもオリビエの好きな甘いキスができる。あとで試ためしてみよう。

　──たまらなく悦いい……いつまでもオリビエの中で溶とけていたい。俺だけの美しい鴉。

　──たとえそれがどんな憂ゆう慮りよであっても、俺が必ず消し去ってやる。だから言ってみろ。

「離れ、たく……ない、……」

　ガーディアンと離れて生きる自分の姿がどうしても思い描けなかった。

　ザァザァと雨の降りしきる音と、雫しずくがぱたぱたと緑葉を叩く音が聞こえる。黄昏時の驟雨は雷らい鳴めいを伴ともなう長雨となっていた。

　いつからだろう、鍵のない出窓に背を向けながらも風竜が来るのを待つようになったのは。

　オリビエは伏ふせている顔をゆっくり上げて出窓に視線を向け、息を吞のむ。そこに雫を滴したたらせて微笑ほほえむシルフィードがいた。

　──起きてるなんて珍めずらしいな。俺の帰りを待ってた？

「ガーディアンっ」

　しかしそれはオリビエが望む幻げん影えいで、実際は窓ガラスに雨の糸が伝い落ちるばかりだった。

　この雨は、遠く離れた場所にいるガーディアンの軍服や頰ほおも濡らしているに違いない。

　鳴りやまない遠雷に一層心を搔き乱される。

「ガーディアン……」

　オリビエは繰くり返し名を呼び、無理やり眠ねむりの淵ふちへ身を落としていった。

　夢の中の幼い鴉はいつも喉のどの渇かわきを覚えていた。

　容よう赦しやなく照りつける太陽と、消えない陽炎かげろう。乾かわいた瘦そう軀くに熱風が吹きつけ、ひび割れた赤土には己の翼つばさよりも黒い影かげが落ちる。帝国軍に蹂じゆう躙りんされた故郷に残っているのは見み渡わたす限りの奇き岩がんと失望だけで、ほかはなにもない。

　ふいに、なにもないはずのデュシス・エンドに瑞みず々みずしい風が吹いた。緑色の星ほし屑くずがきらきらと煌めき、鴉の羽う毛もうを撫でていく。天を仰あおいだ鴉は、失望の大地にも希望が存在することを知る。

　それは蒼そう穹きゆうにあっても燦さん然ぜんと輝かがやく深緑の巨きよ星せい。

　シルフィードだ──。










「ガーディアン、……」

　風竜の名をはっきり呼ぶ自身の声でオリビエはぱちっと目を覚ました。驚おどろいた勢いのまま上体を起こす。

　故郷の夢を見たけれど、いつもと異なる風景があった。つづきを見たいと思うような素す晴ばらしいその夢が、昨夜の混乱や恐きよう怖ふを薄うすくしてくれたと知る。

　──ガーディアン、帰ってきたかな……。

　長雨を降らせた暗雲は去り、狭せまい部屋は透とう明めい度の高い朝あさ陽ひで満たされている。オリビエは寝台をおりて鍵のない出窓を開けた。涙なみだの跡あとを強くこすって消し、美しく煌めく中庭を見つめ、そして考える。

　冬から春にかけて、オリビエはなにもできずに怯おびえるばかりだった。

　そこから一歩、踏ふみ出したい。ネロを止めるために。オリビエに力はなくても、ガーディアンにはある。

『たとえそれがどんな憂慮であっても、俺が必ず消し去ってやる。だから言ってみろ』

　ガーディアンがオリビエだけにくれた力強い言葉。昨夜も思い出したそれをもう一度思い起こす。彼はずっと、深緑色の[image: 鱗]うろこが浮うかぶ大きな手を差し伸のべてくれていた。その手を取ることをためらってしまっていたのはオリビエのほうだった。

「……羽根が」

　中庭から室内へ視線を向ける。昨夜、屑籠に叩きつけるように棄てたはずの羽根は、屑籠に入らず床ゆかに落ちたようだった。

　拾い上げた黒羽根を朝陽にあて、透すかし見る。

　オリビエには翼を断たつ勇気があった。ならば、自分たちが犯おかそうとしている大罪を、ガーディアンや皆みなを騙だましつづけてきた己の咎とがを打ち明ける勇気もあるはずだ。

　──今夜、ガーディアンに話そう。なにもかも、全部。

　ガーディアンは必ず最後まで話を聞いてくれる。怒おこったり蔑さげすんだりせずに。ガーディアンから離れ、ドラゴンギルドを去ることを想像すると胸が張り裂さけそうになるが、これまでの自身の行いが許せないなら、オリビエは裁きと罪を受けて然しかるべきだ。

　覚かく悟ごを決めると、失なくした翼が背に戻もどってきたみたいに心身が軽くなった。持っている黒羽根を屑籠には落とさず机に置く。

　制服に着き替がえ、準備を終えて鴉からすたちを待ったけれど今朝は誰だれも来なかった。オリビエはビスケットが入った紙かみ袋ぶくろを出窓の木き枠わくに置き、レスターとエリスを起こすために自室を出た。

　三人で食堂に入るといつもの席にガーディアンとバーチェスが座っていた。

　オリビエは、すん、と鼻を鳴らす。

　ガーディアンは白いシャツとサイドラインの入ったパンツを身につけて、軍服の上着は背せ凭もたれにかけていた。商業都市から戻ったその足で風ふ呂ろ場ばへ行ってシャワーを浴び、煙草たばこを一本だけ喫のんで食堂へ来たのだろう。開いた襟えりから石せつ鹼けんの匂においと、嗅かぎ慣れた甘い薫りがした。

　一晩中雨に打たれて警固をしていた疲つかれなどまったく見せない風竜シルフイードは、端たん整せいな顔に余よ裕ゆうの笑えみを浮かべて言う。

「隣となりに座れよ、オリビエ」

　いらねえ。間に合ってる──いつも通り返すつもりが、言葉が詰つまってしまう。ガーディアンは様子が違うことをすぐに察知したようだった。

「オリビエ？」

　早く伝えたい、でもここでは話せない。オリビエは微び笑しようを返してバトラーたちのテーブルへ向かった。

　午前七時──。脱だつ衣い室で朝の打ち合わせが始まり【任務地一覧】が配られる。癖くせが出て、自分の名を探すより先に上から四番目の欄らんを確かく認にんした。

【ガーディアン／カンブレー湾わんの塩害対策。広こう範はん囲いの除塩および潮風制せい御ぎよ】

【出動：午前七時三十分：第一ゲート／帰き還かん：午後三時予定：第二ゲート】

【議会：あり／担当バトラー：オリビエ】

　ありがたい偶ぐう然ぜんに、勤務中なのに思わず心を弾はずませてしまう。身勝手な捉とらえかたではあるけれど、己の罪を告白することを後押ししてくれているように感じられた。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　筆頭バトラーが出て行くと脱衣室はいつもの喧けん騒そうに包まれる。

　ガーディアンは気まぐれで、自分でさっさと裸はだかになるときもあれば指一本動かさないときもあった。今日は後者と気づいたオリビエは駆かけ寄って上着を受け取り、シャツのボタンを外していく。

「ガーディアン」

「なんだ」

　オリビエは手を止めて顔を上げ、綺き麗れいな金色の瞳ひとみをまっすぐ見つめて言った。

「今日、話したいことが……ガーディアンに聞いてほしいことがある」

　普ふ段だんはオリビエの荒あらっぽい言動をからかって楽しむガーディアンだけれど、大事なときは笑ったりしない。心配そうに柳りゆう眉びをひそめ、オリビエの瞳の高さまで長ちよう軀くを屈かがめてくる。英えい雄ゆう像みたいに整った貌かおが近づく。

「いま話さなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うん、大丈夫だ。ちょっと……じゃなくて、だいぶ長いし」

「わかった」

　ガーディアンは眉み間けんの皺しわを消し、誰が見てもわかるほど上じよう機き嫌げんになった。

「きちっと任務を終わらせて、議会も済ませて、オリビエの〝だいぶ長い〟話を聞こう」

　不自由さを抱かかえているガーディアンは、それでも仕事の手は絶対に抜ぬかない。魔ま物ものと人間と世界を守護するために任務と向き合う誠実な様子が、オリビエはとても好きだった。

「ありがとう」

　倣ならってオリビエも仕事に集中し、手早く軍服を脱ぬがせ、フロマン社の振ふり子時計を確認した。

「出動時間だ。怪け我がしないように気をつけてくれよ、出血は厳禁だ。本日のガーディアンの任務はカンブレー湾の塩害対策。広範囲の除塩および潮風制御。帰還予定は午後三時、第二ゲート。任務を遂すい行こうして帰ってきてくれ」

「行ってくる」

　発着ゲートへ向かう竜の、[image: 鱗]の浮かぶ広い背が通路の奥へ消えるまで見送り、アナウンスルームへ走っていく。

『第一ゲートよりガーディアンが出動します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一いつ旦たん下がってください』

　昨夜の、涙を伴ともなうほどの恐怖と懊おう悩のうが噓うそみたいだった。

　午前中はてきぱきとギルドじゅうを掃そう除じし、竜の巣をまわって備品の補ほ充じゆうとシーツ交こう換かんをする。つづいて防護服業者が持ってきた改良素材と新型のゴーグルを厳しい目で検品した。

　午後を少し過ぎたころに短い時間で昼食を済ませる。防護服のチェックをあとまわしにするアナベルとメルヴィネを叱しかりつけて、再点検をいつも通り丁てい寧ねいに念入りにおこなった。

　防護服やゴーグルを装着してテオとともに第二ゲートに立つ。誘ゆう導どう灯とうをつけ、着陸したガーディアンの巨きよ体たいに飛び乗る。テオがオーバーホールを進めるあいだに、オリビエは夥おびただしい塩と砂すな粒つぶが付着した[image: 鱗]をデッキブラシでごしごし磨みがいていった。

　午後三時五十分──。ガーディアンとオリビエ、フォンティーンとエリスは、議会に出席するためアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群へつづく舗ほ道どうを進む。前を歩く長軀の兄弟を眺ながめていると、隣でエリスが「ふぁーあ」と大あくびをした。

「議会中、寝ねるなよ」

「えーっ、オリビエの肩かたを借りようと思ってたのに！　早く犯罪組織が捕つかまるといいなぁ。マリーレーヴェさまの誕生会が近いし、アルカナ大帝陛下だって気が気じゃないよね」

「そうだな……」

「僕らも夜間警固してる竜に合わせて寝たり起きたり、寝不足ぎみだろ？　それなのに、このあとフォンティーンの機械いじりに付き合う僕の身にもなってよ。フォンってさ、『わかんないから説明しなくていいよ』って何回言っても機械の仕組みを説明したがるよね。催さい眠みんの呪じゆ文もんにしか聞こえなくて、たちまち〝眠ねむい眠い地じ獄ごく〟だよ。あー、つらい」

「ははっ、催眠の呪文か、確かにあれはつらいな」

「でしょ！　だから肩貸して」

「それとこれとは話が別だ」

「オリビエ厳しーぃ……」

　議事堂に入って竜たちが着席するのを見届け、一番うしろの壁かべ際ぎわにエリスと並んで立つ。

　元げん帥すいは通常議会に参加しないことが今のオリビエには大きな救いだった。前列に座っているサージェント法務将校が振り返ったので辞じ儀ぎしたあと、深い息をひとつつく。

　──もうすぐだ。

　一時間半もすれば議会は終わり、ようやくガーディアンにすべてを伝えられる。オリビエは逸はやる気持ちを抑おさえながら広い室内を見み渡わたし、……ぞっと肌はだを粟あわ立だてた。

　議事堂の席を埋うめる、新任と思おぼしき議員、若い将校たち──彼らの中に見知った顔が多くある。

　皆みな、人間に擬ぎ態たいした魔ま狼ろうだ。

　間ま違ちがいない、大だい蛇じやの一族に要人らを殺害させたネロが、元帥の権力を利用して後釜ポストに同どう胞ほうを据すえたのだろう。今ここに竜がいなければ、一いつ斉せいに行動を起こし議事堂内の人間を鏖おう殺さつできるまでの数が揃そろっている。

　中ちゆう枢すう破は壊かいの計画が着実に進行していることに愕がく然ぜんとした。昨日、新聞に載のっていた新市長もネロが手配した同胞だ。いったいどれほどの魔狼がどこまで及およんでいるのだろうか。

　──だめだっ……早くガーディアンに……。

　一刻も早く知ってほしい。オリビエは祈いのる思いで竜の広い背を見つめる。

　視線を感じ取ってくれたのだろうか、ガーディアンが振り返ろうとする。そのとき重じゆう厚こうな扉とびらが開いた。議長が入室した直後に突とつ如じよどよめきが起こり、エリスも驚おどろきの声をあげた。

「わぁ、王子さまたちだ！　珍めずらしいなぁ」

「え……？」

　エリスの声につられて、オリビエは視線を竜の背から扉のほうへ動かす。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいの中を歩くのは第一王子アゼル、第二王子ケネス、第三王子エウリック。そして最後に姿をあらわしたのは、純白の軍服を身に纏まとう若き陸軍元帥──。

「なんで……!?」

　気の抜けた拍はく手しゆをするエリスの隣となりで、オリビエは身を強こわ張ばらせた。

　レンヴィートル元帥の登場に議事堂内は異様な熱気に包まれ、ガーディアンとフォンティーン以外の全員が立ち上がる。

　強張っていた身体からだが震ふるえだした。なにより恐おそろしいのは、最も離はなれたところに立つネロが、何重にもなった議員と将校の壁かべをすり抜けて一直線にオリビエを見み据すえてきたことだった。

「──っ！」

　笑う魔狼の、ヘーゼル色の瞳にとらえられる。

　その瞬しゆん間かんめりめりと腱けんの裂さける幻げん聴ちようが聞こえた。

「オリビエ！」

　背に激痛が走って強い眩暈めまいに襲おそわれ、その場に倒たおれ込む。翼つばさはないのにふたたび捥もがれたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　耐たえられないほどの熱さも、烈れつ火かに焼かれるような感覚も、あの日と同じだった。

「ぅ……、うっ……！」

「どうしたの！　どこか痛いの!?」

「大丈夫、だ……大きな声、出したらだめだ……」

　そう言うので精せい一いつ杯ぱいだった。汗あせが噴ふき出てくる。議事堂にいる誰だれもが三人の王子とレンヴィートル元帥に見入っていてバトラーが倒れたことに気づかない。

　否いな、気づいてくれた。「どけ、通路を空けろ」という声と、ドラゴンギルド専用の長靴ロングブーツの音がカツカツと近づいてくる。床ゆかに倒れ伏ふすオリビエの頰ほおに、深緑色の[image: 鱗]うろこが浮うかぶ手が触ふれた。

「オリビエ、意識はあるか？」

「ガーディアンっ、どうしよう、急に倒れて震えだしたんだっ」

「俺が連れて帰ってジュストに診みせる。俺の涙なみだも飲ませるから心配するな。フォンには先に帰ると言っておいた。エリスも落ち着いて通常のバトラー業務にあたれ。いいな？」

「わ、わかった、ガーディアンありがと！　オリビエしっかり休んで！」

「エリ、ス……ごめん──」

　ガーディアンはオリビエを抱だき上げて議事堂を出る。連なる宮殿群の屋根を駆かけていく。

　ジュストに診せると言ったのはエリスを安心させるためだったのだろう。ドラゴンギルドに戻もどったガーディアンは岩がん壁ぺきを伝って大窓から巣に入り、ソファにオリビエを伏せさせた。

「熱、い……」

「脱げ」

　テール・コートとウェスト・コートを脱ぎ、リボンタイを外す。シャツを剝はいだガーディアンは背の傷きず痕あとを見て静かに驚いた。

「なぜこんなに腫はれている……？　涙を乞こえるか？」

「っ、……涙、落として、くれ……」

　ガーディアンの「いい仔こだ」という優やさしい声と、清冷な雫しずくが背に落ちてくる。

　傷痕の痛みは引いたが心は乱れたままだった。

　議事堂に来るなんて思ってなかった、絶対に会いたくなかったのに。あんな笑いかただっただろうか？　まるでアルカイック期の彫ちよう像ぞうみたいな──あきらかに様子がおかしいオリビエにガーディアンは訝いぶかしむ。

「なにがあった？　話したいことと関係があるんじゃないのか？」

「………」

「オリビエ、俺の目を見ろ」

　大きな手が頰にあてられ、上を向かされる。ガーディアンのまなざしはまっすぐで力強く、それを見つめるオリビエの瞳ひとみは揺ゆれていた。

　思し慮りよ深い竜りゆうは静かに告げる。

「記き憶おくが戻ったのか？　──最初から、失なくしてないのか」

「ガーディアンっ……」

　オリビエは逞たくましい腕うでに縋すがりつき、彼に最も望むことを口にした。

「……頼たのむ……俺を断罪してくれ」

「どういうことだ」

「俺はっ──、……諜報員スパイ、を……四年も」

「諜報員？　オリビエが？　なにを誰に伝達していた？」

「ギルドの内情や、機密を……ネロ、に……」

「誰だそいつは」

「ネロ・フーリオ・レンヴィートル……陸軍元帥──」

　間近にある金色の瞳が大きく見開かれる。

　折々に『おまえはなにを秘ひめているんだろうな』と訊たずねてくれたけれど、オリビエの正体が元帥の息がかかった諜報員などとは想像もしていなかっただろう。今ここで突つき飛ばされてもおかしくはなく、まぶたを閉じて裸はだかの上半身を強張らせた。

　竦すくめた肩かたに、風竜の匂においがする重みのあるものがかけられる。目を開いて見ると、それは軍服の上着だった。

「ゆっくりでいい。最初から話せ」

　ガーディアンは、驚きはしたが冷静さをいっさい失くさない。オリビエの言葉を疑うこともなく、怒いかりもせず侮ぶ蔑べつもせずに導いてくれる。

「ガーディアン」

　奇き岩がんと失望しかないデュシス・エンド。その蒼そう穹きゆうに燦さん然ぜんと輝かがやく深緑の巨きよ星せい──今朝の夢はオリビエに真実を示してきていた。〝希望〟という姿形のないものを形にしたら、美しい深緑色の[image: 鱗]を纏まとった強きよう[image: 靭]じんなシルフィードになると──。

　そしてオリビエは今、確信する。ガーディアンなら必ず、ネロたちによるアルカナ・グランデ帝てい国こくの壊かい滅めつという最悪の事態を回かい避ひし、デュシス・エンドの魔ま物ものを守護してくれる。

　すべて伝えたい、知ってほしい。その強い思いが、ドラゴンギルドを去る寂さみしさを凌りよう駕がする。

「聞いてくれ、ガーディアン。──ネロは、っ」

　順序立てて話すつもりだった。それなのに、四年ぶりに見た魔狼の瞳に邪じや魔まされる。あの冷れい酷こくなヘーゼル色の視線が精神を乱してくる。オリビエは軍服の上着を握にぎって言った。

「ネロの擬態は完かん璧ぺきで、魔物の匂いもまったくさせてない。でも魔狼のアルファだっ。あいつが元げん帥すいになったのは、帝国軍とアルカナ王家を、滅ほろぼして……〝魔物が人間を狩かる新時代〟を築くため、だっ……」

「なに──」

「新時代を作るネロに協力したくて俺はギルド潜せん入にゆうを志願した。グリフィンの爺じいちゃんや大おお蜥蜴とかげの婆ばあちゃんや、魔鳥のちびたちが怯おびえずに暮らせる時代になってほしかったから」

　灼しやく熱ねつの奇岩地帯で老ろう齢れいの魔物たちに育てられたこと、竜の守護が望めない中でネロだけがデュシス・エンドの支えだったこと、ネロが『魔物が思うまま生きられる時代を作る』と数多あまたの同胞を励はげまし、生かしてくれたこと──オリビエは混乱を懸けん命めいに抑おさえ込んで唇くちびるを動かした。

　だがキマイラ・ドラゴンの真実を語ろうとすると、その悍おぞましさに言葉が出せなくなった。

「冬に発覚した、研究……帝国軍がしてた、……ファウストの」

「魔物のキマイラ化の研究のことか？」

「う……。ネロが、それに、関かかわってた。同どう胞ほうを、い……生け、捕どりに、……それで、軍に」

「研究に関わっていた？　生け捕りにして、軍に？　──キマイラ化の研究をおこなっていた帝国軍に、魔ま狼ろうのアルファが生きた同胞らを提供した。オリビエはそう言いたいんだな？」

　ガーディアンは断だん片ぺん的な言葉を拾い集め、的確に把は握あくしてくれた。涙を堪こらえてうなずき、声を絞しぼり出す。

「帝国軍と接せつ触しよくしたときネロは生後八年だったって。確かに奴やつは成体になる前からデュシス・エンドを出て何日か戻らないことがあった。──でもまさか、そんな残ざん酷こくな真似まねしてるなんて……信じられねえ。俺、この現実がどうしても受け入れられねえんだ。同胞たちが……どれだけ怖こわかっただろうって思ったら……背中の傷が痛みだして、眠ねむれなくなった」

　オリビエを片かた腕うでで抱だき寄せる竜の長ちよう軀くが震えたのは、守護の本能が激しく苛さいなまれているからに違ちがいない。ガーディアンは苦痛なそれを堪えて「よく話してくれたな」と言ってくれた。

　オリビエだけでは抱かかえきれない恐きよう怖ふと悲ひ哀あいに満ちた真実を知ってもらえたことに安あん堵どして、ぐす、と鼻を鳴らす。

「アルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群に入り込んでるのはネロだけじゃない。さっきの議事堂に……軍人や議員に擬ぎ態たいした同胞が数えきれないくらいいた。周辺都市にも潜入してる。考えられるのは一いつ斉せい蜂ほう起きだけど……どのあたりまで魔狼が潜ひそんでるのか、魔狼以外の種族もいるのか、規模もなにもわからねえ……」

「一斉蜂起だと？　愚おろかな……殺さつ戮りくの歴史に殺戮を塗ぬり重ねてなんの意味がある。たとえアルカナ王家の者を鏖みなごろしにして帝国軍を撃げき滅めつしたとしても、国家と軍が消えることはない。新たな王家が勃ぼつ興こうするだけだ。しかしそれ以前に、リーゼと我ら竜の一族が許さない。同胞を手にかける者が築いた世界がどれほど劣れつ悪あくで脆もろいか、魔狼の最上位アルフアでありながらそんなことも想像できないのか？　浅せん慮りよも甚はなはだしい」

「ガーディアン、ネロはアルカナ王家と帝国軍のほかに竜の一族も標的にしてるんだ。俺がギルドに潜入した目的は諜報だけじゃない。いつか、ここを……破は壊かい、して……り、竜……を」

　知ってほしいのに恐おそろしくなってまた言葉に詰つまる。ガーディアンは手をつなぎ、落ち着いた声で確かく認にんしてくれた。

「オリビエがギルドに来たのは、機密を魔狼へ伝え最終的にここを破壊し、俺たち竜を滅めつするためだった。それで間ま違ちがいないか？」

　オリビエはうなずくと同時に「でも、できない、絶対したくない」と強く言いきった。

「働いてわかったんだ、デュシス・エンドは見捨てられてなんかねえって。ドラゴンギルドが守ろうとしてくれてるってわかった。でもそれが叶かなわないくらいアルカナ・グランデ帝国はでかくて……竜の兄弟に、ガーディアンに、本当の自由がなくて」

　オリビエは今になって、ガーディアンが自由を求めつづけ、そして諦あきらめた心の痛みを知る。

　竜の兄弟にとって守護が叶わず死傷した魔物を目まの当たりにするのは耐たえがたい苦痛だ。それなのに、オリビエは画策し、ガーディアンの精神と守護の本能を徒いたずらに傷つけてしまった。

「俺、ずっとガーディアンに謝りたかったんだっ……。例の場所での魔ま物もの狩がりも……竜に俺をギルドへ運ばせるために、ネロと俺で仕組んだ計画だった。計画を実行するとき、ネロは『必ず迎むかえに行く』と言ってた。昨日、手紙が届いて【二週間後に、迎えに行くよ】と書かれてて……二週間のうちにギルドの破壊方法を指示してくると思う」

「………」

「ガーディアン。酷ひどいことして、傷つけてごめん……俺の翼つばさは最初から例の場所に落ちてなかったんだ。ずっと言いたかったけど言えなくて、翼を捜さがしに行くガーディアンを見るのが心苦しくてたまらなかった」

「魔物狩りが偽ぎ装そうだったのなら……。──おまえ、翼をどうした？」

「ギルド潜入のために切るって決めた。でも自分じゃできねえから、ネロに頼んだ」

「なん、だと」

　そう言ったきり、驚きよう愕がくするガーディアンは言葉を失った。

　夕ゆう闇やみ色が漂ただよいはじめた風竜の巣に、束つかの間の沈ちん黙もくがおりてくる。

　形の美しい唇が震ふるえていた。ギリ、と牙きばの軋きしむ音がする。

　いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしていて気まぐれで、どこか冷めているガーディアン。絶句し怒りに震える彼の姿をオリビエは初めて見た。怖いけれど、それでも今だけはそばにいたい。

「許されるなんて思ってない。……でも、どうか鴉からすの一族を……デュシス・エンドのみんなを守ってほしい。俺だけじゃネロを止められねえから、ガーディアンに助けてほしい」

「オリビエっ……おまえ、翼を……なんということを──」

　悲痛な声で名を呼ぶガーディアンが滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いだき、背を撫なでてくる。

「ガーディアン……？」

「如何いかなる理由があろうともみずから翼を断たってはならないっ。母鳥がおまえだけに与あたえてくれた奇き跡せきだ、有ゆう翼よく種だけが持つ自由の証あかしなんだ。──だがオリビエに翼の切断を選ばせたのは俺の落ち度だ。許せ……」

　世界最強の有翼種である竜りゆうが、鴉の翼を守れなかったことをひどく悔くやむ。

「そんなことねえよ、ガーディアンのせいじゃない。俺が勝手に決めたこと、だ……」

「オリビエは、翼の悲鳴を聞かなかったか？　離はなれたくないという嘆なげきが聞こえただろう」

「……っ」

　キァ───……黒翼があげた痛切な悲鳴が鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　十八歳のオリビエは未熟で、離れたくないと嘆く翼に応こたえず、翼を断ったことを誇ほこりとさえ思っていた。魔物の新時代を築こうとするネロのためにドラゴンギルド潜入を志願し、翼の切断を決意した。その決意は魔物たちが安あん寧ねいを手に入れることに直結しているのだと──でも違う。ガーディアンの腕うでの中で、オリビエは初めて黒翼を失なくした悲しみを知った。

　悔かい恨こんの念を抱くガーディアンは、それでも怒りを募つのらせていた。シャツの下で、[image: 鱗]うろこが激しく逆立っていく。

「鴉の一族は俺が必ず守る。デュシス・エンドの魔物たちも。だが魔狼のアルファは殺す」

　恐ろしい言葉が聞こえ、顔を上げた。竜の瞳ひとみは縦長の瞳どう孔こうが限界まで狭せまくなっている。

「ガーディアン」

　オリビエは、かつてない怒いかりが自身に向けられていることに気づいた。

「なぜ魔狼が翼を持っている!?」

「あ、あいつは翼を持ってない、捨てたと思う。ネロは何年もデュシス・エンドと異国を行ったり来たりしてたから、あんな嵩かさ張ばるものは持ってられねえんだ。そもそも、腐くさって──」

「ばかを言えっ、『必ず迎えに行く』と言った奴は間違いなく異国へ渡わたるときも翼を携たずさえているはずだっ。その意味がわからないのか!?　あの魔狼はおまえに劣れつ情じようを抱いている」

「噓うそだ、そんなわけない」

　ガーディアンが激げき怒どしているのは、満たされていたはずの所有の本能が荒あれ狂くるっているからだと知った。顎あごをつかまれ、長い指が頰ほおに食い込んでくる。美しい竜が牙を剝むき出しにする。

「おまえは誰だれのものなんだ、言え！」

「……ガーディアン、の……」

「おまえの黒い翼は誰が所有すべきだ!?　言え！」

「ガーディ、アン……、──あ、っ」

　軍服の上着を乱暴に払はらった手がオリビエのスラックスをつかんでくる。下着ごと剝はぎ取られ全ぜん裸らにされた。ベルトの外れる音がする。背を向けてソファの端はしへ逃のがれようとしたが叶かなわず、背後からガーディアンの腕がまわってきて膝ひざ裏に手が差し込まれた。

「あぁぅ！」

　細身が軽々と持ち上げられ、おろされた瞬しゆん間かん、後こう孔こうに圧あつ迫ぱく感かんと痛みを覚えた。ほころんでいない窄すぼまりにガーディアンの怒ど張ちようが入り込んでくる。

「あっ、あっ」

　背面座位の格好で容よう赦しやなく突つき上げられる。ガーディアンが好む甘美な性愛行こう為いとは程ほど遠とおい、怒りと痛みを伴ともなう交合は、大切な風竜を裏切りつづけてきたオリビエへの罰ばつだ。

「オリビエっ、おまえは俺のものだ、黒くろ髪かみも紅あかい唇くちびるも、心も身体からだも、なにもかもすべて、っ」　>>>♥

「はっ……ぁ、あ！」

　ガーディアンは一ひと突つきごとに所有の証を中に放ち、結合部から精液が漏もれてくる。痛みの中にも快感が生まれて、オリビエは腰こしを振ふり、ピュッ、ピュッと小刻みに射精した。

「あぁ……、ガーディアン──」

　鴉の黒翼が本当にまだ残っているのなら、取り戻もどしたい。

　あの男から翼を取り戻し、空を翔かけてデュシス・エンドに帰りたいと、夢に見てきた。

　でも今このときに、紅い唇からこぼれ落ちたのは──。

「──翼……取り戻して……ガーディアン、に、渡したい……」

「なに……」

　オリビエはガーディアンの腕に触ふれ、怒りに逆立った[image: 鱗]を撫でて言う。

「だって……、あの翼は、ガーディアンのものだ、から」

「オリビエ、……」

　ガーディアンはつながったままオリビエをソファに寝ねかせ、覆おおい被かぶさってくる。

　腰の動きはいつもの甘いものになり、けれど抑おさえきれない怒りも残っていた。たまらなく切なくて、オリビエは紅い唇をガーディアンの唇に押し当て、薄うすい蜜みつを何度も射出しながら意識を手放していった。










　まぶたを開いたそこは真夜中の闇やみに包まれている。でもオリビエの一番好きな匂においが漂っているから、風竜の巣であることがすぐにわかった。

「ガーディアンっ……」

　巣の主がどこにもいなくて急に不安になる。横たわっているソファから起き上がると、裸ら体たいにかけられていた軍服の上着が下か肢しへ滑すべり落ちた。

　カタ、と大窓のほうで音が鳴る。そこに竜の長ちよう軀くの影かげがあった。

「目が覚めたのか」

「どこへ、行って……」

　シャツと軍服のパンツを身につけたガーディアンは、大きなガラス瓶びんのようなものを大事に抱いている。それをローテーブルに置き、ドーム型のガラス蓋ぶたをそっと開けた。

「うそ、だ──」

　驚おどろきと喜びと後こう悔かいと、さまざまな想おもいが宿った涙なみだがぽたぽたとこぼれ落ちた。

　目の前で煌きらめくのは紛まぎれもないオリビエの半身。そしてガーディアンのものとなった、鴉の黒翼だった。オリビエはソファからずり落ちるようにして絨じゆう毯たんに両りよう膝ひざをつく。

「ごめんっ……ごめんな。許してくれ……」

　涙とともに許しを乞こう言葉ばかりがあふれてくる。

　先ほど激怒していたガーディアンは、冷静で余よ裕ゆうのある竜に戻っていた。ソファに座り、オリビエを片腿ももに座らせる。彼の首くび許もとに顔を伏ふせて、嗚お咽えつが治まるのを待って訊たずねた。

「どこ、に……あったんだ……？　どう、やって？」

「大たい帝ていの宮きゆう殿でん群にある魔ま狼ろうの私室に行ってきた。ジュストに作らせた睡すい眠みん薬やくを持ってな」

「ガーディアンが言った通り、まだネロが持ってた？　……睡眠薬って？　魔狼のアルファに効くのか？」

「ジュストの薬学の知識は今や若い魔女を凌しのぐ。あらゆる生き物を数年にわたって仮死状態にさせる睡眠薬も生成できると。『それは作ってあげないけどね』と笑っていた。俺が要望したのはそれより二段階弱いものだ。生き物を瞬しゆん時じに深い眠ねむりへ落とす。ただし竜には効かない」

　風に姿を変えて窓の隙すき間まから入室し、眠っているネロが目覚めないよう睡眠薬を嗅かがせたという。

「部屋じゅうを捜さがすつもりだったがガラス瓶は隠かくされもせず棚たなに飾かざられていた。奴やつを殺したい衝しよう動どうに駆かられたが、なにより翼つばさが大事だ。俺のものが手元に戻れば今はそれでいい」

　翼がこの世界に残っていると信じて、オリビエは見つかるまで捜しつづけるつもりでいた。叶かなうか定かではない途と方ほうもない夢を、世界最強の魔ま物ものはわずか数時間で現実にしてしまう。

「俺は本当に未熟だった。自分の半身をめちゃくちゃ悲しませて……大きな間ま違ちがいに気づくのに四年もかかってしまった」

「だがオリビエは過あやまちにちゃんと気づいた。それに、たったの四年だろう？　これから永い時をともに生きることを思えば、四年など極ごくわずかな時間だ」

　これから永い時をともに生きる──ガーディアンの揺ゆるぎない言葉に胸が熱くなる。

「美しい鴉からすの黒翼に誓ちかう。我ら竜の一族は、デュシス・エンドに生きるすべての魔物を必ず守護すると」

　今夜は泣くことをなかなか止められない。けれど、この涙には喜びだけが宿っているから、頰を伝うに任せる。端たん整せいな顔に笑えみを湛たたえるガーディアンが、長い指で涙を掬すくってくれる。

「オリビエも誓え。俺になにを誓う？」

「俺っ……、俺は」

　想いがあふれて、早く誓いを立てたくて、反対に言葉が詰つまってしまう。オリビエは深緑色の[image: 鱗]うろこが煌めく手をぎゅうっと握にぎって言った。

「シルフィードの風に誓う。生しよう涯がいをかけて罪を償つぐなって、ガーディアンと一いつ緒しよに生きる。翼を捧ささげる相手を、もう二度と間違えない」

　伝えた瞬間に搔かき抱いだかれ、深く口づけられた。

「愛いとしい……、愛している、オリビエ。俺だけの美しい鴉──」

　唇を触れ合わせながら愛をささやかれて、喜びに震ふるえる細身が軋きしむほど力を込められる。

「んっ……痛ぇ。骨が折れちまう」

「悪い、俺の鴉があまりにも愛しくて……力加減が難しい。気をつけるが抱き潰つぶしてしまっても許してくれ。先に謝っておく」

　それは謝っているのではなく抱き潰すと宣言しているだけではないだろうか。顔が赤くなったが、ガーディアンが幸せそうに笑うからオリビエもつられて微笑ほほえみ、小さくうなずいた。

　オリビエにはネロとの対たい峙じが待っていて、贖しよく罪ざいの日々もまだ始められていない。けれど、想いを確かめ合えたこの瞬間をなにより大切にしたかった。

　ガーディアンが翼を持たせてくれる。オリビエは彼のものである黒翼を優やさしく抱き、まぶたを閉じた。

　夢の中の鴉は懐なつかしいデュシス・エンドに立っていた。

　容赦なく照りつける太陽と、消えない陽炎かげろう。けれど裸足はだしで踏ふむ赤い大地には新緑が芽め吹ぶく。

　どこまでもつづく奇き岩がん地帯に、美しい深緑色の風が吹ふき渡わたる。

　煌めくオアシスと風に揺れる樹木、柑かん橘きつの香かおり。厳げん酷こくとわずかな豊ほう潤じゆんが溶とけ合う、西の最果ての地。

　それは泣きたくなるような理想郷ユートピアだった。

　否いな、夢では終わらない、きっと現実のものになる。










「──ん、……」

　夢から浮ふ上じようしたオリビエはゆっくりとまぶたを開く。

　翼を抱だきしめて眠ったオリビエのことを、ガーディアンが寝しん台だいへ運んでくれたようだった。鼻先が触れるほど間近に、アルカナ神話に登場する英えい雄ゆう神みたいな精せい悍かんな美び貌ぼうがある。

　ぱちぱちとまばたきをするオリビエは、顔が熱くなっていくのを感じた。

　──無防備な顔して寝るんだな……。

　この四年間、目覚めるとガーディアンの姿はなく、温ぬくもりの跡あとと風竜の残り香がだけが隣となりにあるのが常だったから、嬉うれしくてほんの少し面おも映はゆい。

　初めて見る穏おだやかな寝ね顔がおにしばらく見み蕩とれていたオリビエは、ガーディアンだけでなく彼の腕うでに抱かれている自身まで裸はだかであることに気づき、「げっ……」という声を吞のみ込んだ。

　ガーディアンを起こさないよう寝台から出て下着とシャツとスラックスを身につけ、リボンタイを結び、絨毯に落ちている懐かい中ちゆう時計を拾い上げる。

　時刻は午前五時ちょうどをさしていた。

　巣の中央にある応接セットへ歩いていき、ローテーブルに置かれたガラス瓶と向き合う。

　朝あさ陽ひを浴びる黒翼は剝はく製せいのようになっていて、たとえジュストに手術してもらっても飛べそうにない。でも、それでよかった。背に翼がなくてもオリビエは進んでいける。ガーディアンと一緒なら翔かけられる。

　ネロに、自分たちのやりかたが間違っていることを伝えると決めた。

　そして叶うなら、ネロを止めたい。取り返しのつかない大おお事ごとを起こし、彼自身が惨さん禍かとなってしまうことを、どうしても避さけたかった。

　──大だい丈じよう夫ぶだ、きっとまだ間に合う。

　竜の巣の大窓を開けて、朝焼けの空を旋せん回かいしている同どう胞ほうに手を振ふる。オリビエに気づいたロージとセスは慌あわてて飛んできた。

「部屋にいないから心配したぜ」

「ごめん。……ネロからの書簡はある？」

「ない。今朝は珍めずらしいことばっかりで」

「ネロさまの部屋、カーテンも窓も閉まったままだった」

　ガーディアンが吸引させた強力な睡眠薬がまだ効いているのだろうか。それとも目を覚まし、黒翼を入れたガラス瓶がなくなっていることに気づいただろうか。

　気づいたネロはなにをどう考え、どんな行動をとるだろう。彼に憧あこがれてやまなかったころは楽しく想像できていたのに、今は推量することがひどく難しい。

　それでもオリビエは考える。

　忽こつ然ぜんと消えたガラス瓶。焦しよう燥そうと憤ふん怒ぬに駆られたネロは躍やつ起きになって捜す。翼がガーディアンによってこの巣へ運ばれたことまでは考えが及およばないはずだ。約束の手紙を届けたのに、すぐに返事を寄よ越こさないオリビエ。やり場のない苛いら立だちが重なり──。

　疑ぎ惑わくが芽生える。

「………」

　今日にでもなんらかの行動を起こすかもしれない。それよりも早くネロに会って話をする必要があった。オリビエの腕に止まって羽は繕づくろいをする双ふた仔ごに訊たずねる。

「ロージもセスも、ライラやサリュやみんなも、どこかへ隠れられるか？　ずっとってわけじゃない、しばらくしたら、きっとまた今みたいに暮らせる……」

「どういうこった？」

「もしもの話」

「余よ裕ゆうだぜ。隠れる場所なんかいくらでもあるし、完かん璧ぺきに擬ぎ態たいできてるって言っただろ。見み抜ぬける奴なんか誰だれもいねえよ」

「自分が魔物かただのカラスか、わからなくなってるくらいだからな、はははっ」

「そうか。……よかった」

『鴉の一族は俺が必ず守る』──ガーディアンが約束してくれたから、オリビエがネロの怒いかりを買っても鴉の一族が傷つけられることはない。リーゼがオリビエを許す日は来ないかもしれないが、魔物を心から大切にしている筆頭バトラーは同胞を匿かくまってくれるはずだ。

　そして、魔物たちの守護者であり統とう率そつ者である竜の一族は、この先もデュシス・エンドを絶対に見捨てたりしない。

「今日は朝飯なくてごめん」

「かまわねえよ」

「オリビエは報告書ないのか？」

　今日、話がしたい──そう書いて通つう信しん筒とうに入れさえすれば、ネロはどんな手を使ってでもオリビエに会おうとする。でも、もう二度とこの方法で連絡しないと決めていた。

「俺も今日はないんだ。一族のみんなに、くれぐれも気をつけてくれって伝えてほしい」

「おう……」

「オリビエも密みつ偵ていだってばれんなよ」

「わかった。ありがとう」

　四年間そうしてきたように、互たがいの無事と正体が露ろ見けんしないことを願い合った。すっかり明るくなった空へ飛ひ翔しようするロージとセスを見送り、大窓を閉める。

　嗅かぎ慣れた甘い薫かおりがして寝台のほうへ向くと、ガーディアンは上体だけを起こし、紙巻き煙草を喫のんでいた。駆かけ寄るオリビエの腰こしを竜の両手がつかむ。オリビエはガーディアンの脚あしに座った。煙草を挟はさむ薄うすい唇くちびるが笑えみの形になる。

「あいつらはカラスに擬態した同胞か」

　装ったり隠しごとをしたりする必要のない心地ここちよさを嚙かみ締しめながらうなずいた。

「今まで俺の報告書をネロに運んでくれてた。でも今日から報告書はない」

　ガーディアンがシガレットの吸い口を唇にあててくる。咥くわえて少し吸い、煙けむりをゆっくりと吐はいた。差し込む朝陽の帯と揺ゆらめく紫し煙えんが混ざり合う。

「仲間はデュシス・エンドと帝てい都とを行ったり来たりしてて、いつも二十匹ぴきくらいが帝都に留とどまってる」

「同胞の前だと可愛かわいらしい顔で笑うんだな。俺には怒おこった顔を向けてばかりなのに……妬やけてくる」

「ぅ、……」

　返答に困ることを、甘い声で言わないでほしい。

　ガーディアンはふたたび煙草を咥えて、熱くなりかけた頰ほおに触ふれてくる。紅あかい唇をなぞる大きな手。オリビエはそこに自分の手を添そえ、金色の瞳ひとみを見つめて言った。

「ガーディアン。俺、今日ボスに全部打ち明けて、謝って、そのあとネロに伝えにいく。でも一人じゃ勇気が足りないから──」

　ガーディアンに一いつ緒しよに来てほしい──そう言おうとしたが、強い声に遮さえぎられた。

「オリビエはこの件からおりろ。あとは俺とリーゼがやる」

「いやだっ、一緒にボスのところへ行かせてくれ！　俺は四年間も裏切りつづけてきた、許されるなんて思ってない、でも自分の口でボスとみんなに謝りたいんだっ」

「謝るにしても先に俺がリーゼと話をつける。許す許さないはどうでもいい」

「でも……！　ガーディアンっ」

　灰皿に押しつけられたシガレットが細い煙を揺らして消える。ふたたび腰を抱だかれ、絨じゆう毯たんに立たされた。寝しん台だいを出てソファへ向かうガーディアンを追いかける。

「俺もうレスターやジュストさんたちを騙だましたまま働けない！」

「騙すとは？　オリビエは俺のものでドラゴンギルドのバトラーだ。それ以外なにがある？」

　力強い言葉にまた救われる。

　オリビエは諜報員の身をすでに捨てたのだから、騙しているのではない。

　リーゼたちに今すぐ打ち明けたい思いや焦あせりは拭ぬぐえないけれど、冷静に物事を進めてくれるガーディアンに頼たよったほうがずっといい。

「いつも通り仕事をしろ。終わったら巣に戻もどれ。心配するな、リーゼやジュストたちや兄弟に謝る時間は俺が作る」

「……わかった。ありがとう」

　ガーディアンが笑って軍服を渡わたしてくる。オリビエはそれを受け取り、手て際ぎわよく着せて長靴ロングブーツを履はかせた。

「レスターとエリスを起こしに行くんだろう？」

　オリビエが惑わないよう日常へ導いてくれる、余裕のあるガーディアンに胸が高鳴った。一緒に巣を出て階段の前で別れ、バトラーの宿舎へ走っていく。

　すると準備を終えたエリスが廊ろう下かをうろうろしていて、オリビエを見つけるなり満面の笑みで「おはようっ！」と両手を上げた。

「オリビエ元気になった！　よかったよ、ほんとによかったよー」

「おはよう。心配かけてごめんな。エリスは〝眠ねむい眠い地じ獄ごく〟大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「うん、がんばったよ。でも二回しかカクッてなってないのに、フォンにムッてされてさぁ」

　話しながら階段を上ってレスターを叩たたき起こし、三人で食堂へ向かう。

　毎日のように交かわしていた「隣となりに座れよ、オリビエ」「いらねえ。間に合ってる」「つれないな」という会話は自然となくなり、バーチェスがきょとんとした。

　午前六時五十分──。脱だつ衣い室へ行くと、先に食堂を出たガーディアンがリーゼに最も近い席に座っていた。バーチェスが近づいてくる。

「よくわかんねえけど、オリビエ連れてうしろのほうに座っとけってさ。食堂でも無言だったし、本気のケンカしてんのか？　そういうの悲しくなるからやめようぜー」

「大丈夫、そんなんじゃねえよ」

　心配してくれているバーチェスに笑って答え、配布された【任務地一覧】を手にする。

　ずっと直したくて、でも直らなかった、自分の名を探すより先にガーディアンの欄らんを確かく認にんする癖くせ。今はもう直したいとは思わない。

【ガーディアン／港こう湾わん都市バローにて座ざ礁しよう船四隻せきの牽けん曳えいおよび修理現場の安全管理】

【出動：午前八時三十分：第二ゲート／帰き還かん：午後四時予定：第二ゲート】

【議会：なし／担当バトラー：メルヴィネ】

「げぇ、帰還予定、午後七時かよ。バトラーも付かねえし。なぁなぁオリビエ、俺そのまま夜間警固か？　飯を食う時間あるよな？」

「そう……だな……」

　いつもならバーチェスのスケジュールを確認し、「十五分でも、食う時間を絶対に確保してやる」と言うのに。このあとのガーディアンの行動が気になって曖あい昧まいな返事をしてしまった。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　皆みなが一いつ斉せいに立ち上がる。ガーディアンに呼び止められたリーゼの驚おどろく表情が見えたが、長ちよう軀くの竜りゆうたちで視界が遮られる。オリビエは鴉からすの聴ちよう力りよくを使った。

　──リーゼ、話がある。今からいけるか？　来客予定は？

　──ガーディアンが話とは珍めずらしいな。かまわねえぜ、客も来ない。執しつ務む室へ行こう。

　──先に行っててくれ。俺は一度、巣に戻る。

「オリビエおはよーっ」

　そのときオーキッドに抱きつかれ、集中が切れて会話が聞こえなくなった。ガーディアンとリーゼが脱衣室を出て行く。

「ぼくの担当バトラー嬉うれしい！」

「……おはようオーキッド。すぐ出動だよな、準備するか」

「うんっ」

　オーキッドだけを見ていないと寂さみしがるので彼に集中する。オーキッドを出動させて脱衣室の整理を始めたが落ち着かず、懐かい中ちゆう時計とフロマン社の振ふり子時計を交こう互ごに確認した。

　一時間が経たった午前八時二十分になってもガーディアンは戻ってこない。

　出動時間が迫せまり、テオが苛いら立だつ。担当バトラーのメルヴィネは泣きそうになっていた。

「ガーディアンどこ行ったんだ、早く呼んでこい！」

「ずっと捜さがしてるんですが、いないんです」

「俺も捜す！」

　オリビエは執務室へ走った。ドンドンッと扉とびらを強くノックし、「どうぞ」という低い声が聞こえたと同時に入室する。

「失礼します！　ガーディアンはいませんかっ？　出動時間まで十分を切っ、て──」

　バトラーとして竜の出動を絶対に遅おくらせないための行動をしているつもりだった。でも言葉が途と切ぎれてしまう。応接セットのソファに向かい合って座っているガーディアンは驚き、リーゼはこれ以上ないほど表情を強こわ張ばらせていた。

　そして、ローテーブルにはガラス瓶びんに入った鴉の黒こく翼よくがあった。

　オリビエは反射的に頭を限界まで下げる。

「ボスっ、すみません、本当にすみませんっ！　許されるなんて思ってません、でも……！」

　リーゼの返事はない。混乱してなにを伝えるべきかわからなくなっても必死で唇を動かす。

「俺はどうなってもかまいません、でも、どうか、デュシス・エンドの魔ま物ものたちを──」

　そのときノックがしてオリビエは咄とつ嗟さに頭を上げた。リーゼが「どうぞ」と言うとアナベルが恐おそる恐る入ってくる。

「アルカナ王家から使者のかたがお越こしです……応接室にお通ししました」

「ったく、次から次へと」

　溜ため息をつきながら立ち上がったリーゼは壁かべへ歩いていき、そこに設置された声伝管へ向かって「ガーディアンの出動を二十分遅らせる」と言った。硬かたい表情のまま、ようやくオリビエを見み据すえてくる。

「すぐ戻る。オリビエもここにいろ」

　リーゼが執務室を出て行き、ガーディアンが手を伸のばしてくる。

　オリビエは震ふるえる脚あしでゆっくり近づき、竜の手に自分の手を重ねた。

「勝手なことしてごめん……」

「俺の出動時間が迫ったから呼びにきただけだろう？　──リーゼは怒ってない。元げん帥すいが魔ま狼ろうだったこともさして驚いてない。ただ、オリビエが翼を断たつことをみずから決意した、その事実を受け入れるのに時間がかかっていたようだ」

　思し慮りよ深い風竜の声と言葉には、誰もが冷静になれる魔力が宿っていると感じられた。

「あいつは無類の魔物好きだからな、今はかなり心を痛めている。泣きたいのを懸けん命めいに堪こらえているだろう。ギルドが守護の手を伸ばしていれば、オリビエに翼を捨てるという残ざん酷こくな覚かく悟ごをさせずに済んだのにと……デュシス・エンドの魔物たちを復ふく讐しゆうに駆かり立てたのはリーゼと竜の一族の落ち度だと言っていた」

「落ち度だなんて、そんなわけねえよ……俺のほうが取り返しのつかないことばっかりしてきたのに」

「大丈夫だ、まだ充じゆう分ぶん間に合う。オリビエはよく考え、悩なやみ抜ぬいて、俺に伝える覚悟をしたんだろう？　だからこそ、こうして取り返しのつく段階で動くことができている」

「……うん。ありがとう。ガーディアンに話してもらって本当によかった。俺だったら意味のわからないことばっかりしゃべってボスを怒おこらせるだけだった」

　ずっと手をつないでいたかったけれど、執務室の扉が開く音がして、互たがいに惜おしみながら手を離はなす。戻ってきたリーゼはソファには座らずに執務机へ歩きながら言った。

「エウリック殿でん下かがオリビエを晩ばん餐さんに招待するとのこと。本日の午後五時、場所は宮きゆう殿でん群内の殿下の離り宮きゆうだ」

「お、俺ですか？　エウリック殿下って……第三王子？　なんで……」

「オリビエを召しよう致ちしたのは第三王子ではなく魔狼だ」

「間ま違ちがいない、【帝てい国こく軍による竜とバトラーへの直接命令および干かん渉しようの禁止】があるため、レンヴィートルは殿下を利用してオリビエを呼び出したんだろう。──さて、どうしたものか」

　黒くろ革かわの椅い子すに深く腰こしかけたリーゼは天を仰あおいで考え、オリビエは執務机に駆け寄った。

「ボス、俺、行きます！　行かせてください」

「ふざけるな、行かせるはずがないだろうっ」

「でも俺が会うことを拒きよ否ひしたら、あいつはもっと容よう赦しやないことを仕し掛かけてくる！」

「容赦ないこととはなんだ？　魔狼の画策ごときがドラゴンギルドを翻ほん弄ろうできると思うか」

「やかましい！　一分でいいから静かにしろ！」

　腹に響ひびく声で叱しかられて、ガーディアンとオリビエは揃そろって口を結ぶ。リーゼはまぶたを閉じて思考し、ぱちっと目を開けた。

「オリビエ」

「はい」

「ガーディアンの帰還予定時刻は？」

「午後四時予定です」

「充分間に合うな。ガーディアンを、宮殿群へ向かうオリビエの守護に付ける。それで文句ないだろ？」

「いいだろう」

「よし、オリビエ、行ってこい。おまえのことが中ちゆう途と半はん端ぱなままでは俺もレンヴィートルと話ができん」

「ボス。あいつはもう誰だれの話も聞かないかもしれません……」

「どうするかは俺が奴やつに直接会ってから考えても遅おそくない」

　筆頭バトラーは片眼鏡をカチャリと鳴らし、発令する。

「ガーディアン、オリビエを守れ。危害を加える直前の入室を許可する。オリビエ、余計なことは考えなくていい、おまえはおまえの決着をきちっとつけてドラゴンギルドに戻もどってこい」

　ガーディアンとオリビエは同時に「イエス・サー」と言った。

「これ以上待たせるとテオが切れてメルヴィネが泣くな」

　執務室を出て行くガーディアンのあとを追う。長い廊ろう下かに二人きりになると駄だ目めだった。仕事中だとわかっているのに、竜の腰に両りよう腕うでをまわし、軍服に顔を埋うめてしまう。

「ガーディアン」

「なにも心配するな、恐れる必要もない。オリビエの抱かかえているものがどんなことであっても、俺が必ず消し去ってやる──そう約束した。憶おぼえているか？」

「憶えてる。忘れたことない」

「今日、その約束を果たす」

　黒くろ髪かみを梳すいてくる手の優やさしさに心が震える。深緑色の鱗うろこが煌きらめくこの手があるから、本当になにも怖こわくない。強い勇気さえ湧わいてくる。

「オリビエ。いつもの、バトラーの言葉を」

「うん。──怪け我がしないように気をつけてくれよ、出血は厳禁だ」

　ガーディアンの腰から両腕を離したオリビエはバトラーの顔に戻って言った。

「本日のガーディアンの任務は港こう湾わん都市バローにて座ざ礁しよう船四隻せきの牽けん曳えいおよび修理現場の安全管理。帰き還かん予定は午後四時、第二ゲート。任務を遂すい行こうして帰ってきてくれ」

「行ってくる」

　どうしようもなく切なくて、離れがたい想おもいがあった。脱だつ衣い室へ向かうガーディアンの背を瞳ひとみに焼きつける。

　執しつ務む室の扉が開いて振り返ると、リーゼは手に書状を持っていた。

「俺たちも行くぞ」

「はい」

　リーゼは応接室に入るなり王家の使者に書状を突つきつけ、淀よどみない早口で言った。

「本人に歩いて行かせますので迎むかえの馬車は不要です。晩餐は拒否します。面談許可時間は四十分、往復で十五分、五十五分経っても弊へい社しやの従業員が戻らない場合は直ちに竜りゆうを向かわせます。この書状を殿下にお渡わたしください」

「なんという無礼な！」

「無礼なのはどっちだ？　わけのわからんことを仕掛けてきやがって。それでもおまえらのわがまま聞いてやるんだ、文句垂れずにとっとと帰れ」

　リーゼは激げき怒どしている。隣となりで聞いているオリビエでも怖こわいくらいに。

　一分も経たたないうちに応接室を出た。コツコツと踵かかとを鳴らして歩くリーゼが前を向いたまま確かく認にんしてくる。

「バーチェスの帰還予定時刻は？」

「午後七時予定、夜間警固ありです」

「アンバーは」

「午後五時三十分予定です」

「サリバン」

「午後三時予定、議会ありです」

「上等だ、即そく答とうできるのはレスターとおまえくらいだろうよ」

　つい先ほどまで激怒していたリーゼは機き嫌げんを直してニッと笑い、脱衣室の大おお扉とびらを勢いよく開け、現場主任を捕つかまえる。

「テオ、バーチェスとアンバーを午後四時までに帰還させろ、必要に応じて二機の任務地にほかの竜をまわせ。サリバンは議会を欠席させる。夜間警固もなしだ、俺から帝てい都と警察に連れん絡らくしておく」

「ええっ！　なんでです!?　今日めちゃくちゃじゃないですか」

「理由はあとで全従業員に話す。これしきのことでエマージェンシーなんて言うなよ」

「ぐぅ……イエス・サー」

　髪かみをぐしゃぐしゃ搔かくテオの頭の中では、すでにスケジュールのパズルが動きだしているようだった。

「あの……、ボス……」

　テオが脱衣室を出て行く様子を見ていたリーゼは、扉が閉まるのを待って言った。

「デュシス・エンドの魔ま物ものたちを追い詰つめたことを申し訳なく思っている。俺はオリビエの諜ちよう報ほう行こう為いに興味はない。おまえがなにをレンヴィートルに密告してきたのか、そんなことはどうでもいい。大事なのは、オリビエが決着をつけて我が社に戻ること、それだけだ。なにが起きてもかまわない、後始末はすべて俺がやる」

「ボス」

「五時まで時間あるじゃねえか。働け」

　リーゼの美び貌ぼうにはいつも通りの不敵な笑えみがあった。

　オリビエも今バトラーとしてしなければならない日常業務を着実に進めていくだけだ。

　防護服を念入りに再点検し、発着ゲートでオーキッドの帰還を待つ。オーバーホールをおこなってアフタヌーン・ティーに付き合う。オーキッドとの時間は瞬またたく間に過ぎて、予定時刻が迫せまった。

「オリビエ、次は談話室に行こー。恋れん愛あい小説のつづき読んで」

　どう伝えるべきか悩んだときにあらわれてくれたサロメとサリバンは、リーゼの業務命令を受けて動いているのだろう。

「オーキッド。オリビエは用事があって、今から外出しなくてはいけません」

「だからぼくらと遊ぼー」　>>>♥

「やだぁ、どうして？　オリビエはぼくの担当バトラーだよ、まだオリビエといるもん」

「ええっ、お兄さまたちじゃだめなの!?」

　サリバンとサロメは上司の業務命令を忘れて本気で嘆なげく。オーキッドはわがままを言っているのではない。彼はどこか様子が違ちがうことを敏びん感かんに察知しているようだった。

「オーキッド、ごめんな。次は絶対ずっとオーキッドと一いつ緒しよにいるから」

「ほんとう？　絶対だよ。約束」

「うん。約束する。──サリバン、サロメ。ありがとうな」

　オーキッドと手をつなぐサリバンが「またあとでねぇ」と意味深げに言い、にっこり嗤わらう。

　サロメは聖母みたいに綺き麗れいに微笑ほほえんでくれた。

「オリビエ、どうぞ気をつけて。用事を済ませて早く戻ってきてください。あなたの帰りを皆みなで待っています」

　そうして訪おとずれた午後四時五十分──。

　オリビエは、ドラゴンギルドの正門を出てアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群へ向かう。

　帝都を吹ふき渡わたる夕風には初夏の匂においがわずかに含ふくまれていた。黒くろ髪かみをさらさらと揺ゆらされながらオリビエは考える。

　今日のうちに追い出されてもおかしくなかった。オリビエの正体を知ってもなお『弊社の従業員』と言ってくれたリーゼに、感謝してもしきれない。

　どうしても会いたくなって、空を見上げて竜を捜さがす。

「ガーディアン」

　遥はるか遠くにシルフィードの姿を見つけた。手を振ふるオリビエの心に、抑おさえようのない後こう悔かいが込み上げてくる。

　四年前の春、蒼そう穹きゆうに輝かがやく深緑色の星を見つけたあのとき、余計な画策などせずに、今みたいに手を振っていたら──。

　ガーディアンは必ず小さな鴉からすに気づき、そばに降り立ってくれただろう。オリビエはデュシス・エンドの惨さん状じようを懸けん命めいに伝える。きっと悔くやし涙なみだを滂ぼう沱だと流した。魔物たちの守護をやめた竜の一族を滅め茶ちや苦く茶ちやに詰なじったかもしれない。それでもガーディアンは怒いかりもせず、最後まで話を聞いてくれたに違いない。

　オリビエは紅あかい唇くちびるを嚙かみ、涙を堪こらえる。

　本当に、酷ひどい遠まわりをしてしまった。

　でも、まわり道をしてしまったけれど、過あやまちにちゃんと気づいて、ここに辿たどり着くことができた。夢のように美しい深緑色の風竜に導かれて──。

「ガーディアン！　……ガーディアンっ」

　シルフィードの姿が近づく。〝守護者〟の意味を持つその名を何度も呼びたくなる。

　確かに目が合い、ガーディアンはうなずいてくれた。

　深くまで裂さけた竜の口が動く。「すぐにオリビエのもとへ向かう」と言ってくれているのがよくわかった。うなずき返し、笑顔になって大きく手を振る。

　そしてオリビエは今一度決意する。

　自分の思いを伝え、あのひとことをネロに伝えてドラゴンギルドへ……ガーディアンのもとへ帰るんだ──。







　宮殿群の大正門をくぐると、そこに使者が立っていた。

　あとについて歩くオリビエは、使者が第三王子の離り宮きゆうへ向かっていないことに気づく。

　心積もりは充じゆう分ぶんにしてきたつもりだが緊きん張ちようが拭ぬぐえない。使者は宮殿群の一角をなす建物に入って最上階まで上り、廊ろう下かの最奥の扉をノックする。

「入れ！」

　甲かん高だかい声は若い男のものだった。室内にいるのは、やはりエウリックなのだろうか。

　扉が開かれた途と端たん、魔ま狼ろうの匂においが濃のう霧むのように流れ出てきて、オリビエは息を吞のんだ。ここはネロの私室に違いない。ひとことも話さない使者に促うながされて入室する。

　広くて無機的な空間だった。床ゆかも壁かべも、行ぎよう儀ぎよく並んだ棚たなも、なにもかもが白い。

　研究室のような部屋の中央に椅い子すがあり、エウリックが座っている。

　王子の傍かたわらに純白の軍服を着たネロが立ち、満面の笑みを向けてくる。昨日その姿を見たことで今は動どう揺ようを抑えられた。

　エウリックの瞳ひとみを、オリビエはよく知っている。ネロに心しん酔すいし敬信する盲もう従じゆう者の瞳だ。かつてはオリビエも同じ瞳をしていたのだろうか──。

　ネロの魔力で操あやつられている王子は、この異様な状じよう況きようになんの疑問も持たず口を開く。

「おまえ、ネロと旧知なんだって？」

「はい。そうです」

　腹から低い声を出したつもりが、不覚にも掠かすれてしまった。エウリックはオリビエの返事を待たずにぺらぺらと喋しやべりだす。

「じゃあおまえはネロの下で働くといいよ。ドラゴンギルドが邪じや魔まなら僕が潰つぶしてあげる！　あの筆頭バトラーはとんでもなく偉えらそうで無礼だしね。竜りゆうなんか滅ほろべばいい、そのほうがアルカナ・グランデ帝てい国こくは一層の繁はん栄えいが叶かなうんだ！」

「っ……」

「殿でん下か。間もなく晩ばん餐さんが始まります。殿下は先に離宮へ。私とオリビエもすぐに参ります」

「うん！　わかった」

　エウリックは操り人形みたいな不自然な動きで椅子から立ち上がり、部屋を出て行く。自我を完全に奪うばわれた王子の姿に寒気と憐れん憫びんの情さえ覚えた。

「オリビエ……！　やっと会えたね！　本当に、やっとだ。長かった……！」

　扉とびらが閉まるのを待ちきれないネロに滅茶苦茶に搔かき抱いだかれ、オリビエは身を強こわ張ばらせた。

　ガーディアンに教わって気づく。肩かたから腕うでへ、背から腰こしへ這はうネロの手は家族や友に触ふれるものではない。あからさまな肉欲に全身の肌はだが粟あわ立だった。

「やめろ！」

　両手で突つき飛ばして可能な限りの距きよ離りを取る。ネロは不思議がり、甘い声を出した。

「オリビエ？　どうしたの。おいで」

「今のはなんだ!?　ドラゴンギルドを潰すって……！　エウリック王子を解放してやれよ、あんな酷ひでえ操りかたする必要ねえだろ」

「予定通りじゃないか。やっとここまで来たんだ。四年も待たせたことを許してほしい」

　ネロが一歩近づき、オリビエは後ずさりをする。昨日は立っていられないほど恐おそろしかったヘーゼルの色の瞳を、今は自分から見み据すえて言った。

「教えてくれ、ネロ。なんで大事な同どう胞ほうを帝国軍に渡わたしたんだ」

「魔物の提供は必要なことだったんだよ。帝国軍にはキマイラ・ドラゴンの研究をつづけさせる必要があった。みずから改造した魔物の餌え食じきになる──愚おろかな人間どもに相応ふさわしい末路だと思わないか？　キマイラ・ドラゴンの使し役えきが叶わなくても、〝陸軍が禁断の研究をおこなってきた〟という事実に充分な利用価値があった」

「違ちがうっ、違う！　そんなの間違ってる！　いつからそんなことになったんだ!?　守るべきものがまったく見えてねえじゃねえか！」

「キマイラ・ドラゴンの研究を最大限に利用したからこそ、私とオリビエは今こうして帝国の中ちゆう枢すうで会えているんじゃないか。私たちの手でいつでもここを破は壊かいできるということだよ」

　どうしようもなく悲しい。幼いころから憧あこがれつづけた魔狼のアルファはいなくなってしまった。しかしオリビエは嘆いてなどいられなかった。ネロの説得を、まだ諦あきらめられない。

「同胞を売るな。それだけは、なにがあっても、絶対にしたらだめなことなんだ!!　同胞を手にかける者が築いた世界ほど劣れつ悪あくで脆もろいものはないってガーディアンが言ってた！」

「誰だれだそれは？　……一覧にあった竜の名か」

「ガーディアンの言う通りだ、たとえ魔物たちの新時代を築いたって、そんなもの一いつ瞬しゆんで終わる。そのあとはもっと悲ひ惨さんな世界が待ってるんだっ。ネロならわかるだろ!?」

　ガーディアンの名を出した途端、ネロの表情ががらりと変わった。それでもオリビエは言葉を紡つむぐことをやめなかった。

「今ならまだ間に合う、元げん帥すいなんか、帝国軍の破壊なんかどうでもいい！　ネロ、頼たのむよ、帝てい都とにいる魔狼たちを連れてデュシス・エンドへ帰ってくれないか」

　ドラゴンギルドとガーディアンに導かれてオリビエが気づけた大きな過ちに、どうかネロも気づいてほしい。時間が瞬またたく間に過ぎていく。オリビエは焦しよう燥そうを抱きながら懸命にネロへ訴うつたえかけた。

「大だい蛇じやたちがたくさん死んだことに同胞はみんな心を痛めてる。人間を殺すのも、もうやめてくれ。ネロはデュシス・エンドに帰ってみんなを支えてやってほしい……昔みたいに。爺じいちゃんも婆ばあちゃんもネロがいないのが心細くて、帰ってくるのをずっと待ってるんだ」

「オリビエ。自分がなにを言ってるか、わかっているのか」

「よくわかってる。俺はネロの役に立ちたかった」

「それなら話を進めよう。檻ギルドの内部を知り尽つくしたオリビエの力が今こそ役立つ」

「違ちがう。俺は、魔物たちを助けてデュシス・エンドを支えてくれるネロの役に立ちたかったんだ。同胞の命を使い捨てにする奴やつの力にはならない。〝魔物が人間を狩かる新時代〟はいらない。ガーディアンと竜の兄弟にデュシス・エンドを守ってもらう」

「竜に洗脳され、夢想に囚とらわれるとは愚かしい！　目を覚ませ!!」

　ああ。やっぱり俺じゃ無理なんだ──。

　オリビエは寂さみしさを覚え、ほんの少し笑う。心の中に、諦めという言葉が音もなく降りてくる。

　悔しくてしかたないけれど、もうなにを言っても届かない。

　ネロを説得できるかもしれないというのは、思い上がりだっただろうか。でも、限られた時間の中で、ネロに知ってほしいことはすべて伝えられたと思う。

　刻限を四十分間と定めてくれたリーゼに感謝する。四十分というのは、未練がましく対話しないための時間、潔いさぎよさを維い持じできるぎりぎりの時間だった。

　オリビエは懐かい中ちゆう時計を取り出す。

　結社の紋もん章しようが彫ちよう刻こくされた金色の時計は、すっかり手に馴な染じんでいた。時刻を確かく認にんして蓋ふたを閉じると、パチンと音が鳴る。幾いく度どとなく耳にしてきたその音が、オリビエの中の焦燥とネロへの心残りを完全に断たち切ってくれる。

　オリビエはいつも通りの所作で懐中時計をウェスト・コートのポケットに仕し舞まった。

「時間だ。戻もどらねえと」

「戻る？　ふざけたことを言うな、まだ話は終わって──」

「さよなら、ネロ。……俺、結社ギルドに帰るよ」

　このひとことを伝えるために、ネロに会いに来た。

　オリビエはヘーゼル色の瞳をまっすぐとらえて言う。

「俺は、ドラゴンギルドのバトラーだから」

「オリビエっ、おまえ、よくも──!!」

　怒ど声せいを放つネロの身体からだが歪ゆがんで一気に膨ふくらむ。耳じ殻かくが尖とがり牙きばが伸のび、四し肢しの先から生えた鉤かぎ爪づめが白い床を抉えぐる。榛はしばみ色いろの獣じゆう毛もうに包まれた魔狼の体高は十一テナー（約百五十センチ）を超こえていた。

　四年前とは比べものにならないほど巨きよ大だいになった魔ま狼ろうを見ても、驚きよう愕がくはしたが恐ろしくはない。オリビエはすでに風竜の濃のう厚こうな匂においを感じ取っていた。

「ガーディアン！」

〝守護者〟の名を叫さけぶ。ガシャァン！　と窓が割れて深緑色の竜たつ巻まきが入ってくる。ネロとオリビエのあいだで竜巻が人の形を成していく。

「ガーディアンっ」

　オリビエが軍服姿のガーディアンへ手を伸ばしたのと、抱き上げられるのは同時だった。

　広い肩に腕をまわし、軍服を握にぎりしめる。世界最強の魔物が機先を制する。

「この鴉からすの所有者は俺だ。以後、言葉を交かわすことは許可しない。翼つばさを腐ふ敗はいさせずに保管していたことだけは褒ほめてやろう。空いた棚たなが寂しいか？　ならばなにか見み繕つくろってやってもいい」

　ガーディアンは挑ちよう発はつ的な笑えみを浮うかべ、ネロは目を剝むく。

「まさか……。きさまが、翼を……!?」

「俺のものを奪だつ還かんしただけのこと。ついでにおまえを殺してもよかったんだ、今その命があることをありがたく思え」

　グアァッ！　と咆ほう哮こうしながらネロが嚙かみついてくる。オリビエを縦抱きにしたガーディアンはサーベルを抜ぬき放ち、片かた腕うでだけで巨大な魔狼を押さえつけた。

「ネロさまっ！」

「アルファをお守りしろ！」

　扉が乱暴に開き、なだれ込んできた将校たちが──魔狼たちが一いつ斉せいに斬きりかかってくる。

「ガーディアン、数が多いっ、もう逃にげ──」

「大だい丈じよう夫ぶだ。兄弟が来る」

　落ち着き払はらったガーディアンの声に呼応するように床ゆかが揺ゆれた。オリビエは、床から出現して高く跳ちよう躍やくする二機の土竜ゲノムスの名を叫ぶ。

「バーチェス！　アンバー！」

「オラァッ！　ふざけた真似まねしやがって！」

「オリビエを傷つけたら許さないっ」

　いつの間に剣けん術じゆつを習得したのだろう、この前まで武器を持つことを恐れていたアンバーは、今は鞘さやに収めたままのサーベルを素す晴ばらしく巧たくみに操あやつり、魔狼を往いなす。しなやかで凜り々りしい姿にオリビエは心を震ふるわせた。

　バーチェスは丸くて大きな拳こぶしを振ふり上げ、一いち撃げきで魔狼たちを気絶させていく。

　割れた窓から新たに入ってきたふたつの影かげはあまりにも速くて、オリビエの瞳ひとみではとらえられない。ガーディアンが呼びかける。

「サリバン！　サージェント！　ここにいるのは皆みな、魔狼だ！」

「承知した！」

　そう答えるサージェント法務将校の動きは人間のものではない。

　夜の闇やみに溶とけるような吸血鬼ヴアンパイア特有の動きをして、軍人に擬ぎ態たいした魔狼の首に嚙みつく。彼の瞳が赤くなっているのがオリビエにも見て取れた。ネロが目を見開いて驚愕する。

「サージェント……！　おまえヴァンパイアだったのか!?」

「化かし合いは終わりだな。なかなか質の高い余興だったのに、残念だ」

　三匹びきの魔狼を次々と斃たおしたサージェント法務将校は優ゆう雅がな所作で血に濡ぬれた唇くちびるを拭ぬぐう。

「魔狼の最上位アルフア・ネロ。レンヴィートル侯こう爵しやく家の養子になったのは遠とお縁えんであるオーウェン枢すう密みつ院いん議長に推挙させるためだな？　〝魅み了りよう〟の魔力を全面的に使用したとはいえ、短期間で陸軍元帥に上り詰つめたことは称しよう賛さんに値あたいする」

「ふぅん。まあまあ綺き麗れいな魔狼だね」

　小さな竜巻を操って魔狼たちを撥はね飛ばしたサリバンは、三機の弟と法務将校とオリビエを守るために最前に立った。年長者である彼は悪戯いたずらっ子を窘たしなめるように言う。

「おまえ、何匹びき殺したの？　おいたが過ぎるとお兄さま怒おこっちゃうよ？　──ねえ、ガーディアンは昨夜ここに来たんでしょう？　ついでに殺しちゃえばよかったのに。甘いなぁ」

　禍まが々まがしさを隠かくさないシルフィードの兄竜りゆうはくすくす嗤わらい、弟竜もフッと嗤い返す。

「筆頭バトラーからの伝言だ」

　サーベルを鞘に納め、オリビエを両りよう腕うでで抱だきなおしたガーディアンがネロを見み据すえる。

　その淀よどみない早口は、まるでリーゼが乗り移っているようだった。

「オリビエは諦あきらめろ。今後、うちの従業員に近づくことは許可しない。文句があるなら俺が聞いてやる、無む暗やみに殺すな。今夜以降、魔物・人間を一匹でも殺せばおまえが魔物であることを公おおやけにする」

「私の正体が魔物であることを公表したところで、誰だれが筆頭バトラーの言葉を信じる？　言いたいなら言うがいい、帝てい国こく軍を使し役えきしてギルドを潰つぶすまで」

「そしたらジゼルの呪のろいが発動してアルカナ・グランデ帝国が滅めつ亡ぼうしちゃうけど？　魔物も人間もみんないなくなって、草木一本生えない荒こう野やになるよ。おまえが夢見ている〝魔物が人間を狩る新時代〟とやらも、ふいにならない？」

　魔物たちは誰も引かず緊きん張ちよう状態がピークに達したとき、騒さわぎを聞きつけた下級兵士らの足音が近づいてくる。魔狼のネロが瞬しゆん時じにレンヴィートル元げん帥すいの姿へ戻るのと、赤い瞳のサージェント法務将校が振り向いたのは同時だった。

「今こ宵よいはもう充じゆう分ぶんだ、撤てつ収しゆうする！」

「おうっ！」

　バーチェスと、法務将校と手をつないだアンバーが割れた窓から外に出る。オリビエを抱いたガーディアンがつづき、最後にサリバンが脱だつ出しゆつした。

「オリビエっ！」

　聞いたこともないネロの低い声と、怒いかりに塗まみれて歪んだ美び貌ぼう。

　オリビエがネロと会うのは、きっとこれが最後になる。だから彼がどれほど憎ぞう悪おを向けてきても、目を逸そらさないでいた。







　ドラゴンギルドの正門にリーゼと竜の兄弟とバトラー全員が立っているのが見えた。

　ガーディアンにおろしてもらったオリビエは正門まで全速力で走り、皆に向かって深く頭を下げ、なかば叫ぶように必死に言った。

「俺はっ、四年間もみんなを欺あざむいてきました。本当にすみません！　ずうずうしい願望だってわかってます、でもどうか……、どうか償つぐなう機会を与あたえてください！　お願いします！」

　ギルドの広い敷しき地ち内に自身の声が響ひびく。誰もなにも言わず、しんと静かになる。

「はあ、オリビエが諜報員スパイですか」

　重苦しい空気を破ってくれたのは、オリビエが密ひそかに尊敬する先せん輩ぱいバトラーだった。

　洒しや々しや落らく々らくとしたレスターは黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと上げて言う。

「でも私は私の目め利ききしか信じないもので。『だりぃ』ばかり言っている愛社精神ゼロの主任がスパイのほうがまだ現実味があります」

「なんだとぉ！」

　少し気まずそうにしていたテオはレスターを怒るふりをしたあと、「償うなんて大層じゃねえか、明日からまた頼たのむぜ」とオリビエに笑顔を向けてくれた。

　色の異なる綺麗な瞳を潤うるませたジュストが抱だきしめてくる。

「スパイは最初からいなかったよ。ゲートが壊こわれて大おお怪け我がしたのは自分なのに、竜のことばかり心配するスパイなんていないでしょう？」

「ジュストさん」

「ずっとつらかったね。もっと早く気づけたらよかった。オリビエを診みてきた僕には気づくチャンスが何度もあったのに……ごめんね」

　その声はいつも通り蜂はち蜜みつのように甘いけれど、震えている。魔物専門の医師である彼の優やさしさと後こう悔かいが伝わってきて、オリビエは堪こらえきれず泣きそうになった。

　しかし、アナベルとメルヴィネに先を越こされてしまう。兄弟みたいな魔女と人魚は大きな瞳から涙なみだをぽろぽろ落とし、ロージとセス以上に息をぴったり合わせて言った。

「防護服のチェック早くしますから」

「ずっと先輩でいてください～」

「はは……そうしてくれると助かるよ」

　そしてエリスが「うわーん！」と泣き叫びながらしがみついてきて、オリビエの涙はいよいよ引っ込んだ。

「オリビエが辞やめるなら僕も辞めるーっ」

「俺、辞めるとは言ってねえけど……。もうちっとしっかりしろよ、そんな隙すきだらけだから毎回ジェイドに水かけられんだぜ？」

「いつも通り厳しーぃ……でもそんなオリビエが大好きだー」

「オリっ、ビエぇっ……わぁーん……！」

「泣くな、オーキッド泣くな！　主任っ、ハンカチ貸してください！」

　涙はさらに連れん鎖さして、若葉色の涙をぼたぼた落とすオーキッドに抱きつかれたオリビエは物もの凄すごく焦あせった。テオがすかさずハンカチで涙を拭ふき、四つ葉のクローバーの刺し繡しゆうが入ったそれをオーキッドに持たせる。キュレネーが右手をつないできて、左手を握にぎりしめてくるアンバーは、ズビッ、ズビッと鼻を鳴らしていた。

「涙、がまんできた、けど……また、はなみず、出ちゃった」

「さっきのアンバーしびれるくらい格好よかったのに。悪いキュレネー、一いつ瞬しゆんだけ手ぇ放してもいいか？　こいつの垂れてる洟はなを拭いてやらねえと」

「だ、だめっ……手を放すの、いや。ぼくが拭くから」

　オリビエの手を放さないキュレネーは、軍服のポケットからレースの付いたハンカチを取り出し、そばかすのある鼻にあてて「はい、アンバー。チーンして」と優しく言う。

「いいなぁ。僕もオリビエと手つなぎたい……」

「えっ」

　じぃっ……と羨うらやましそうに見てくるシーモアを絶対に悲しませたくないが、両手が空きそうになかった。困り果てていると、エドワードが「わしでは駄だ目めかい？」と声をかける。

「ほんと？　うれしいー。エドおじいちゃん、ありがとう」

　にこにこ笑うシーモアと手をつなぐエドワード、そしてフォンティーンが「これまでのオリビエのギルド貢こう献けんに敬意を」と言ってくれた。

　竜とバトラーの輪から外れたところに立つナインヘルは興味がないのか、牙きばを剝むき出しにして「くぁ……」と大あくびをする。

「オリビエがスパイで担当バトラーでも、おれ不都合ねえけどなー。スパイってなんだ？」

　世界最強・最大・最強種を誇ほこる火竜のずれた感覚に、オリビエも皆みなも救われる思いがした。

　少し離はなれた場所でガーディアンとサージェント法務将校から状じよう況きよう報告を受けていたリーゼが「ナインヘル」と名を呼ぶ。サラマンダーは炎ほのおを吐はき、それが松明たいまつとなってドラゴンギルドを守る。

「オリビエ、帝てい都とに潜せん伏ぷくしている鴉からすの一族をギルド内に呼べ。中庭を開放する」

「はいっ！　ありがとうございます！」

「レンヴィートルの怒りは相当なものだろう、今夜、様子を見る。全機、巣で待機。寝ねずに朝を待て」

　紅こう炎えんに照らされた夜空に、竜りゆうたちの「イエス・サー！」が響いた。

「オリビエ、行くぞ」

「うん！」

「僕、手伝う！」

　エリスと二人がかりでガーディアンの軍服を脱ぬがしていく。

「エリス、ありがとうな！」

　オリビエは竜に変容したガーディアンの鬣たてがみの中へ潜もぐり込んだ。

「同どう胞ほうたちの塒ねぐらはわかるのか？」

「時計塔とうにロージとセスがいるはず！」

「よしっ」

　ガーディアンは夜風をとらえて遥はるか上空まで翔かけ上がる。アルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群にいるネロたちが絶対に気づけないほど高い。そうして時計塔まで飛び、一気に降下した。

　巨きよ大だいな窓の木き枠わくでぐうぐう眠ねむっている双ふた仔ごを見つけ、大声をあげる。

「ロージっ、セス！　起きてくれ！」

「へ……？　──うわあぁっ、竜だぁ！」

「殺やられる！　食われる！」

　余よ裕ゆうのあるガーディアンは「俺はもっと美食家グルメだが」と笑う。形なり振ふりかまっていられないオリビエがロージとセスをつかむと、二匹ひき揃そろって「ギュエ」という奇き妙みような声を漏もらした。

「ひでぇぞオリビエ、びっくりしすぎて羽が抜ぬけちまった」

「乱暴なことしてごめん！」

「なんだよ、なにがどうなってる？」

「鴉の一族が襲おそわれるかもしれねえんだ！　帝都にいる同胞を全員集めたい！　力を貸してくれっ。ライラとサリュは!?　ほかのみんなは？」

「なんてこった！　ライラたちは裏側の窓枠で寝てる。ほかはアーイルス川に立ってる木と」

「国立植物園と、リテ・クラウンって料理店の屋根と……あと、どこだったかな？」

「鴉は集まって眠るんじゃなかったか」

　ガーディアンはそう言いながらもすべての場所を高速で巡めぐり、ドラゴンギルドの中庭に降り立ってくれた。二十二匹ひきの鴉が楓かえでの木に止まる。

「みんな、混乱させてごめん。どうか俺の話を聞いてほしい──」

　同胞たちはオリビエがネロと別べつ離りしたことにひどく驚おどろき戸と惑まどいながらも、誰だれも怒おこったり責めたりしなかった。オリビエを含ふくむ二十三匹の鴉の心に存在するものは同じで、それは懐なつかしい灼しやく熱ねつの奇き岩がん地帯だった。

「今夜は中庭で休んで、明るくなったらデュシス・エンドへ帰ってくれ。竜たちがデュシス・エンドを守るって約束してくれたんだ。近いうちに必ず……それまで凌しのいでほしい」

「おれらは大だい丈じよう夫ぶだが、オリビエはどうすんだ？」

「一いつ緒しよに帰ろうよ」

　ぱたぱたと羽ばたいてオリビエにくっついてくるライラとサリュを優しく撫なでる。

「俺はこれからもここで働かせてもらうんだ。ネロのことも見届けたい。落ち着いたら必ずデュシス・エンドへ行く。爺じいちゃん婆ばあちゃんと、ちびたちに、新しん鮮せんな水と山盛りのバターケーキ持って帰るって伝えてくれ」

　煌こう々こうと輝かがやくドラゴンギルド。珍めずらしくて新聞記者が写真を撮とりにくるほどだった。

　激しく燃える紅炎は、ネロの宣戦に対するリーゼの答とう酬しゆうのように思われた。

　大窓から外の様子を見ていると、深緑色の[image: 鱗]うろこが浮うかぶ長い腕うでがまわってくる。

「ガーディアン。ありがとう」

「魔ま狼ろうと対たい峙じしたとき、恐おそろしい思いはしなかったか？」

「怖こわくなかったよ。だって、ガーディアンがそばにいてくれてるってずっと感じてたから」

　腕に手を添そえて見上げる。シルフィードの形の綺き麗れいな唇くちびるが、紅あかい唇に重なってくる。

　長い口づけのあと、ガーディアンは窓の外を気にした。

「どうしたんだ？」

「ナインヘルが屋根にいるはずだ。あいつには夜明けまで炎を絶やさないという任務がある」

「俺も外に出たい！　ガーディアン、屋根に上ろうぜっ」

「そう言うと思った」

　ふっと笑うガーディアンはオリビエを片かた腕うでで抱だくと、無む駄だのない動きで巣の屋根に上る。胡坐あぐらをかき、その上に座らせてくれた。

「よーぅ、みんなけっこう出てきてるな」

　同じように大窓から出てきたバーチェスの手には、瓶びんビールとボウルいっぱいのポークフリッターがある。ガーディアンの隣となりに座った土竜にオリビエはあらためて言った。

「バーチェス。加勢に来てくれてありがとうな。めちゃくちゃ心強かった」

「なーに畏かしこまって言ってんだ、ダチを助けるのは当たり前のことだろー？」

　食堂からくすねたポークフリッターをもぐもぐ食べるバーチェスが、ごく自然に口にしてくれた「友」という言葉に、オリビエは胸を熱くする。

　サロメも屋根に座っていて、彼の腕の中にはすやすや眠るメルヴィネがいた。

「オラアッ、任務の邪じや魔ますんな！　落っことすぞ！」

　怒ど鳴なったり炎を吐いたりと忙いそがしいナインヘルの胡坐の上は大所帯だった。綺麗な笑え顔がおのアナベルと、キャアキャアはしゃぐメフィストとリピンがいる。シャハトとキュレネーは並んで座り、手をつないで揃そろいのティーカップを持っていた。

　竜の巣の大窓からアンバーと赤い瞳ひとみのサージェント法務将校が顔を出し、笑って手を振ふってくれる。

　いつも早いうちに暗くなるエドワードやシーモアの巣も、今夜は明かりが灯ともっていた。

「みんな、ありがとう……」

「ナインヘルの炎はいつ見ても鮮せん烈れつで美しいな」

「だよなあ。ワルプルギスの夜みてえだ」

　ガーディアンがつぶやき、山盛りのポークフリッターを食べ終えて瓶ビールを空にしたバーチェスは巨きよ軀くをごろりと横にする。

　身体からだにまわってきている逞たくましい腕に手を添えたオリビエは、あたりを見み渡わたした。

「ドラゴンギルド……、綺麗だな──」

　サラマンダーの紅炎に守護されたドラゴンギルドは、ネロの瞳にどう映っているだろう。

　彼を説得するまでの力がオリビエにはなかったことがひどく悔くやまれるが、あとは筆頭バトラーに託たくすだけだった。

「ガーディアン」

　名を呼びながらほんの少し振り返ると、長いまつげに覆おおわれた金の瞳がある。

　風竜シルフイードと鴉レイヴンは見つめ合い、微笑ほほえみ合って、金銀の星々が輝く夜空を一緒に仰あおいだ。

　緑風に撫でられた黒くろ髪かみがさらさらと揺ゆれる。

　天空を渡わたる美しい緑風は、ガーディアンが生み出したものだ。翼つばさがなくても、彼の風に吹ふかれるだけでいつでも空を翔けられる。

　さまざまな想おもいを胸に抱き、オリビエはガーディアンの腕の中で夜明けを迎むかえた。










　清らかな朝あさ陽ひを背に受けて、鴉たちがデュシス・エンドへ帰っていく。

　ライラとサリュがオリビエの肩かたから飛び立ち、残るのはロージとセスだけになった。

「時計塔の塒、けっこう気に入ってたんだがなぁ」

「落ち着いたらまた来てくれよ、時計塔はなくならねえんだから」

「当たり前だ、おまえを残して帰ったっきりになるわけねえだろ。朝飯、用意しとけよ」

「うん、わかった。故郷のみんなに、くれぐれも気をつけてくれって伝えてほしい」

「オリビエも気をつけろよ、……って、竜さまがいるから大丈夫か。やっぱりおっかねえー」

　四年間そうしてきたように互たがいの無事を願い合う。双仔の鴉が飛んで行くのを見守っていると、ガーディアンが手を取ってきた。

「俺たちはエトナ火山へ行こう。──翼を弔とむらいに」

　翼の持ち主である彼が、迷わず言ってくれたことが嬉うれしかった。オリビエは大きな手をぎゅっと握にぎり返す。

「ありがとう、ガーディアン。俺、ボスに許可もらってくる。少しだけ待っててくれ」

「リーゼはサリバンとともにゲートへ向かう準備をしている」

　ガーディアンが人差し指で自分のこめかみに触ふれ、オリビエはその仕草をすぐ理解した。

　竜の兄弟は精神を集中させることで離はなれていても言葉の伝達が叶かなう。今の会話をサリバンがリーゼに伝え、すでに動いてくれているということだ。

　ドーム型のガラス蓋ぶたはもう必要ない。翼を抱いたガーディアンとオリビエは手をつなぎ、ゲートへ駆かけていく。始業前の発着ゲートを開けてくれたのは現場主任のテオと、七割がた眠ねむっているレスターだった。

　ゲートから飛ひ翔しようしたシルフィードの兄弟は高度を上げていく。

　初めて見るエトナ火山は雄ゆう大だいで、美しくも恐ろしい。魔ま物ものたちに慈じ愛あいと厳げん酷こくの両方を与あたえる存在であることを、身体に流れる鴉の血が感じていた。サリバンの背からおりたリーゼはエトナ火山に辞じ儀ぎをして仰ぎ見たあと、オリビエが抱いている黒翼へ視線を移す。

「後こう悔かいしないのか。オリビエの翼なんだ、持ってたっていいんだぜ」

「はい、後悔しません。こいつだけでも先に生まれ変わってくれたら……って、思います」

　無機的で、ともすれば醜怪グロテスクにも見える鴉の翼。それでもリーゼはいっさい躊ちゆう躇ちよせず、剝はく製せいみたいになった黒翼を労いたわるように、また別れを惜おしむように、優やさしく撫でてくれた。

「──行ってこい」

　オリビエはガーディアンと一緒に火口へ歩いていく。あまりにも熱くて、身体の小さなオリビエはすぐに進めなくなってしまい、翼をガーディアンに託した。

「鴉の美しい黒翼に敬意を。エトナ火山のマグマを以もつて生まれ変わり、今もどこかで不自由さを覚えている誰かの翼になるよう、ともに願おう」

　それは長いあいだ自由を求めつづけた彼だからこそ口にできる言葉だった。

「うん。ありがとう。……ありがとうガーディアン」

　シルフィードは丁てい寧ねいな辞儀をして、黒翼をゆっくり手放した。

　とめどなくあふれる涙なみだもそのままに、一度きりの風景を鴉の瞳に焼きつける。

　半身である黒翼との別れに寂さみしさを覚えたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。ガーディアンに弔ってもらった翼は、そう遠くない未来に生まれ変わると感じられた。

　涙を拭ぬぐい、火口を離れて麓ふもとへ向かう。サリバンは四し肢しを折ってゆったりと座り、パイプを咥くわえるリーゼは竜りゆうの巨きよ体たいに凭もたれて待ってくれていた。

「ボス。あいつが〝魔物が人間を狩かる新時代〟を諦あきらめることは絶対にありません。アルカナ王家と帝てい国こく軍を中ちゆう枢すうから破は壊かいして……、ギルドにも必ず仕し掛かけてきます。一いつ斉せい蜂ほう起きするんだろうって予想はできますが、いつなのかも具体的なこともわからなくて……すみません。昨日、計画をしゃべらせたらよかったって後悔しています」

「かまわん、レンヴィートルの正体と目的が明確になっただけで充じゆう分ぶんだ」

「どうかネロを……レンヴィートルを助けてやってください」

「どうにかするさ。──どうにかしねえとな」

「魔狼のことばかりうるさいぞ！　奴やつの名を二度と口にするなっ」

　怒おこっているのか拗すねているのかわからないガーディアンの前まえ脚あしにつかまれ、「ぎゃあ」と声が漏もれる。リーゼはパイプから煙けむりをもくもく出して言った。

「昨夏より継けい続ぞくしている魔ま海かい域いきの警けい邏らに加え、デュシス・エンドの警邏と支し援えんを開始する。まずは現状視察からだ。調査能力の高いリシュリーを動かす。ファウストがフェンドール側から飛べばそう遠くないしな」

「ボス……」

「本格的な警邏と支援を進めるのは少し先になるが。忙しくなるぞ、ガーディアン、オリビエ、これからも馬車馬のごとく働いて、揃ってドラゴンギルドに屍しかばねを埋うめろ」

「はいはい。イエス・サー」

「やぁ、とうとうガーディアンがギルドに落ちたねえ。長かったなぁ。お兄さまはずうっと心配してたんだよ？　オリビエがいなかったら生しよう涯がい落ちないままだったんじゃない？　オリビエありがとうね」

　弟思いのサリバンは自分のことのように喜び、にこにこ笑う。

　長い首を下げてオリビエに頰を寄せてくるガーディアンに、自由を諦めた憂うれいはない。オリビエは嬉し涙を滲にじませながら、綺き麗れいな鱗うろこに覆おおわれた顔にくっつく。

　しかし胸が高鳴るほどの喜びに浸ひたれたのは一瞬だった。

「それはそうと」

「……？　はい」

「今回の件、罰則ペナルテイなしってのもな、ほかの従業員への示しがつかん」

「は、い……」

　解かい雇こする気は更さら々さらないのはわかる。でも、ひどく禍まが々まがしい予感がした。

　ニィッと嗤わらう筆頭バトラーが、否いな、サタン・オブ・ギルドが守しゆ銭せん奴どの顔に見えたのは気のせいだろうか──。

「オリビエ。おまえ一年間無む償しようで働け」

「ええーっ!!　い、一年間!?」

「ガーディアンもだ、連帯責任というやつだな」

「好きにしろ」

　ガーディアンが余よ裕ゆう綽しやく々しやくなのは高給取りで貯ちよ蓄ちくがあるからだが、オリビエは物もの凄すごくつらい。

「き、きついです！　俺、金ぜんぜんなくてっ」

「あん？　四年もバトラーやっててなんで金がねえんだよ、そこらの会社員よりいい給料出してるだろうが」

「や、だって……サリバンっ、なんとか言ってくれ」

「やめてよっ、お金の話をぼくに振ふらないで」

　リーゼは「ふふん」と満足げに笑い、ガーディアンも上じよう機き嫌げんである。サリバンは優しいから、がっくり肩を落とすオリビエに付き合って「気の毒にね……」と、しょんぼりしてくれた。

　二機のシルフィードがドラゴンギルドに向かって飛翔する。

　途と方ほうもない脅きよう威いと難局が待ち構えているというのに、リーゼは一瞬たりとも怯ひるまない。

　金色の豊かな鬣たてがみを揺ゆらして飛行するガーディアンを見つめれば、竜が世界最強の魔物であり、デュシス・エンドの魔物たちを含ふくむすべての生き物の守護者であることを強く感じさせてくれる。

　そしてオリビエは確信する。

　魔物が人間を狩る新時代は、来ない。

　その事実は果たしてネロにどのような運命を齎もたらすのだろう。

　憧どう憬けいの友であった魔ま狼ろうと別れ、己おのれの黒こく翼よくを弔い、ようやく本当のバトラーになれたオリビエは今、如何いかなる終局も受け入れる覚かく悟ごを決めた。

　そうしてガーディアンと手を取り合い、愛し合い、ドラゴンギルドで生きていく。

　美しい深緑色の[image: 鱗]うろこに触れて、かたく心に誓ちかった。








あとがき






　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『鴉レイヴンは恋こい風かぜに舞まう～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は、前巻で意味深げなことを言っていたオリビエが主人公です。つらい立場にあってもお爺じいちゃんお婆ばあちゃんを大切にしている、とてもよい仔こです。ガーディアンは（筆者の匙さじ加減によって）二度も大おお怪け我がをしていて、歓かん楽らく街ばかり行っているチャラい竜りゆう……大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配していたのですが、書きだすと、誑たらしで甘くて、でも冷静で思し慮りよ深いという、よき攻せめになりました。そして沖おき麻ま実み也や先生に最高の美び丈じよう夫ふにしていただき、風竜と鴉は、最終話へつづく大切な物語を担になう二人（二匹ひき）になってくれました。沖先生、担当さま、ありがとうございます。また、私の一押しバトラー・レスターを前に出せて嬉うれしかったです。

　ドラゴンギルドシリーズは第八巻となりました。ひとえに読者の皆みなさまのおかげと心より御お礼れい申し上げます。次巻が最終話の予定です。今は「纏まとめられるだろうか……」という不安ばかりで、きちんと完結できたときに物もの凄すごく寂さみしくなるのだろうな……と思っています。

〝竜と魔ま物ものが主役の歴史ファンタジー＆お仕事ＢＬ〟、最後までお力ちから添ぞえを頂ちよう戴だいできれば本当に嬉しいです！　どうぞよろしくお願い申し上げます。


二〇一九年　八月　　　鴇　六連
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鴉レイヴンは恋こい風かぜに舞まう




～ドラゴンギルド～
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